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　まるで、春のように笑う女の子だった。

　そう、出会いは春が終わろうとしている頃だった──とクロウは思い出す。

　初めて会った場所は、ゲームセンターだった。ピンクの髪に、制服姿。あの頃の彼女はギターケースを担いでいた。

　ゲームで対戦し、一緒に買い食ぐいをして、そして──そのあとすぐに、彼女が〝敵〟だと知った。

　クロウと彼女は命を懸けて戦い、決着はつかなかった。

　それからも、クロウは彼女と関かかわっていくことになった。命を何度も救われた。心が折れそうになったとき、よりかからせてくれた。

　なにより、彼女は──クロウに好きだと言ってくれた。

　その答えを、クロウは未いまだに返していないというのに──

「リンネっ、リンネぇっ……！」

　クロウは振り絞るようにして叫んだ。

　彼の腕の中には、ピンクの髪を二つにくくった少女がいる。クリーム色のセーターにチェックのミニスカート。首元にはマフラー。

　そのセーターの胸のあたりが、真まっ赤かに染まっている。クロウからは見えないが、背中も大きく斬きり裂かれており、出血が止まらない。

「……っ、血を止めねぇと！」

　クロウは今さらになって気づいた。叫んでいてもなにも解決しない。幸い、応急処置の心得はある。

　ポケットからハンカチを取り出して、とりあえず止血しようとすると──

「クロ、ちゃん……」

「…………！」

　リンネが、クロウの手を握っていた。気絶したかと思っていたが、まだ意識を保っていたらしい。

「リンネ……待ってろ、すぐに手当てしてやるから！」

「……ねえ、クロちゃん……」

　リンネは聞こえていないのか、虚こ空くうを見つめながらつぶやいた。

「ボク……視みえたよ……」

「視えた……予知か……？」

　クロウは、リンネに答える。

　リンネはブレイズの死し剣けん使つかいの一人。死剣使いには〝秘法〟と呼ばれる能力があり、リンネの場合はランダムに数すうヶか月げつ以内の未来、あるいは一瞬先の未来を読む力だ。













「うん……クロちゃん、が笑ってる……」

「俺おれが……？」

「南の、島かな……？　明るくて、綺き麗れいな海があって……その砂浜をクロちゃんが笑え顔がおで歩いてるの……」

「…………」

　一瞬、クロウはリンネが予知ではなく、幻覚を見ているのではないかと疑った。

　しかし、すぐに否定する。リンネが視みたというのなら、間違いないだろう。

「そういや……ばあさんが言ってた。東京ソーディアのずっと南に、剣を完全に捨てたソーディたちが住んでる島があるって」

「そっか……たぶん、そこだね。クロちゃんは、そこで暮らすんだよ……」

　リンネは、ぼそぼそと言ってから。

「でも、そこには……ボクはいない……」

「…………っ！」

　クロウは、そこではっと我に返った。

　今はリンネに話をさせてはいけない。口を開くだけでも、体力を消耗してしまう。

「セフィちゃんと、日奈子ひーちゃんはいる……二人も笑ってるよ……よかったね、クロちゃん……」

「リンネが……おまえがいなきゃ、意味がないだろうが！　いいからもうしゃべるな」

「ダメ、だよ……今、話さないと……もう……」

　既に、リンネの声はほとんど聞き取れないくらいに弱々しい。

　クロウは──わかっていた。

　リンネが負った傷が、致命傷であることを。

　心臓を貫かれた上に、背中を深々と斬きり裂かれている。実のところ、生きて口をきいているのはあり得ないこと、と言っていいくらいだ。

「笑って、クロちゃん……」

「なに……？」

「ボクは、そこでは……クロちゃんの笑顔、見られないから……せめて、今ここで……クロちゃんに……笑って、ほしい……」

「リンネ……！」

　笑えるはずがなかった。

　腕の中で、大切な少女の命が失われようとしているのだ。どんなときでも冷静に、と師に叩たたき込こまれてきたが、こんなときに平常心でいられるわけがない。

　まして、笑うなど不可能だ。

「あ、あはは……そっか。無理だよね……でも、ボクは笑うよ。だって……クロちゃんと、みんなと一緒にいるのは……本当に楽しかった……。いっぱい、いっぱい思い出してるよ。クロちゃんたちと過ごした時間のこと……」

「もういい……もういい、リンネ……」

「クロちゃん……ボク、一瞬先を視みてたんだよ……」

「…………？」

「それでも……かわせなかった……斬流ザンリユウ……気をつけて……」

「わかってる……そんなこといいんだ。いいから……」

　こんなときにでも、リンネはクロウの心配をしている。

　彼女はどこまでも心優しい女の子なのだ。

「ふふ……大好き。クロちゃん、大好きだよ……」

「俺おれも……」

　クロウは、リンネの手をぎゅっと握り締めた。

「俺も、リンネ、おまえが好きだ……！」

「……やっと、答えてくれたね……でも、ボクはいいんだよ……クロちゃんはみんなのことを好きで……そのみんなの中に、ボクがいれば、それだけで……」

　リンネは、ふっと微笑ほほえんで──

「クロちゃん、ありが……と……」

　がくん、とリンネの首が傾いた。

　同時にクロウの手を握り返していたリンネの手から、力が抜ける──

「リンネ……」

　クロウの目から、つうっと涙が一筋こぼれる。

　結局──リンネの最後の望みも叶かなえてやれなかった。

　最後なのに、笑え顔がおを見せてやれなかった。

　死んでいく彼女に、なに一つしてやれなかった……。

「リンネ……すまない」

　クロウは、リンネの頭を抱えるようにして胸に抱き寄せた。ほのかなぬくもりが伝わってくる。

　そして、確信してしまう。彼女の身体からだにはもう魂は宿っていないと。

　既に、リンネはクロウの手の届かない遠い場所へ旅立ってしまったのだ──

「ははは、いやあびっくりだよ、クロウ。心臓を貫いて、ダメ押しに背中を叩たたき斬きったのに、まだあんなにしゃべれたんだから」

　クロウの背後から、明るい声が聞こえてくる。

　兄弟弟子であり、幼い頃からともに育ってきた剣けん士し、ラーシュ。

　リンネを斬った男──

「いったい、死し剣けん使つかいっていうのはどうなってるんだろうね？」

「……黙れ」

　クロウは、静かに言った。

　抱きしめていたリンネの身体を、ゆっくりと地面に横たえる。

　それから、すぐそばに落ちていた、羽の形をしたヘアピンに目を留めた。リンネのお気に入りで、いつもつけていたものだ。

　クロウはそれを拾い上げ、一瞬だけ見つめてから──コートの胸ポケットに仕し舞まった。

「ラーシュ……」

「なにかな？」

　クロウは立ち上がり、背後にいた兄弟弟子と向き合う。

　プラチナ色の髪に、黒いセイバーズの制服。それに赤いマントを羽織っている。

　クロウもまた同じセイバーズの制服姿で、その上に着ているのは剣けん将しようマナカの遺品である赤いコートだ。

　ラーシュとは、七年も師のもとでともに剣を学び、セイバーズに入り、剣の学院に入学し、長い時を過ごしてきた。

　だが──

「殺す」

　クロウの口から出たのは、ただ一言。

　それ以外に言葉を必要としなかった。いや、もう言葉もいらない。

　クロウは左腰に差していた日本刀に似た片刃の剣〝ルシェ〟、それに腰の後ろから極薄の長剣〝舞まい姫ひめ〟を引き抜く。

「はは、それでいいよ、クロウ。俺おれはこのときを──待っていた！」

　ラーシュは微笑ほほえみ、分厚く巨大な剣〝獣じゆう斬ざん〟を抜いた。

　一人の少女の死が、固い絆きずなで結ばれていた兄弟弟子の時間を終わらせた。

　そう、すべてはもう──終わったのだ。

　クロウは、もはや一言も発することなく──殺意をみなぎらせて駆け出した。






　　　　１章　崩れ終わる世界






　空には分厚い雲が垂れ込めている。

　その空を真っ黒な亀き裂れつが引き裂き、そこから黄金の光が差し込んできている。

　亀裂は空の扉と呼ばれる、この地球と異世界ソーディアを繋つなぐ異空間ゲートだ。

　さらに、扉は一つだけではなく、最初に開いた〝第一の扉フアースト・ゲート〟の周りだけでも数十はあるようだった。

　第一の扉の真下には、局地的な地殻変動と唐突な植物の爆発的成長により、盛り上がった地面と、それを覆うような緑で構成された天然の要よう塞さい──〝扉の要塞〟が存在している。

　その要塞の中心からやや外れた位置で、今まさに新たな戦いが始まろうとしていた。

　走りながら、クロウは最後の一歩の踏み込みとともにルシェを振るった。

「ラァァァシュッ！」

　絶叫しながらクロウは踏み込み、剣を振り抜いた。人間の限界を超えた斬ざん撃げき──

「はははっ、クロウッ！」

　キィン、と澄んだ金属音を響かせ、ラーシュは獣じゆう斬ざんでクロウの攻撃を弾はじく。

　クロウは体勢を崩されながらも、両足はしっかり地面につけたまま、今度は舞まい姫ひめで斬きりかかる。

「面白いっ……！」

　ラーシュは不敵に笑い、身体からだをひねって舞姫の一撃をかわす。反撃を繰り出そうとしたそのときには、クロウは既に跳んでいた。

「あああああっ！」

　クロウは気合いとともに二本の剣を同時に振り下ろした。その強引すぎる攻撃も、ラーシュは慌てることなく獣斬で受け止め、空中のクロウを押し返す。

「ちぃっ……！」

　クロウは着地すると、間を置かずにまた走り出した。

　あっという間にラーシュに肉薄すると、取り憑つかれたように攻撃を繰り出し続ける。

「はははっ、クロウ！　なつかしささえ感じるじゃないか！　おまえの中の獣はもう飼い慣らしたと思ったら──また暴走するとはね！」

「黙れ！」

　クロウも自分が暴走していることは理解していた。

　師である剣けん聖せいヒョウカによって刻まれた額ひたいの傷がうずき──狂ったように暴れ回ったことが、これまでに何度かあった。

　だがその現象も、剣けん将しようマナカとの戦いのあとは、一度も起きていなかった。

　人間がソーディと戦うための術理、古流コリユウ。

　古流を極めた先にあった、己を無として相手を斬る無想ムソウ。

　さらに、大だい剣けん聖せいジルンシェードが肉体の衰えを補うために編み出した、動きの無駄を極限まで削り取って立ち回る瞬しゆん絶ぜつの法。

　クロウはそれらの技を完全に我がものとすることで、〝クロウの剣〟とでも言える剣技を身につけた──はずだった。

　しかし、今のクロウは人間として極め尽くしたその剣ではなく、ただ身の内に宿る獣を思うがままに解放してしまっている。

「まったく、これじゃあ退化じゃないか、クロウ！　まあいい、俺おれも一度これともやり合ってみたかった！」

「黙れと言ってる……！」

　クロウは、止まらずに剣を振り続ける。

　言われるまでもなく、退化だということくらいわかっている。それでも、クロウは自分を止められなかった。

　なんとか、身体からだに染しみついた古流コリユウの剣を振るってはいる。そうでなければ、ラーシュにたちまち斬きられていただろう。

　だが、無想ムソウも瞬絶の法も使えない。ただ、勢いに任せて古流を使っているだけだ。

「黙れとはつれないじゃないか、クロウ。斬り合いは、俺たちにはコミュニケーションの一つだろ？」

「おまえと今さらなにを話すんだ！」

　話しながらもクロウは剣を振る手を止めず、ラーシュもニヤつきつつしっかりと防御している。

「なぜだ、ラーシュ……なぜ、リンネを……！」

「それこそ今さらさ、クロウ。わかってるはずだよ」

「ぐっ！」

　クロウが勢いよく振り下ろしたルシェの一刀を、ラーシュが獣じゆう斬ざんで弾はじく。弾かれつつも古流で勢いを受け流し、さらに後ろに跳んで衝撃を殺す。

　それから、二人は数メートルの間合いを挟んで向き合う。

「すべてを壊したかったのさ、俺は。クロウ、おまえと俺の間にあるものを」

「それで……どうする？」

「こうするんだよ……！」

　ラーシュは不敵に笑い──両手をぱっと広げた。

　彼の全身から、嵐のような殺気が吹き荒れる。

「ぐうぅっ……！」

　クロウは、その殺気をまともに浴びてしまい、身体が硬直するのを感じた。蛇に睨にらまれた蛙かえる、とでもいうのか──ラーシュの殺気はそれを向けた相手の身体の自由を奪ってしまうのだ。

「斬流ザンリユウ……！」

　そう、これこそがラーシュが極めた奥義。

　ラーシュが元から持っていた凶悪なまでの殺気を研ぎ澄ませ、相手にぶつける秘技だ。

　みずからを無にするクロウの無想ムソウの対極にある技とも言える。

「いや、これは……違う……！」

　クロウは、ぎりっと奥歯を噛かんだ。

　二ヶか月げつ前にも、斬流ザンリユウを身をもって味わっている。そのときは無想によって苦もなく対処できた。しかし、今は──

「そうさ、俺おれも前とは違うんだよ、クロウ……おまえと師匠せんせいと会って、二ヶ月ひたすら技を磨いて……それに、おまえの可愛かわいい弟子との戦いが俺をさらに進化させてくれた」

「ウィニアを斬きったのもてめえか、ラーシュ！」

　クロウの弟子であるウィニアは、胸を斬り裂かれる重傷を負っていた。すぐに砲撃や陸上自衛軍の襲撃があったため、負傷の原因も聞かないままだったが……。

「てめえを許せない理由がまたできたな……」

「そうだ、それでいい、クロウ。俺を──許すな」

「…………っ！」

　さらに殺気の奔流が増して、クロウは押し流されそうになってしまう。

　もはやこれは、物理的な暴力だ──クロウは、足を踏ん張って抵抗しなければならなかった。並の人間だったら、意識を保つこともできないだろう。

「なあ、クロウ。俺は、なにもない男だったよ」

「なに……!?」

　ラーシュはその凄すさまじい殺気とは裏腹に、澄んだ表情を浮かべている。

「四よん将しよう家けに生まれたけど、政治にも権力にも興味がない。剣はガキの頃から使えたけどね。だからといって、魔性を秘めてるわけでもない。血に酔い、敵を苦しめ、無む惨ざんに殺すことをなによりの喜びとする──ふん、強い男のソーディには魔性が宿ってるなんて話が本当だったらよかったのに」

「魔性なんて知らねぇけど、おまえはまともじゃねぇだろ」

　ソーディが本来禁忌とする、背後からの斬ざん撃げきや隠し武器なども平気で使う。戦争などの非常事態でなくても、多数対一の戦いも行う。

　天てん剣けんのように、残り時間に追い詰められているわけでもない。

　クロウは、当たり前に禁忌を犯せるソーディをラーシュ以外に知らない。

「魔性なんかじゃないさ。他のソーディたちがどうかしてる。剣で戦い、勝つためにできることをやって、なにがおかしい？」

「…………」

　クロウは人間だ。ラーシュの言っていることは理解できる。実のところ、ソーディの身体からだに刻まれた剣けん士しの本能を不合理に感じることも多い。

　だが──

「魔性なんぞ、どうでもいい。てめえはリンネを殺した！　ウィニアを傷つけた！　おまえが聖人だろうと、叩たたき斬きる！」

　ぐぐっ、とクロウは力を込めて一歩を踏み出した。激流を遡さかのぼるようにして、斬流ザンリユウの中を進んでいく。

　頭の中は、燃えるように熱いままだ。無想ムソウにはなれない。しかし、それもどうでもいい。無想が使えないなら、古流コリユウと燃えさかるような心のままでラーシュを斬るだけだ。

「そうだね……魔性なんか関係ない。だけどさ、俺おれにはタブーがない。剣を振るうのに邪魔な本能や誇りなんてものがないんだ。だからこそ、こうして純粋な殺気になれる」

「心が澄んでる、とでも言いたいのか？　ああ、澄んでるだろうよ。だから、ためらいもなくリンネも殺せた……！」

「そう、兄弟弟子で親友のおまえの大切な者を殺せた。そして──すべては壊れて消えたんだ」

「壊れた……」

「クロウ、おまえは俺を憎む。俺ももう後戻りができなくなる。兄弟弟子の絆きずななんてものは、どこにもなくなる。俺の中に残されてた、最後の縁よすが。それを壊すことで、俺は殺意だけの存在に──なれた」

「そんなことのために、おまえはリンネを……！」

「おまえとの間にあった友情が──俺に残された最後の心が、斬流の極みの妨げになってた。だけど、それももうない。俺は、おまえを斬れるよ、クロウ……！」

「やってみろ、ラーシュ……！」

　今度こそ、これ以上、話をする理由などなかった。

　クロウは斬流の嵐の中を跳躍し──かつての兄弟弟子へと斬りかかる。

「ああ、やってやるさ。クロウ、おまえにも教えてやるよ。二ヶか月げつ前の──俺の絶望をね！」

「…………っ！」

　空中で斬流をまともに浴びて、剣を振りかぶろうとしたクロウの動きがぴたりと止まる。動きが鈍るどころか、身体からだが動かない──

「これが真の斬流だよ、クロウ──！」

「ラーシュっ……！」

　ラーシュは斬流を浴びせながら、鋭く踏み込んで獣じゆう斬ざんを下から一気に振り上げてくる。クロウは斬流に翻ほん弄ろうされたまま、防御すらできない。

「くうっ！」

　かろうじてクロウは、踏み込んで来たラーシュの腹を蹴けりつけるようにして後ろに跳んだ。しかし──

「甘い！　その程度で斬流から逃げられるか！」

　ラーシュはさらに踏み込んで、獣斬を横に薙なぐように振るった。後ろに跳んでいたクロウの胸が、真一文字に斬り裂かれる。

「ぐううっ……！」

　獣じゆう斬ざんの先端が、わずかにかすった程度──だが、ラーシュの剣はかすり傷でもまとわりついてくるように重い。クロウは胸が燃えるような痛みとともに、巨大な鉄球でもぶつかったような感覚を覚えた。

「ラーシュっ……！」

　クロウは痛みに顔をしかめた。せっかく、さっきブレイズの女王リーゼベルに傷を治療してもらったばかりだというのに。

「クロウ！　あっけない幕切れだったな！」

「勝手に終わりにするんじゃ──」

　クロウは言い返そうとして、また身体からだが動かないことに気づいた。傷のダメージはたいしたことはない。それでも、再び放たれた斬流ザンリユウの奔流が、クロウを金縛りにしている。

　リンネ──！

　クロウの脳裏に、リンネの最後の微笑ほほえみがよぎる。

　ごめんな、リンネ。俺おれ、おまえの仇かたきも討ってやれねぇ……！

「ロウっ！」

「ちぃっ……！」

　突如、滑るようにして金髪サイドテールの少女が、クロウたちの間に割り込んでくる。

　少女──セフィは、巨大な愛剣〝星ほし崩くずし〟を振るい、ラーシュの獣斬を弾はじいた。ガキン、と甲高い音が鳴り、二つの刃が火花を散らす。

「ロウは殺させない！　もうこれ以上誰だれも──！」

「セフィ！　頼むから邪魔はしないでくれないかな！」

「あっ……！」

　セフィは続いて放たれたラーシュの斬ざん撃げきを受け止め、勢いで吹き飛ばされる。かろうじて着地し、ガリガリと地面を削りながらクロウのすぐそばでストップする。

「セフィ、おまえ──」

「ロウ、あんたは下がってて。今のあんたじゃ、斬流とは戦えない。自分でわかってるはずよ」

「…………」

　すぐそばに立つセフィから、かすかに甘い香りが漂ってきた。

　クロウはセフィの言葉ではなく、その香りのおかげで頭が少しだけ冷めてくる。怒りが消えたわけではなく、多少冷静さを取り戻せたという程度だ。

「ふう、せっかくいいところなのに困った」

　ラーシュが、呆あきれたように薄く笑った。

「なあ、セフィ。もう、君は必要ないんだよ。リンネを殺しただけで、俺の目的は達成できた。これ以上余計な相手を斬きるつもりはない。俺だってさ、鬼じゃないんだ。リンネも別に殺したかったわけじゃない。ただ、斬流を極めるために──クロウと戦うために誰かの死が必要だっただけさ」

「ふざけないでっ！」

　セフィは星ほし崩くずしを構えて吠ほえる。その分厚く巨大な刃に、彼女の『光コウ』が伝わっていき、強力な光こう刃じんが輝く。

「そんなことのためにリンネを……リンネを……！」

「…………！」

　クロウは、はっとした。セフィの目に涙が滲にじんでいる。彼女も、リンネとは友達だったのだ。その死が──優しいセフィにもどれほどの衝撃だったことか。

「そんなこと？　君がそれを言うのか、セフィ。剣に生きるソーディが、強くなるために敵を殺してなにが悪い？」

「リンネを……殺す理由になんかならないわ！」

「じゃあ、理由をつくってあげよう」

　ラーシュは不敵に笑い、構えを解いて獣じゆう斬ざんの刃を肩に担ぐようにした。

「俺おれは、クロウたちがこの扉の要よう塞さいに向かってるって情報を、シルフィさんから聞いたのさ。実はこの二ヶか月げつほど、シルフィさんに世話になっててね。その恩人を、リンネの刃から救ってあげた──ということならどうかな？」

「そ、そんな取ってつけたような理由を……」

　セフィが構えたままの星崩の先端がわずかに揺れている。

　ついさっき、リンネはセフィの実の姉であるシルフィに刃を突き立てるところだった。

　ソーディ政府の頂点、四よん将しようの代行に就任したシルフィは、陸上自衛軍を率いてクロウたちに攻撃を加えてきた。

　シルフィがどこまで本気だったのかはわからない。だが、リンネが反撃してくれなければ、自衛軍の攻撃でクロウたちは死んでいたかもしれなかった。

　リンネが指揮官であるシルフィに刃を向けたのも当然のことだった。

　しかし──シルフィの実の妹であるセフィには思うところがあっただろう。

「っと、あれれ？　シルフィさん、いないね？」

「ち……」

　ラーシュの言葉に、クロウも舌打ちしつつ気づいた。つい先ほどまで、数メートルも離れていない距離にいたはずのシルフィの姿がない。

「シルフィさん、俺のことをはしっこいだの油断ならないだの言うくせに、あの人だって相当だよね。ま、いても邪魔なだけだから消えてくれてよかったけど」

「あ、あんたも……あんたも消えて、ラーシュ！」

　セフィは、星崩を握り直して叫んだ。

　姉の姿が消えたことに──おそらく、安あん堵どしているだろう。それは、クロウにも責められることではない。

「ごめんだね。俺はクロウと戦うために、斬流ザンリユウを極め尽くした！　クロウを斬きるまでは止まれないのさ！」

「死なせないって言ったでしょ……！」

「セフィ、待っ……！」

　クロウが制止する暇もなく、セフィは地面を蹴けりつけて走り出した。

　今のクロウでは、ブレイズの女王リーゼベルを倒した剣どころか、無想ムソウも発動できない。

　そして、セフィを止めることも不可能だ。

　リンネの死は──鍛え抜いているはずのクロウの心をかき乱し続けている。

　彼女がどこまで大きな存在だったか、クロウは今さらながら知った──







「ラーシューっ！」

　セフィは愚直なまでにまっすぐに駆けながら叫んだ。

　自分もクロウと同じだ、と思う。怒りで頭が沸騰してしまっている。

　リンネを殺し、クロウを傷つけ、そして斬きろうとしている男をどうしても許せない。

　空には、いくつも空の扉が開いている。扉の巫み女こであるセフィの『光コウ』をエネルギー源として、桜さくら井い日ひ奈な子こが開いた扉だ。

　その日奈子は術を使ったせいで消耗し、今は動けない。いや、セフィも同じように力を使い果たしていたはずだが、身体からだの奥底から力が湧わき上がってくる。

　セフィの怒りに呼応するかのように、湧いてくる力が止まらない。彼女の全身に力が充みち満みちている。

　そなたが望めば、そなたは最強の剣を振るえる。心のままに戦えばよい──

　つい先ほど再会した元剣けん聖せいヒョウカは、そう語っていた。

　そんな話は信じていなかったが、今のセフィは間違いなく心のままに動いている。激情に任せている、とも言える。

「ああああっ！」

　駆けてゆくセフィの全身が、プラチナ色の輝きに包まれる。

　扉の巫女のエネルギー源である、特殊な『光』だ。使えば消耗が激しいため、一瞬だけこの力を使っていたのだが、もはやそんな加減もできない。

「ぐっ！」

　セフィが全力で振り下ろした星ほし崩くずしの一撃を、ラーシュは受け止める。ズン、と鈍い音とともにラーシュの足下の地面が沈んだ。さらに周囲に大きな亀き裂れつが走っていく。

「ぐぐぐっ……！　さすがは扉の巫女の一撃！　効くなあ！」

「余裕ぶってんじゃ……ないわよ！」

　セフィはさらに力を込め、星崩を横に薙なぐようにする。ラーシュは踏ん張っていられず、吹き飛んでいく。

「ぐうううっ……！」

　ラーシュは小さな悲鳴を漏らしながら、数回地面をバウンドしてから体勢を立て直した。

「まだよっ！」

　セフィは容赦せずに一瞬で間合いを詰め、立ち上がった直後のラーシュに再び星ほし崩くずしを振り下ろす。

「斬流ザンリユウ──！」

「無駄よ！」

　ラーシュから強烈な殺気が放たれてくる。しかし、セフィは意に介さなかった。以前、クロウに教えられたとおり、水中にいるかのように動きが鈍ってしまう。

　いや、今の斬流はそれ以上だ。まるで身体からだをコンクリートで固められているようだ。

　だが──

「うあああああああああああああっ！」

　思いどおりにならない身体を、セフィはパワーで強引に動かす。

「やるなあ、セフィっ！」

　ラーシュは、セフィの強烈な一撃を獣じゆう斬ざんで受け流す。全力の攻撃をさばかれても、セフィは体勢を崩したりはしなかった。ソーシャに剣術を学び、クロウとともに二ヶか月げつ鍛え上げてきた成果が出ている。

　既にセフィの技術も、達人の域に達しつつあるのだ。

「あんたは、その斬流さえパワーで押し切っちゃえば、前とたいして変わらない！　今のあたしには──勝てない！」

　セフィは吠ほえるように言った。

　おそらく、今のラーシュはヒョウカから継いだ剣けん聖せいの称号にふさわしい実力を持っている。つまり、最強──七しち剣けんクラスの力の持ち主なのだ。

　本来ならば、まだセフィがかなう相手ではないが──彼女の扉の巫み女この力は、かつてヒョウカに匹敵する実力者、死し剣けん使つかいスイサーラをも圧倒した。

　しかも、セフィの技はその頃とは比べものにならないほど磨かれている。

「ああああっ！」

　セフィは続けて二度、三度と剣を振る。ラーシュは受け止め、かわし──それでもじりじりと後ろに下がっていく。

　セフィの剣は、嵐のように吹き荒れる。空気を巻き込んでゴオッと轟ごう音おんを上げ、星崩と獣斬がぶつかるたびに、激しい震動が周囲に伝わっていく。

　扉の要よう塞さいを覆うように生い茂っている木々や草がその震動で、吹き飛んでいっている。

　セフィの身に湧わき上がっている力は、まるで尽きる気配がなかった。今までは全力ならば数分で使い果たしていたというのに。

「ラーシュ！　もうさっさと消えて！」

「同じ四よん将しよう家けなのにキツイじゃないか、セフィ！　君との斬きり合いは予定になかったんだけどな！　まあ、リンネじゃなければ君を斬ってたかもしれないけど！」

「これ以上、誰だれも傷つけさせない──！」

　ガキン、とひときわ大きな音が響いて、セフィの剣が獣じゆう斬ざんを弾はじく。ラーシュは受けきれずに、体勢を崩した。

　ここだ──セフィは、その隙すきを見逃さなかった。振り切っていた星ほし崩くずしを素早く構え直し、トドメの一撃を放つべく、大きく振りかぶった。

　セフィの全身からまばゆいほどのプラチナ色の光が放たれる。身体からだの隅々まで力が満ち、鋭く踏み込み、一気に星崩を振り下ろす──

「ダメですっ、セフィ！　それ以上力を引き出しては──！」

「…………っ!?」

　突然聞こえた声に、セフィはびくりと反応してしまう。

　今の、日奈子ヒナの声──？

　普段はのんびり、感情もやや希薄な日ひ奈な子ことは思えない、切迫した声だった。

　しかし、その声にもセフィの太た刀ち筋すじは乱れることなく、ラーシュを袈け裟さ懸がけに斬きるべく、振り下ろされるところだった。

　そのとき──

「あっ…………!?」

　どくん、と心臓が大きく跳ねたのを感じた。頭だけでなく全身の血が煮えたぎっているように熱くなっていく。

「こ、これは……!?」

　セフィはまさにラーシュを斬り裂こうとしていた剣を止め、後ろへと滑るように下がった。両手で握っていた星崩から片手を離し、胸を押さえる。

　心臓の高鳴りが止まらない。明らかに異常な速さで心臓が脈打っている。

「あ、ああ……あああああああああああああああああああああああっ！」

　セフィは絶叫を上げてしまう。

　身体の底から溢あふれていた力が──堰せきを切ったように、さらに噴き出していく。彼女の全身を包んでいたプラチナ色の光が激しくゆらめいている。

「今度はなんなんだい、セフィ！」

「こ……来ないでぇっ！」

　斬流ザンリユウを放ちながら、ラーシュが跳躍しつつ斬りかかってくる。しかし、セフィはラーシュを見もせずに、無造作に星崩を片腕で振るった。

「なっ……!?」

　セフィの一刀を、ラーシュは獣斬で受け止めながらも──まるで木の葉のように吹き飛ばされる。

　地面を転がるのではなく、文字どおり飛ばされたのだ。いくら空中にいたとはいえ、ラーシュほどの剣けん士しがなんの防御もできずにあっさりと身体を持って行かれる──セフィは自分でやっておきながら、信じがたい気持ちだった。

「セフィーっ！」

「…………っ！」

　セフィは声がしたほうを振り向こうとしたが、上う手まくいかなかった。もう斬流ザンリユウを受けているわけでもないのに、身体からだが動かない──違う、身体が勝手に動いている。

「ロ……ロウっ、あんたも来ちゃ……ダメっ……！」

　声の主がクロウであることはわかっていた。彼もセフィの身になにが起きているか理解できてないだろう。それでも駆けつけてきてしまうのが、クロウという少年なのだ。

　力の解放は止まらない──

　手も、星ほし崩くずしを握り締めたまま離せない。

　さっきのラーシュへの一撃は──セフィの意志で放ったものではなかった。湧わき上がる力を制御できず、まるで無想ムソウのように勝手に迎撃してしまっただけだった。

「あ、ああ……ダメ……ロウ……来ない、で……！」

　セフィの身体を包むプラチナ色の光が、強く強く輝く。

　その光は、ゆっくりと天へ向かって伸びつつあった──







「うおっ……！」

　クロウは思わず両手で顔を覆ってしまう。

　セフィから放たれるプラチナ色の輝きは、暴風を巻き起こし、地面を削り取っていく。

「くっ……セフィ……！」

　とてもではないが、セフィに近づけない。人間であるクロウには強引に接近することも不可能だ。いや、ソーディでも無理だろう。

　近づくどころか、徐々に後ろに下がっていってしまう。

「なんだ、いったいどうなってやがる……！」

「クロー……」

「日ひ奈な子こ!?」

　クロウは慌ててさらに後ろに下がり、近づいてきていた日奈子の前に立つ。その隣にはウィニアもいる。

　日奈子は太たい陽よう教きようの青いシスター服に、姉の形見である白いロングコート姿だ。足下がふらふらしている。

　ウィニアのほうは、胸元もあらわなチュニックに、首にはマフラー、腰にはベルトを巻いている。胸のあたりに斜めに交差する二筋の傷が走っており、出血は止まっているが、まだ血は乾いていない。

「ウィニアも、なにしてんだ。日奈子と一緒に離れててくれ。ここは──やべぇ」

「ヤバイから、なのです。このままでは……いけないのです」

　日奈子は、息を整えながらゆっくりと言った。

　上空に次々と開かれた空の扉。それを開いたせいで、日ひ奈な子この身体からだには大きな負荷がかかったのだろう。クロウは正直、彼女には安全な場所にいてほしかった。重傷を負っているウィニアも。

「もう……扉はわたしの手を離れて、勝手に開いていっています……。セフィの力が注がれていってるのです……」

「あれはやっぱり、そういうことなのか……！」

　クロウは、目を細めてプラチナ色の光が吸い込まれている空を見上げる。

　彼らのほぼ真上に開かれている空の扉──二ヶか月げつ前、日奈子が開いた〝第一の扉フアースト・ゲート〟は大きく広がりつつある。

　空を斬きり裂くように走る巨大な黒い亀き裂れつと、そこから差し込んでくる黄金の光──

　ソーディたちの故郷、ソーディアに繋つながる異空間ゲートである扉は空を覆わんばかりの大きさになっている。

「第一の扉が、あんなにでかく……！　どうなっちまうんだ……!?」

「あの扉は、ソーディアの大地と繋がっているのです……」

「ってことは……」

　クロウも、扉の向こう側の話は聞いていた。地球からは〝空の扉〟だが、ソーディアでは〝大地の扉〟と呼ばれていたらしい。

　ソーディアの地面に大きな亀裂が走り、ソーディはそこに飛び込み、異次元空間を通って地球へとやって来たのだ。一種の空間跳躍ワープのようなものなのだろう。

　かつて──ソーディアにあった砦とりでが、地球に落ちてきたこともあった。空の扉を通ってくるのはソーディのような生物だけではないのだ。

「…………っ！」

　クロウは、思わず息を呑のんだ。石ころのようなものが、空の扉から落下してきている。しかも一つではない。雨のように無数に降ってきている。

「冗談じゃ……ねぇ！」

　クロウは落ちてくる石をかわしながら、毒づいた。よほど巨大な岩でも降ってこない限り、彼ならばいくらでもかわせる。しかし、この先どうなるかはわかったものではない。

「日奈子！　大丈夫か！」

「大丈夫、です。私、これくらい、どうでもなります」

　日奈子に代わってウィニアが答える。彼女は巨大な鎌かま状の愛剣〝ディースシーズ〟を構え、軽々と落下してくる石をさばいている。

「そうだろうけどよ……っと、あそこだ！」

　クロウは、数十メートル先の岩場の上には、石がほとんど落ちてきていないことに気づいた。どうやら、石の落下にはばらつきがあるらしい。どこにでも降り注いでいるわけではなく、まったく降ってこない場所もある。

「くそっ、こんなことで……！」

　クロウは、地面に横たわったままのリンネの身体からだを抱き、安全地帯へと素早く移動する。

　セフィから離れたくはなかったが、やむを得ない。そのセフィはいつの間にか両膝ひざをついてうなだれていて、顔は見えない。

　完全に無防備だが、彼女の全身を包むプラチナ色の光がバリアのようになっているらしく、石を次々に弾はじいている。

「どうすりゃいいんだよ……！」

　クロウは、安全地帯で日ひ奈な子こたちと身を寄せ合いながら、空を見上げる。落下にばらつきがある以上、ここもいつまで安全なのかわかったものではない。

「リンネ……」

「リンネ、さん……」

　日奈子とウィニアが、リンネの顔を覗のぞき込こみながら小さくつぶやいた。二人にとってもリンネは苦楽をともにした友人なのだ。

　怒りに任せて暴れてしまったクロウとセフィとは形は違っても、リンネの死を受け止めきれていないのは間違いない……。

「なあ、日奈子……おまえ、この状況がわかるのか……？」

「……はい」

　日奈子は、リンネの顔からそっと目を逸そらして頷うなずいた。

「これは、七十年前と同じなのです……」

「やっぱり、そうなのかよ……」

　七十年前、世界が泥沼の大戦を繰り広げていた頃。地球の各地の空で扉が開き、ソーディたちが舞い降りてきた。そこからすべてが始まった──

　そのきっかけとなった空の扉を開いたのが、セフィの祖先である扉の巫み女こと、日奈子の祖先である太陽の乙おと女め。

　太陽の乙女は扉の巫女から注がれた力をもって、世界中に空の扉を開いたのだ。

　それと同じ現象が、七十年の時を越えて起きてしまっている──

「わたしはやっと理解したのです……いえ、空の扉を世界中に開くという、太陽の乙女の本来の役割を果たしたからなのかもしれません……急に、たくさんのことがわかってしまったのです……」

「日奈子、おまえ……？」

「太陽の乙女のすべては、わたしの身体に、心に刻み込まれていたのです。それを……やっと理解できました。わたしは最初からすべてを知っていたのでしょう……」

「…………」

　クロウもおぼろげながらわかってきた。ブレイズ最強の術法使いだった八やツ首くびの蛇は、先代の蛇の記憶を引き継いでいた。

　おそらく、日奈子は先代の太陽の乙女の記憶を持っているわけではないだろう。だが、太陽の乙女の能力に関かかわる知識は、既に日奈子の中にあったのだ。

　ソーディが、誰だれに習わずとも剣を振るえるように。

　日ひ奈な子こは以前、訓練もなしでソーディの『光コウ』を震わせる技、鳴めい弦げんを使ったこともあった。それも彼女の中に最初から刻まれていた力だったのだろう。

「だから、わかってしまったのです。もうセフィは誰にも止められません。いえ……七十年前にも扉の巫み女この暴走はありませんでした。だから、ここから先がどうなるのかは今のわたしにもわからないのです……」

「待、待てよ。暴走!?　確かにセフィは自分を抑えられてねぇけど、ずっとあのままってわけじゃねぇだろ!?」

「わからない、のですよ……」

「わからないって……」

「クロー、考えてみてください。先代の八やツ首くびの蛇が扉の巫女に負けたのは知っていますよね？」

「あ、ああ」

　その話はクロウも聞いていた。だから、八ツ首の蛇はやたらとセフィに絡からんだりもしていたのだ。八ツ首の蛇──カスミという名の少女にとって、扉の巫女とは前世の自分の仇なのだから。

「太陽の乙おと女めは、空の扉を開いたあと一年も寝込んで、扉を閉じたときには身体からだが砕けてしまったそうです……でも、扉の巫女は扉の開閉で乙女にエネルギーを注いで、それでも倒れることもなく、あの八ツ首の蛇を斬きってしまったのです。巫女は……生まれついての最強のソーディなのです」

「それは……」

　確かに、日奈子の言うとおりだ。

　扉の巫女のエネルギーは、まるで底がないかのようだ。先代の八ツ首の蛇は死し剣けん使つかいではなかったとはいえ、国を一つ滅ぼすほどの怪物ではあっただろう。現代の八ツ首の蛇が使った〝滅びの術法〟のとてつもない威力は、クロウもよく知っている。

　あの八ツ首の蛇を単独で倒したなど──正直言って信じられない話だ。

「先代の扉の巫女は生まれたときから巫女として訓練し、成長してきました。ですが……セフィは違うのです。剣けん士しとしての訓練はしていても、巫女のエネルギーを操るすべは本格的には学んでいません」

「セフィは、自分が扉の巫女だってことすら知らなかったんだ。それは当然──」

「だから、ロックが外れたみたいに扉の巫女の力を引き出せても──制御することができないのです。世界中に扉を開くほどのエネルギーが、制御を外れて暴走しているのです。これは、もう……どうなるか……」

「…………っ！」

　日奈子のいつもの淡々とした言葉に、クロウは焦りを感じてしまう。

　目の前で起きている事象を見れば、日奈子の言葉を信じないわけにはいかない。セフィは、明らかに暴走状態だ。

　完成された斬流ザンリユウを放つラーシュをも一撃で吹き飛ばしてしまったのだ。無想ムソウを使えなくなっているクロウでは、対処のしようもない。

「どうなるかって……どうなっちまうんだよ！」

　クロウはリンネの身体からだを抱いたまま、空に叫ぶ。

　このまま空の扉が開き続けば、最悪の場合は──ソーディアの大地が落ちてくるかもしれない。

　まさかと思うが、既にこの事態がクロウの想像を超えている。なにが起こっても不思議はない。

「クロウ様！」

　突如、ウィニアが鋭く警告を発した。彼女は黄金の光が差し込む空を指差している。

　第一の扉ではない。上空にいくつも開いた空の扉から──次々と、羽を持った巨大な獣が姿を現してきている。十や二十ではない。あっという間に三桁けたに達している。

「エイジン……！」

　ウィニアは殺気立った目で、故郷であるソーディアから現れた獣たちを睨にらんでいる。

　扉から出てきたエイジンたちは、どれも体長十五メートル以上。ソーディアでの区分では中型に属するエイジンだ。

「ただでさえ、要よう塞さいはエイジンだらけだったのによ……まだ増えやがるのか……」

　クロウも苦々しい思いでつぶやく。彼は最強の剣けん士しの一人だが、エイジンは大きさと重さが違いすぎる上に、人間のパワーでは頑丈な鱗うろこを斬きり裂くことはできない。

「……エイジンは、わたしがなんとかします」

「なっ……!?」

　クロウは、自分の耳を疑ってしまう。今、日ひ奈な子こはなんと言った──？

「さっき、少しですが〝強制送還〟の術が使えたのです。もう一度……あれを使って、エイジンをソーディアに送り返します」

「バカを言え！」

　クロウは、リンネの身体をゆっくり横たえてから、日奈子にまっすぐ向き直った。もう、落ちてくる石もエイジンも気にならなかった。

「おまえは、さっき世界中に扉を開いちまったばかりだろ！　そんな身体でなにができるっていうんだ！」

「……そうです。わたしは世界中に扉を開いてしまいました」

　そう、日奈子はダイナストがつくり出した彼女自身のクローンである白いレギオンたちとの共鳴で強引に扉を開く術を使わされてしまった。

　しかも、その白いレギオンは肉体は日奈子のクローンでありながら、彼女の姉である桜さくら井い美み月つきの人格がプログラムされていたらしい。

　日奈子に術を使わせたのは、桜井美月の執念──世界中に空の扉を開き、ソーディをソーディアへと強制送還させるという太たい陽よう教きようの目的を達成するための意志によるものだ。

「日ひ奈な子こ、言っておくぞ。扉が開いたのは、おまえのせいじゃねぇ。桜さくら井い美み月つきの執念は、誰だれにも止められなかった。ダイナストも動いてたんだ、止められるわけがねぇ」

　ダイナストもまた、世界中に空の扉を開くことで戦争を起こすことを目的としていた。正確には、戦争で自社の製品を売ることが最大にして最後の目的だったわけだが。

「……わかってます。お姉さんは、しつこい人だったのです。あの人に……わたしは負けました。でも、わたしは生きてます。だからまだやり返すこともできます」

「やり返す……？」

　クロウは聞き返してしまう。のんびり生きるのがモットーである日奈子らしくもない台詞せりふだった。

「それに……」

　そう言って、日奈子は少しだけ笑った。

「どこまでお姉さんの計算どおりかわかりません。でも……わたしは、こうして無事です。自分の足で歩いて、こうしてクローたちと話すこともできているのです」

「……そういえば。日奈子、おまえ身体からだは……？」

　ろくに訓練も受けていない、というのは日奈子も同じだ。二ヶか月げつ前の戦いのあと、日奈子は太陽の乙おと女めの術を制御する練習をしてはいたが、だからといって、術の負荷が減るわけでもないだろう。

　正式な修練を積んだであろう先代の太陽の乙女ですら、空の扉を開けたあと、一年も寝込んでいるのだ。それに比べれば、今の日奈子の状態は明らかにおかしい。

　消耗はしていても、自分の足で立っているのは不思議と言ってもいい。

「術の負荷は、白いレギオンたちが代わりに受けてくれた……としか思えないのです」

「そんなことが……？」

　クロウには、にわかに信じられることではなかった。

　しかし、彼も日奈子とともに術を発動させた白いレギオンたちが、肉体が破裂して消えていったのを目撃している。

　白いレギオンたちの役割は、ただ日奈子に術を強制発動させただけでなく、反動を受け止めるところにもあった──それは、あるいは桜井美月の意志だった？

　それではまるで、彼女が妹を守ろうとしたかのようだ……。

　いや、もう答えの出ない問いだ。桜井美月は既に死んでいるのだから。

　クロウたちから数メートル離れたところに、白いスーツを着た男と、チャイナドレス姿の美女が倒れている。ダイナストの奇術師と名乗った男と、以前にイシュトと戦ったサイボーグだ。この二人ならなにか知っていたかもしれないが、二人ともシルフィに殺されている。

「理由はわからなくても……わたしにも、まだできることがあるのです。だから……」

　日奈子は、まっすぐな目で前を見据えている。

　もう、クロウに守られるだけだった少女はどこにもいなかった。彼女は覚悟を決め、自分の意志で戦いに踏み出そうとしている。

　だが、それでもクロウは──

「クロウ様っ！　来ます！」

「…………っ！」

　クロウは、ウィニアの警告にはっとする。

　数体の巨大なエイジンがこちらに向かって飛んできている。すべて中型以上。対抗できるのはウィニアだけだが、彼女は負傷している。日ひ奈な子こが強制送還を使うにしても、即座に発動できるものではないはずだ。

「任せて、ください。私、やれます！」

　ウィニアが鋭くエイジンたちを睨にらみながら、ディースシーズを構える。

　ここには、日奈子も、暴走してはいるがセフィもいる。エイジンを暴れさせるわけにはいかない。

　しかしクロウは、迷ってしまう。重傷を負っているウィニアを戦わせていいのか──

「少年、待たせたな。あとは──任せてくれ！」

　突然、そんな声が聞こえて。クロウの横を、なにかが風のように走り抜けていった。

　そのなにかは、驚くほど近くまで接近していた一体のエイジンの頭を、繰り出した突きの一撃で見事に刺し貫く。

「化け物たち、ここから先へは通さない。なにしろ、可愛かわいい後輩たちがいるんだ」

「会長……！」

　エイジンから剣を引き抜き、クロウの前に立ったのは──

　緑の長い髪を揺らしたセイバーズの黒い制服姿の少女。右手には、ランスに似た剣を握っている。

　クロウの先輩にして、剣の学院の生徒会長。

　そして、七しち剣けんの一人、剣けん将しようの称号を持つ剣けん士し、イシュトだった──







　いったいなにが起きているのか、イシュトには理解できなかった。

　剣の学院の生徒会長に必要とされる資質は、剣の強さばかりではない。成績のほうもそれなり以上に優秀でなければならなかった。そのイシュトの頭脳をもってしても、目の前の事態は理解を超えるものだった。

　クロウは胸に多少ケガをしているが、元気そうだ。日奈子も消耗はしているものの、目はしっかりしている。明らかに重傷を負っているウィニアが一番心配だった。

　セフィは、地面に両膝ひざをつき、プラチナ色の光を溢あふれさせている。顔を伏せてしまっているので表情は見えない。だが、彼女に非常事態が起きていることは明白だった。

　そして──

「リンネ……」

　クロウのそばで、ピンク色の髪をした少女が横たわっている。血色などは普通に見えるが──生命活動を行っていないのは確認するまでもなくわかった。

　リンネとは、そこまで親しかったわけでもない。だが、彼女も剣の学院に住み込み、夏休みには一緒に長野の剣けん仙せん衆しゆうの里にも出かけた。元気で明るく、なにより心優しい女の子だった。

　死し剣けん使つかいという重い宿命を背負いながら、ここまで無邪気でいられるものか、とイシュトは密ひそかに驚いていたものだった。

　つい先ほど、リンネと再会したばかりだった。イシュトにセクハラするクロウを不満げに見ていたり、いつものリンネだったというのに──

「少年、リンネは……」

「リンネは、俺おれを助けてくれたんだよ。俺を、みんなを……」

「そうか……」

　イシュトは、それ以上の説明を求めなかった。彼女は最後まで心優しい女の子のままだったのだろう。

　目の奥からこみ上げてくる熱いものを、イシュトは必死に抑え込む。今は、涙を流すことはできない。それは──またあとだ。

「ずいぶん待たせてしまったみたいだな。すまない、少年」

「会長は……大丈夫だったのか」

「見てのとおりだ。少しばかりエイジンが多くて時間がかかってしまった」

　イシュトは、無理して微笑ほほえみを浮かべる。

「だが、あの程度のエイジンの始末くらい、なんでもないことだ。私は──私たちは七しち剣けんだからな」

「あらあら、見事に仕切ってくれますわね、イシュトさん」

「あ～、だる～。むしろ私を始末してほしくなってきた～……」

　イシュトの両隣に二人の剣けん士しが、音もなく姿を現した。

　七剣の一人、絶ぜつ剣けんシュナーク。今こ年とし十九歳という若さだ。

　薄茶色の髪を三つ編みにして、黒を基調にした七剣の正装、それに腰には立派な拵こしらえの小刀を差している。整った顔立ちをしているが、盲目の瞳は閉じたままだ。

　もう一人は、竜りゆう剣けんリド。こちらはさらに若く、十七歳。

　パーカーを着用し、ネコミミがついたフードをかぶっている。ホットパンツをはいて、太ももがほぼあらわな状態だ。手には、どことなく白い骨にも見える〝竜の牙きば〟と呼ばれる剣を握っている。

「要よう塞さい内にいたエイジンは、だいたい片付けたはずだ」

　イシュトはきっぱり言い切った。

　七剣たちは、クロウたちを掩えん護ごするために、扉の要塞内に居座っていた数百のエイジンと戦っていたのだ。

　いくら最強の七しち剣けんといえども、中型以上のエイジンを一度に数匹相手取るとなれば、楽ではない。それでも、イシュトたちはほぼ無傷のままだった。

「少年、君たちはここにいろ。チャンスがあれば、セフィ様を救え。危険があれば、すべて私たちが排除する」

「まあ、お金もいただけることになっていますしね」

「ふ～、早く終わらせてクロっちと引きこもりたい～」

　三人の七剣たちは、落ちてくる石などに目もくれない。ただまっすぐに落ちてくるだけの石など、七剣ならばほぼ無意識にかわせる。

「ところで、空の扉から出てきた新手のエイジンさんたち、こちらにいらっしゃってますわね」

「イシュっち、お一人様なのに怪物にはモテモテ～」

「引きこもりにお一人様とか言われたくない！」

　イシュトは、一瞬だけリドを睨にらむ。

　モテるかどうかはともかく、空の扉から現れたエイジンたちは、まっすぐこちらに向かってきている。

「彼女に吸い寄せられてるのか……？」

　イシュトは、プラチナ色の光を放っているセフィをちらりと見た。

　それに、太陽の乙おと女めである日ひ奈な子こもいる。エイジンの思考は解明されていないが、二人の少女はもう誰だれに狙ねらわれても不思議はない気がしてしまう。

「ですが、イシュトさん。本当にやるのですか？」

「当然だ、シュナーク。私は少年たちを守る。たいしたことはしてやれなかったが……これが、後輩たちにできる唯一のことだから」

「……ふふ、クロウさんが好きだとおっしゃればいいのに」

「なっ……！」

　イシュトは、顔を真まっ赤かにして絶句する。

　以前、クロウとともに剣けん仙せん衆しゆうの里で〝牙きばの道〟を攻略し、そのときに──確かに彼にある種の好意を抱いてしまった。

　だが、イシュトはその気持ちが報われてほしいとは思っていなかった。セフィや日奈子たちに遠慮しているのではない。

　ただ──自分は未熟な七剣だ。強さではシュナークやリドにも劣っているとは思わない。それでも絶対的に経験が足りないのだ。

　もっと強くなり、あの地上最速の剣けん士しが持っていた剣けん将しようの称号に恥じない剣士となる。

　それだけが、今のイシュトの望みなのだ──

「いや、違う。私の一番の望みは」

　イシュトは、近くに着地して凄すさまじいスピードで走り寄ってくるエイジンを見据える。

「私の一番の望みは、ここからみんなで帰ることだ。もう誰だれも、誰も──絶対に死なせるものか！」

　イシュトは、高く跳び上がると、愛剣の雷狼牙ライロウガを鋭く突き出した。中型エイジンの頭──人間でいえば脳幹にあたる部分を正確に貫く。

　生命維持を司つかさどる部分である。エイジンは頭を砕かれても簡単には死なないが、そこを破壊されるとさすがに生きていられないのだ。

「来い、化け物たち！　おまえたちの相手は私だ！」

　イシュトは着地すると、さらに襲ってきたエイジンたちを一匹、二匹と次々に同じように頭を貫いて片付けていく。

「来なくてもいいのですけどね。まあ、自衛軍もなぜか壊かい滅めつしてますし、逃がすとあとが面倒ですか」

　イシュトの側面を突くように襲ってきた二匹のエイジンが、あっという間に輪切りにされ、地面に転がる。

　シュナークの鋼こう糸し剣けんによる攻撃だ。彼女が両手につけている革手袋には、五本の指にリングがつけられており、そこから合計十本のワイヤーが伸びている。

　そのワイヤーこそが彼女の剣であり、数十メートル先まで自在に伸ばし、その鋭さでエイジンの強固な肉体をもあっさりと切断してしまう。

　シュナークの家のみに伝わる秘ひ剣けんである。元々、エイジンの集団を倒すために編み出された技で、扉の要よう塞さい内でのエイジンとの戦いでも、シュナークがもっとも多くの敵を屠ほふっている。

「あ～、だるいだるい～」

　まったくやる気のない顔をしながらも、リドも駆け回り、エイジンを蹴けり飛ばし、竜の牙きばで頭を粉々に砕く。

「……ぎゃうっ！」

　しかし、エイジンの頭を砕いて着地したところを、別のエイジンに体当たりをくらわされてしまう。

　エイジンの体当たりは、ソーディであろうとぐしゃぐしゃに破壊する威力がある。リドは数十メートル転がっていき──

「は～、目が回った～」

　全身がズタズタになってもおかしくなかったのに、リドはなんでもなさそうに体勢を立て直し、ぱんぱんと服についた汚れを払った。

　リドは〝竜の因子〟と呼ばれる、エイジンの祖先である竜の力を受け継ぐ一族の出身なのだ。つまり、どちらかといえば、ソーディよりもエイジンに近い生き物だ。

　ほぼ不死身に近い肉体と、ソーディの限界を超えたパワーを持つ。

「めんどいから、さっさと片付けよ～」

　リドが拳こぶしでエイジンを殴なぐりつけ、ドンと凄すさまじい轟ごう音おんが響く。エイジンの頭は木こっ端ぱ微み塵じんになり、その巨体が吹き飛ぶ。

　数多いソーディの中でも、エイジンを素手で倒せるのはリドくらいだろう。

「やれやれ、まったくまとまりもあったものじゃないな」

　イシュトは苦笑を浮かべ、近づいてきたエイジンを雷狼牙ライロウガの刀身で殴なぐりつけ、頭を貫く。

　シュナークもリドも、イシュト自身もメチャクチャな戦い方だが──

　集団戦で連携を取らずとも、それぞれのスタンドプレイが最大の効果を発揮する。剣の頂点に立つ七人には、戦術の常識など通用しないのだ。

　空の扉から現れたエイジンたちを、三人の七しち剣けんが次々に、まるで流れ作業のように片付けていく。

　イシュトも、大型エイジンですらもはや敵ではなくなっている。彼女は一振りごとに自分の剣が研ぎ澄まされていくのを感じていた。

　これならば、少年たちを守りきれる──

「……イシュトさんっ！」

　そのとき、シュナークが鋭い声を発した。

　一瞬だけ遅れて、イシュトも──それに気づく。

「なんだっ……!?」

「ありゃ～……？」

　イシュトとリドが、同時に声を漏らす。彼女たちの視線の数百メートル先、木々が密集しているあたりに──なにかが動いている。

「…………っ！」

　そして、突然の震動──

　イシュトは、唐突にある種の真理を悟った。

　あまりに驚きすぎると、言葉など出てこないのだということを──

　森が割れていく。密集した木々がゆっくりと持ち上がり、地面がひび割れて砕けてしまう。

　まるで森そのものを持ち上げるようにして現れたのは──一匹のエイジンだった。

「あれは……エイジンなのか？」

　自分の目を疑うなど、七剣らしくもない現実逃避だ。しかし、イシュトだけでなく、リドもシュナークも声も出さずに呆ぼう然ぜんとそれを見ている。

　多くのエイジンは、全身が禍まが々まがしい赤色の鱗うろこで覆われているが──そこにいるエイジンは空の扉の亀き裂れつのように、真っ黒だった。

　だが、エイジンにあり得ない体色などどうでもよかった。

「なかなかの大きさですわね……全長は五〇メートルといったところでしょうか」

　シュナークが無感情に言った。なんでも面白がっているような彼女にしては珍しいことだった。彼女は盲目だが、他の感覚が異様なまでに研ぎ澄まされている。聴覚や触覚、空気の流れなどで視覚以上に周囲の状況を正確に把握できるのだ。

「あんなでかいと燃費悪そう～……」

「というより、あんな巨体でよく生きていられるものだ」

　リドがつぶやき、イシュトも思わず呆あきれつつ言った。

　巨大なエイジンは──ゆっくりと歩き出している。いったい体重はどれほどあるのだろう。イシュトが知る限り、重力のあるこの地上を歩ける全長五〇メートルの生物など存在しない。もっとも、ソーディも体内に秘めた『光コウ』のおかげで物理法則を超えたパワーを出せる。エイジンも同じようなものだろう。

「来る……！」

　つうっ、とイシュトの頬ほおを冷や汗が伝っていく。

　そして──

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

「…………っ！」

　エイジンが凄すさまじい咆ほう哮こうを上げ、空気が震える──いや、その震動は物理的な力となって、七しち剣けんたちを襲ってきた。足を踏ん張っていなければ、吹き飛ばされるところだった。

　その咆哮に追われるように、他のエイジンたちは逃げ去って行ってしまう。

「……っ、少年たちは……！」

　イシュトは、咆哮のダメージに顔をしかめつつ、クロウたちのほうを見やった。

　そこには既にシュナークがいて、鋼こう糸し剣けんを編んでつくり出した盾でクロウたちを咆哮から守ってくれていた。

「イシュっち～、あれヤバイ～」

「……全然ヤバそうに聞こえないな」

　イシュトはリドに呆れつつも、彼女の言葉は的確だと思った。

　黒い巨大なエイジンは、ゆっくりと──だが、まっすぐにこちらに向かってきている。エイジンは目だけは血のように赤い。その目は、明らかな殺意に満ちている。

「やっぱり、イシュっち、エイジンにモテモテ～」

「違う……モテてるのは私じゃないようだぞ」

　黒いエイジンはこちらに向かってきている。しかし、巨大な怪物の視線の先にいるのはイシュトたちではない。あのエイジンの目的も、他のエイジンたちと同じようだ。

「これは、逃げるわけにもいかないな」

　イシュトは、雷狼牙ライロウガの先端を黒いエイジンへと向ける。

「会長、あのトカゲ野郎……セフィが狙ねらいなんだな」

「少年、下がっていろと言っただろう」

　イシュトは、横を振り向いた。そこにはクロウが立っていて、黒いエイジンを鋭く睨にらみつけている。

　彼のすぐ後ろには、日ひ奈な子ことウィニアの姿もあった。イシュトは気づいていなかったが、石の落下は、ほぼ止まっていた。どうやら、空の扉からの物体の落下には波のようなものがあるらしく、今は一時的に止やんでいるというところか。

「黙って待ってられるかよ。アレの目的がセフィならなおさらだ」

「だが、アレを相手に人間の君ではどうしようもないだろう」

　イシュトはそう言いつつ、エイジンの目的がセフィであることを確信する。クロウもそう感じているなら間違いない。

「理由はわからないが、セフィ様を狙ねらってるなら……君たちが最後の砦とりでだ。もし、我々が奴やつを止められなかったら、なんとしてもセフィ様を連れて逃げろ」

「イシュトさん、あれ、〝超大型エイジン〟、です」

「超大型？」

　突然、ウィニアが口を挟んできた。彼女とは、一応の面識はある。

「ソーディアの最大脅威、です。ほとんど不死身、巨大で剣、通じない。アレ、活性期、入ったの、七十年前、地球攻めるきっかけ、一つです」

　ウィニアの目的は、ソーディアのエイジンを排除することだ。あれほどの巨大なエイジンを前にして黙っていられないのだろう。

「ソーディ、エイジンは天敵、です。でも、エイジンにもソーディ、天敵です。もしかすると、エイジン、扉の巫み女こ、怖いかもしれません……」

「あのエイジンは、セフィ様のことがわかっているっていうのか……」

　イシュトはこの二ヶか月げつ、エイジンと何十回と戦ってきた。彼らはただ本能に任せる獣ではない。特に中型以上のエイジンは、戦い方というものを心得ていた。

　知能があるならば、セフィが特別なソーディだと理解しているのかもしれない。

「厄介だな、知恵のある怪物とは……って、まずい！」

　イシュトは大きく目を見開いた。黒いエイジンが突然加速を始めたのだ。

　巨体に見合わぬ素早さで地面を揺らしながら走りつつ、両りよう前まえ肢あしから骨を変形させた刃が飛び出した。その刃は、十メートル以上の刃渡りがある。

「雷穿ライセン！」

　たちまちイシュトたちに肉薄したエイジンが振るった右の刃を、イシュトは突きで受け止めた。雷狼牙ライロウガの先端とエイジンの刃が衝突し、巨大な火花が散る。

「…………っ！」

　イシュトの腕に──全身に、押し潰つぶされそうなほどの重圧が伝わってくる。その次の瞬間には空気との摩擦で身体からだが燃えそうな勢いで、後方に吹き飛ばされてしまう。

「ぐぐぐぐっ……！」

　イシュトは着地し、雷穿を放つ要領で両足を踏ん張り、地面を削りながら土煙を上げて、数十メートル後ろに飛ばされたところで止まった。

「これは……ははは、七しち剣けんにもなかなかの見せ場が回ってきたな」

　イシュトは、全身に鈍い痛みを感じつつも不敵に笑った。

　彼女は、ソーディと人間のハーフである。そのことを引け目に感じていたこともあった。

　だが、クロウとともに戦う中で、自分の出生へのこだわりを捨てられた。

　今は剣けん将しようという重すぎる称号も背負っている。くだらないコンプレックスに迷うよりも、剣をもって強い意志で戦わなければならない。

　大きく口を開くエイジンに、イシュトは雷狼牙ライロウガの先端を向けた──







「来ますわよ、イシュトさん！」

　叫びつつ、シュナークがイシュトの前に出た。

　彼女の指から放たれた十本の鋼こう糸し剣けんが、波打ちながら黒いエイジンの身体からだへと巻きついていく。

　数十──いや、既に三桁けたのエイジンを葬ほうむっている鋼糸剣による全身の切断。どれだけ生命力に満ちたエイジンでも肉体を輪切りにされれば生きていられない。

　しかし──

「…………っ！　斬きれない!?」

　シュナークが驚きの表情を浮かべた。そのとおり、十本の鋼糸剣は黒いエイジンの首から頭のあたりに巻きついてはいるものの、鱗うろこにわずかに食くい込んでいる程度だ。

「シュナークにも斬れない……!?　だったら……！」

　イシュトは跳躍し、エイジンの首の付け根を狙ねらって雷狼牙を繰り出す。

「雷穿ライセン・連光閃レンコウセン！」

　イシュトの刃が、閃せん光こうのようにきらめく。

　一瞬のうちに強力な突きを続けて放つ、三十六段突きである。しかも、一点を狙ってすべての攻撃を集中させている。

　イシュトの右手に、確かな手応えが伝わってくる。だが──

「ちぃっ……浅い！」

　三十六回の突きは、すべて雷狼牙の先端しか刺さっていない。硬い鱗の下にある分厚い表皮をわずかに貫いた程度だろう。

「イシュトさんっ！」

「…………！」

　シュナークの警告に、イシュトは素早く反応した。エイジンが振るった右みぎ肢あしの刃を、雷狼牙を引き抜きつつ、跳んでかわした。

　イシュトの身体よりもはるかに巨大な刃を二度、三度と蹴けるようにして駆けていく。イシュトは逃げるより立ち向かうことを選んだ。まっすぐ、刃の根本へと走っていき──

「雷穿・天衝閃テンシヨウセン──！」

　最後に頸けい椎ついをへし折る勢いで首筋を蹴りつけ、死角となる真下から跳ね上がるようにして、目と目の間を狙い、突きを放つ。

　目の間は多くの生物にとって急所だ。最大の技でそこを貫けば──

「グオオオオオオオオオオオオッ!!」

「なにっ……!?」

　イシュトの前で、強烈な光がきらめいた。同時に燃えるような熱とともに、身体からだを押し潰つぶすような圧力に襲われてしまう。

「爆発の術法っ……!?」

　イシュトは歯を食くいしばり、雷狼牙ライロウガを片手で握ったまま腕を交差させて、熱と爆発から身を守る。

　死し剣けん使つかいスイサーラが得意とする爆発の術法は、イシュトも知っていた。しかし、エイジンが術法を使うとは──

　イシュトは地面に叩たたきつけられ、それでも意識を失うことなく、素早く立ち上がってエイジンから距離を取った。

「七しち剣けんの剣が通じない上に術法まで……七十年前のソーディが異世界に引っ越したくなったのも納得だな」

　イシュトは、全身の痛みにもかまわずに笑った。もう、笑うしかなかったからだ。

　もはやこれは、八やツ首くびの蛇と同等──戦略レベルの脅威と言うしかなかった。

「イシュトさん、私、やっぱり手伝います」

「無理をしないでくれ、ウィニア」

　駆け寄って来たウィニアに、イシュトは小さく首を振ってみせた。

「ああ、ウィニア、ソーディアであの超大型エイジンが出てきたらどう対処するんだ？」

「……七剣、最低でも五人以上。それに、剣けん姫き選んで百人以上、討伐隊つくります。でも、撃退が精一杯、です」

「それでも倒せないのか……」

　そんな精鋭部隊は、日本でソーディ政府が樹立して以来、結成されていないだろう。

「…………っ！」

　イシュトはさっと身構えた。黒いエイジンがまた動き出している。巨大な肢あしをゆっくりと踏み出し、前に進んでいく。

「……！　またセフィ様が狙ねらいか！」

　黒いエイジンはイシュトたちを無視して、口を大きく開いてセフィにさらに近づく。まるで、セフィを食らおうとしているかのように──

「くっ！」

　イシュトは、なんの策もないまま走り出した。その後ろをウィニアもついてくる。

　視界の端で、クロウと日ひ奈な子こまでセフィのもとへ向かっているのが見えた。あまりに無謀すぎる。せめて、あの二人より先にセフィのもとへ──イシュトは、一気に加速する。

「天てん爆ばく──」

　突然の声とともに、流星のようになにかがきらめいた。

「撃げき砕さい弾だん！」

　それは、黒いエイジンの左目に突き刺さり──ぱっと真まっ赤かな血液が、弾はじけるようにして噴き出した。

「オオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

　今まさにセフィに噛かみつこうとしていた黒いエイジンが、大きく身体からだをのけぞらせる。

「不意打ちを失礼。私は少しばかり、お行儀の悪いソーディなんですよ」

　すたっ、と一人の剣けん士しが黒いエイジンのすぐそばに着地する。

　黒髪をポニーテールにして、だぼっとした羽織のような上着に白いスカート。それに、右手には剣の柄だけを握っている。

　イシュトはその剣を知っていた。閃影絶晶刀ハイデイング・ソウル──

　ソーディアの古い金属でつくられ、持ち主の心が澄んでいれば刀身は透明になり、触れただけで斬きれるほどの鋭さを見せるという。

「ソーシャ……！」

「ああ、イシュト。お久しぶりですね」

　天てん剣けんソーシャはにっこりと微笑ほほえんだ。

　ソーシャは七しち剣けんの一人にして、剣の聖堂の師範マスターでもある。イシュトは以前から彼女との面識があった。二ヶか月げつ前の墜おちたる宮殿での戦いでは、イシュトはクロウを守るために彼女と剣を交えてもいる。

　しかし、ソーシャはそんなことは忘れたかのように笑え顔がおを向けてきた。イシュトもまた、彼女が憎いわけではない。

「なんだか凄すごいものが出てきてますね。でも……私の姫君になにをするつもりですか。姫君に近づくケモノは一匹で充分です」

　ソーシャは、セフィに駆け寄ろうとしていたクロウを軽く睨にらんだ。彼女はセフィに過剰な愛着を持っており、クロウをひどく敵視しているのだ。

「ソーシャ、君……身体はどうなんだ？」

「寝ている場合ではないでしょう」

　イシュトの質問に、ソーシャはまた微笑んで答えた。

　ソーシャは、先天的な体質のせいで地球の大気に適応できず、肺を病んでしまっている。ソーディアに行かない限り、余命は長くない。

　ここ二ヶ月ほど、寝込んでいたらしい。つい数日前にクロウに挑んで敗やぶれたという話もイシュトは聞いている。

　もう戦える身体ではないと思われていたが……。

「オオオオオオオオッ！」

「やかましいですよ、ケモノ！」

　ソーシャは鋭く踏み込んで、黒いエイジンの右みぎ後うしろ肢あしを深々と斬り裂いた。

　まるで、彼女の生命力を込めたかのような、力強い一刀だった──

「ここが我ら七剣の見せ場ですよ！　リドさん！」

「ほぇ～？」

　本当にもう面倒になったのか、地面に座り込んでいたリドが、きょとんとする。

「ほら、いつまでも面倒がってないで、アレを使ってください！」

「ちぇ～、ソーシャ姉ねえは余計なこと知ってる～……」

　リドは、唇を尖とがらせて、渋々といった様子で立ち上がった。

　それから、竜の牙きばを放ほうり捨て、かぶっていたネコミミフードを後ろに下ろす。

「え……？」

　イシュトは、はっとして目を見開いた。

　リドの、肩のところで切きり揃そろえた銀色の髪。その額ひたいの上のあたりに──二本の短い角つのが生えていた。

「その角は……」

「うちの一族、竜の因子あるから～。私みたいに特に強い因子を持ってると、こういうのが生えてきちゃうんだよね～」

「ずっとフードをかぶってたのは、その角を隠すため……？」

「うん」

　リドは、こくりと頷うなずいた。

「隠しておかないと、この角がラブリーすぎて自分で悶もだえちゃうから～」

「…………」

　コンプレックスだからとか怖がられるとか、そんな理由ではないらしい。リドとは一生わかり合えないかもしれない、とイシュトは思った。

「かったるいけど、行くか～。竜りゆう身じん真しん化か……！」

　突然、リドの角がぐぐっと十センチ以上伸びた。さらに、目が銀色に輝き、唇の端で犬歯も伸びていく。

「これが竜の一族の本当の姿……！　本当の……力！」

　ドンッ、とリドが地面を蹴けって走り出した。地面が大きくえぐれ、彼女の周囲に衝撃波が発生し、土煙が激しく舞い上がる。

「うがあああああっ！」

　いつもののんびりした口調はどこへ行ったのか、リドが鋭い叫びを上げる。黒いエイジンが右みぎ前まえ肢あしの剣を振るい──リドは跳び上がってその一撃をかわした。

「ウオオオンッ！」

　エイジンが吠ほえ、頭の左右に巨大な炎のかたまりと、極太の氷の槍やりが現れる。

「複数の術法を使うのか……！　これじゃ、八やツ首くびの蛇だ！」

　イシュトは目を瞠みはった。術法そのものの威力も、おそらく八ツ首の蛇と同レベル。

　炎と氷が同時に放たれる。滞空したままのリドは、ぐぐっと拳こぶしを固く握り締めて──

「熱いっ！　冷たいっ！　鬱うつ陶とう……しいっ！」

　リドは炎のかたまりを『光コウ』を込めた拳で殴なぐりつけて跳ね返し、氷の槍を回し蹴りで蹴り飛ばした。

　最高レベルの術法を、こともなげに──イシュトは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「次っ、まだ来てますよ！」

　ソーシャの鋭い警告が飛んだ。

　そのときには、エイジンが巨大な光の球をリドめがけて放っていた。さっきと同じ爆発の術法、一発だけだがおそらく周囲数百メートルを薙なぎ払はらう威力！

「わかって……るっ！」

　リドは、犬歯だけでなくすべての歯が牙きばのように尖とがった口を大きく開いた。飛んできた爆発の光球に噛かみついて受け止め──

　ドオンッ、と空気を激しく震わせる爆発音が響き──

「熱い、うるさいっ！　騒がしいのは……嫌いっ！」

　爆発の煙の中から、リドの小柄な身体からだが飛び出して来る。全身が汚れてはいるが、ほとんど無傷のようだった。

　そして、エイジンの頭に肉薄すると──

「がうっ！」

　拳こぶしでエイジンを殴なぐりつけた。ガァン、と轟ごう音おんが響き、怪物の身体がぐらりと揺らめいた。

「があああああああああああっ！」

　リドはエイジンの頭に取りつき、右側に生えていた角つのを両腕で抱えるようにして握った。

「おまえの角はぁぁぁぁぁぁっ、ゴツくて萌もえないぃぃぃぃぃぃっ……！」

　バキンッ、と軽い音とともにリドはエイジンの角を力任せにへし折った。

「ウオオオオオオオオオオオオッ！」

　エイジンが叫び声を上げる中、リドは折った角を両腕で抱えたまま跳んで──その角の先端を頭に叩たたき込こんだ。

「がああああああああああああああああああああああああぁっ！」

　リドも絶叫しながら、角を怪物の頭にずぶずぶと突き入れていく。

「死いぃぃぃぃぃぃねぇぇぇぇぇぇぇぇっ！」

　角がどんどんエイジンの頭にめり込んでいき──

「ガアァァァッ！」

「ふぁっ！」

　突如、エイジンの頭の周囲で風の術法が吹き荒れ、リドの小柄な身体は跳ね飛ばされてしまう。しかし、エイジンの頭に突き刺さった角はそのままだ。

「ぎゃうっ……！」

　ドドドッ、と何度もバウンドしながら、リドの身体が吹き飛んでいってしまう。

　角の一撃は、致命傷にはなっていないようだ。角の半分くらいしか刺さっていない。脳を破壊しきれていないのだろう。

「では、私も──切り札をお見せしましょう！　お金もたくさんいただけますしね！」

　イシュトがリドに目を奪われている間に、絶ぜつ剣けんシュナークが飛んでいた。

　文字どおり、飛ひ翔しようといっていい高い跳躍だった。シュナークが腰から提げている小刀を引き抜き、そこに彼女の鋼こう糸し剣けんがコイルのように巻きつき、細長い剣を形成している。

「無む明みよう絶ぜつ翔しよう斬ざん！」

　イシュトは、確かに見た。そう叫んだシュナークの瞳が開かれているのを。

　ぞっとするほど美しい──イシュトは、背筋が寒くなるのを感じた。

「ガオオオオオオオオッ！」

　シュナークのワイヤーを巻きつけた剣が、黒いエイジンの側頭部に激しく衝突する。研ぎ澄まされたワイヤーでつくられた長大な剣、それにしなりもあり、──斬ざん撃げきと打撃の二つの性質を併せ持った一撃だった。

　エイジンの身体からだが、さらに大きく揺れた。一瞬、エイジンから放たれていた強烈な殺気が途切れた。おそらく、ほんの刹せつ那な、怪物は意識を失ったのだろう。シュナークの一撃はそれほどの威力があったのだ。

「私の奥義はさきほど見せましたからね！　芸のない剣で恐縮ですが！」

　今度は、ソーシャが飛んだ。病んでいるとは思えない、彗すい星せいのような飛翔だった。

「これ以上、ちょろちょろしないでもらえますか！」

　ソーシャは身体を回転させるようにして、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを一いつ閃せんさせる。見えない刃が大きな弧を描き──黒いエイジンの右みぎ前まえ肢あしを斬きり裂いた。血が噴き出し、ぼとりと肢が落ちる。

　大樹のような太い肢を一本斬り落とされたエイジンは、がくりとその場に腹をくっつけるようにして倒れ込んだ。

「ぐっ……！」

　だが、同時にソーシャが口から大量の血を吐いて、跪ひざまずいてしまう。やはり、彼女は本調子などではなかったのだ。さっきの一刀は、最後の力を込めた攻撃だったのだろう。

「ここでやらなきゃ──七しち剣けんではないな！」

　イシュトも雷狼牙ライロウガを構え直して駆け出した。しかし、そこに──

「オオオオオオッ！」

　エイジンが左前肢の刃を振るい、イシュトに襲いかかってくる。

「ちぃっ……！」

　イシュトは身体を振って、その刃から逃れた。だが、黒いエイジンは信じられないことに巨大な肢を自在に振るい、二度三度と刃を振るってくる。

「くっ……どこで習ったんだ、その剣！　なかなかの太た刀ち筋すじじゃないか！」

　イシュトは軽口を叩たたきつつも、かわすだけで精一杯だった。黒いエイジンの刃は、かわしても風圧だけで身体を持って行かれそうになる。

　黒いエイジンは、確かにダメージを受けている。今、追い込まなければ──

「仕方ありませんわね！　追加で大サービスですわ！」

「シュナーク!?」

　シュナークの両手から十本の鋼こう糸し剣けんが伸び、エイジンの全身を拘束している──

「ふふふっ、重いですわね、強いですわね……こんなことをしても報酬は増えないでしょうが……剣けん王おうさんに頼まれたこともありますので！」

　黒いエイジンは、鋼糸剣に巻きつかれて完全に身動きできなくなっている。

　だが、鋼糸剣を操るシュナークの全身の血管が破やぶれて血が噴き出している。これほどの巨体を抑え込めているのはシュナークの技術があってこそだ。

　イシュトは、ぐっと奥歯を噛かみしめる。やるなら今だ──

「うわああああああっ！」

　叫びを上げながら、イシュトは黒いエイジンの身体からだの上を駆け上っていく。

　これが、最後の攻撃──ここで仕留めなければ、黒いエイジンは止められない！

「雷穿ライセン──」

　イシュトは黒いエイジンの頭を飛び越え、全身をコントロールし、なにもない空中を蹴けりつけるようにして反動をつけ、怪物の頭を狙ねらって雷狼牙ライロウガの先端を向ける。

「飛翔空裂閃ヒシヨウクウレツセン……！」

　いや、イシュトが狙ったのは正確にはエイジンの頭ではなかった。

　頭に突き刺さったままの角つの──その根本に雷狼牙の先端をぶつけるようにして刺した。

「はああああああああああああっ！」

　イシュトは気合いを込め、雷狼牙で突き刺したエイジンの角を頭へとめり込ませていく。角は、あっという間に根本まで突き刺さっていき──

「オオオオオオオオオオオンッ!!」

　黒いエイジンが苦痛の声を上げ、激しく身もだえしようとした──が、シュナークに拘束されているため、動くことはかなわなかった。

「これで……終わりだっ！」

　バキンッ、と音を立てて突き刺さっていたエイジンの角が裂け、雷狼牙が直接頭を貫いていく。

　雷狼牙だけではなく、イシュトの右腕が肘ひじのあたりまでエイジンの頭へと突き刺さった。

「グオオオオオオッ、ア、ア、アアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　黒いエイジンの身体がビクン、と痙けい攣れんして──そのまま、どさりと倒れ込んだ。

　既にシュナークの鋼糸剣は緩ゆるんでおり、凄すさまじい地響きを立て、地面が震動する。

「はあっ、はあっ、はぁっ……」

　イシュトは剣を引き抜いて着地し、息を整える。最後の一撃は、彼女の全霊を込めた技だった。もはや、雷狼牙を握っていられるのが奇跡といえるほど消耗しきっていた。

　シュナークも全身から血を流したまま、緩んだ鋼糸剣を巻き取ることもできないようだ。ソーシャはかろうじて立ってはいるが、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを杖つえ代わりにしている。

「おーい、イシュっち～」

　イシュトから数十メートル離れたところにリドが座り込んでいる。

　角つのや犬歯も元どおりになっていて、竜りゆう身じん真しん化かとやらは解除されているようだ。

「イシュっち～、そいつまだ生きてる～」

「生きて……生きてる!?」

　イシュトが慌てて視線をリドから黒いエイジンに戻したそのとき──

「グアアアアアアアアアアアアッ！」

　エイジンは天地を引き裂くような咆ほう哮こうを上げ、信じられないほどの俊敏さでセフィへと襲いかかっていく。なんという生命力、なんという執念か──

「ぐうっ……！」

　イシュトは雷狼牙ライロウガを握り直し、駆け出そうとして──全身から力が抜けていくのを感じた。やはり、力を使い尽くしてしまっている。

　ダメだ、間に合わない──！

　イシュトが絶望した瞬間。

「エイジン！　私の大事なもの、奪わせない！」

　チュニックの裾すそを揺らしながら、巨大な鎌かま状の剣を振り上げて、ウィニアが黒いエイジンの首を狙ねらう。

　銀色の軌跡を描いて、ディースシーズがエイジンの首を深々と斬きり裂き──

「アアアアアアアアアアアアアッ！」

　なかば切断された黒いエイジンの首が、自重でねじれながら千切れていく。血が噴水のように流れ出て、首が地面へと落下した。

「ふう…………」

　ウィニアは着地し、さっとディースシーズの刃を振るって付着した血を払った。その彼女の胸からも、血がこぼれ出している。

「ウィニア……なんて無む茶ちやを……」

「私、エイジン、許しません……私、故郷、奴やつらに……」

　ウィニアは、ぼそりとつぶやいた。彼女の目には、隠しようのないエイジンへの憎しみが宿っている。

　ウィニアの故郷であるソーディアは、エイジンたちに滅亡寸前まで追い詰められたのだから当然のことだ。誰だれも、聖人などではいられない。

「それに、クロウ様、教わりました」

「少年に？」

「楽して、美お味いしいところ、持っていけ、と」

「…………」

　イシュトは、呆あきれてしまう。

　ウィニアはクロウの弟子でもある。いったい、クロウは弟子になにを教えているのか。

「まあ……君も、ソーディアの剣けん聖せいだったな。とりあえず……七しち剣けんが揃そろって最強のエイジンを倒した、ということにしておこうか」

　イシュトは、笑みを浮かべた。剣けん帝ていと剣けん王おうの不在が残念だが、この地上にいる七しち剣けんが集結し、力を合わせて戦うことができた。

　百人の軍団を結成することもなく、七剣たちだけで──

　イシュトもシュナークもリドも、ソーシャも、ウィニアもボロボロだ。

　それでも──最悪最強の敵を倒し、セフィを守りきれた。

「私たちの……勝ちだ」

　イシュトは、ふうっと息を吐いた。

　冷たい風が、七剣たちの間を吹き抜けていく。

　剣に生きる種族ソーディ、その中で最強と呼ばれる剣けん士したちの戦いはここに終わったのだ。






　　　　２章　神の座に至りし剣士






　黒いエイジンの首が、地面にごろりと転がっている。

　片目はソーシャに潰つぶされているが、もう片方の目はまだぎらりと光っていて、殺気が籠こめられているかのようだ。

　クロウは数秒の間、その首をじっと見つめてから。

「…………」

　ふっと目を逸そらして走り出した。

　あの黒いエイジンは今度こそ間違いなく死んでいる。意外なところから現れた伏兵だったが、危うく全滅させられるところだった。

　もし七剣が現れなかったら、クロウたちに勝ち目はなかっただろう。

「ウィニア！」

　クロウは、ウィニアのもとへ駆け寄る。彼女はなんとか立ってはいるが、胸から血が滲にじみ出している。

　ラーシュに斬きられた傷が開いてしまったのだろう。既に彼女は戦える身体からだではなかったのだ。にもかかわらず、超大型エイジンの首を斬り飛ばすというとんでもない芸当をやってしまったのだから、無理もない。

「クロウ様……」

　ふらり、とよろめいたウィニアをクロウは抱き留める。

「クロウ様、教わったとおり、美お味いしいところ、持っていきました……」

「それはよくやったが……」

「少年、君は弟子になにを教えてるんだ……」

　すぐそばにいたイシュトが、呆あきれた目を向けてくる。

「会長、あんたは大丈夫なのか？」

「たいしたことはない。私より、ウィニアのほうが」

「……ああ」

　どうやら、イシュトは爆発の術法で負傷はしているが、それより大技の連続使用のせいで体力の消耗のほうが激しいらしい。それでも、雷狼牙ライロウガはしっかり握ったままだ。

「クロウ様、私も、大丈夫、です。まだ……エイジンも、います」

　ウィニアはクロウから離れ、ディースシーズをぎゅっと握り直す。

　彼女の言うとおり、さっき黒いエイジンの咆ほう哮こうで追い払われたエイジンたちは、あちこちで暴れているようだ。

　時折、銃声や砲声も聞こえてくる。リンネが討ち漏らした自衛軍部隊もいて、彼らが応戦しているのだろう。

　だが、いずれここにもエイジンたちはやってくるはずだ。

「ウィニアも会長も……まだやるつもりなのか……？」

　クロウは、思わず唇が震えてしまうのを感じた。

　二人とももうボロボロだ。だが、身体からだが動く限りは戦おうとしている。

　シュナークとソーシャは肉体を酷使しすぎている。リドは──

「あう～、もう一生分働いた～。私、扉の要よう塞さいを自宅にして引きこもる～」

「…………」

　どうやら、帰宅する気すらないらしい。

　冗談めかしているが、リドのさっきのとてつもないパワー。あれを使うには相当なリスクが必要だっただろう。

　ならば、ウィニアとイシュトを頼るしかないが……。

「少年、君にもやることがあるはずだぞ。あの子も……まだやる気だ」

「……日ひ奈な子こ」

　クロウは、イシュトの視線の先に目を向けた。

　リンネの遺体のそばにいた日奈子が立ち上がり、扉の要塞に群がっているエイジンたちを見つめている。

「ウィニア、会長。俺おれは……」

「お任せ、です。私、エイジンの相手、大得意です。クロウ様、教わった剣、エイジンいくらでも倒せます」

「ま、そういうことだ。少年と日ひ奈な子こがなにを選ぶか、それは任せる。でも、君たちが決めるまでの間、時間稼ぎくらいはしておく。この身体からだでも、それくらいはできるから」

「二人とも、もう戦ってほしくない……」

　それが、偽らざるクロウの本音だった。

　まだ、セフィや日奈子の危機は去っていない。そもそも、セフィになにが起きているのかわかっていない。

　開いてしまった空の扉もそのまま──いや、第一の扉はさらに広がっている。ソーディアからの落下物は減っているが、いつまた雨のように降ってきても不思議はない。

「その言葉だけ、充分です……」

　ウィニアは、ディースシーズの柄つかを地面に突き刺してから、そっとクロウに寄り添うようにした。

「クロウ様、今、せくはらできないの、わかります。本当は、いつものクロウ様、いてほしいです。でも私……」

「ウィニア……？」

　首を傾かしげるクロウに、ウィニアがぎゅっと抱きついてきた。それから、すっと背伸びして唇を重ねてくる。

「んん……んっ、んん……クロウ、様……」

「またおまえ、いきなり……」

「実は、クロウ様、お話ししてなかったこと、あります」

「ん……？」

　ウィニアは、くすりと笑うと、一歩後ろに下がった。そして──

　チュニックの裾すそをいきなり大きく持ち上げた。

「お…………？」

　ウィニアのチュニックの下、あらわになった太ももと、それに派手だがなぜか上品に見える真まっ赤かな下着。

「パンツ、はくようにしました。頑張りました」

「……あ、ああ」

　ウィニアはどういうわけか、ずっと下着をつけていなかったのだ。彼女が動き回るたびに際きわどいところが見えそうで、目のやり場に困ったものだった。

「これ……お土産しますね」

「土産みやげ……？　まさか、おまえ……」

　ウィニアはさっと背中を向けると、ディースシーズを地面から引き抜いて走り出した。

「おい、ウィニア！」

「行かせてやれ、少年……」

　ウィニアに手を伸ばそうとしたクロウを、イシュトが表情だけで制した。

「彼女は剣けん士しだ。こちらのソーディよりもはるかに研ぎ澄まされてきた、悲しいくらい剣けん士しとして生きてきた子なんだ……」

「だけど、ウィニアはここにいる！　あいつには帰る故郷もある！　もう、これ以上無理をしなくたって──」

　クロウは、それ以上は言えなかった。イシュトの言いたいことも、それにウィニアの意志も痛いくらいにわかっている。

「私もウィニアを見習おう。もう、自分をソーディと人間の中途半端な存在だとは思っていないが……彼女のように剣に生きてみたい。やはり、私の中にはソーディの血も流れている。故郷で育ったウィニアに憧あこがれてしまうようだ……」

　イシュトはわずかに笑うと──

「これが最初で最後でいい。私の人生で、最後でもいい。だから、許してほしい」

「会長、なにを……」

「最初で最後の、剣に恋する感情。たった、一度きりの──」

　イシュトもまた、そっと背伸びをしてクロウに口づけた。軽く唇が触れ合うだけの、一瞬のキスだった──

　ソーディは、剣に恋する種族。強い剣を振るう相手に恋をして、その相手と斬きり合いたくなる。

「……斬り合いは勘弁だな」

「それは、我慢することにしよう。先輩だからな、後輩の前ではかっこつけたい」













「ああ……あんたはかっこいい先輩だよ、会長……いや、イシュト」

「……わ、私は先輩だぞ。呼び捨てなんて……ま、まあ……特別に許してもいいが……」

　イシュトは耳まで真まっ赤かにしつつ、ウィニアと同じように背中を向けた。

　それから、振り向きもせずに歩いて行く。

　みんな、行ってしまう──

　しかし、クロウには彼女たちを追うことはできなかった。ウィニアとイシュトが自分の意志で決めたことがあるように。

　クロウにも、確かにやらなければならないことがある。

「日ひ奈な子こ……」

「ぶー」

「えっ？」

　もの凄すごくわかりやすい感じで、日奈子がふてくされていた。

「なんだか、ウィニアとイシュトと盛り上がっていたのです……わたしはもう、過去の女なのです。捨てられるのです……」

「いやいや、なにを言ってるんだ!?」

「もちろん、冗談を言っているのです」

「…………」

　日奈子は、少しだけ笑う。

「ウィニアも言ってましたけど……クローには、いつものクローでいてほしいです。でも、無理だってわかってます。少しだけでも……クローに笑ってほしいのです……」

「……ありがとうな」

　心を鍛え上げてきたクロウでも、すぐに気持ちの整理をつけることなどできない。

　だが、日奈子たちが言うとおり──少しでも落ち着かなければ。まだなにも終わっていないのだから。

「では、リンネさんは私がお預かりしますわ。ここに寝かせておくのは可哀かわい想そうでしょう」

「……シュナーク」

　シュナークは、まだ地面に横たえたままだったリンネの身体からだを抱き上げる。

　彼女も全身血まみれで、歩けるような状態でもなさそうなのに、リンネを危なげなく抱きかかえている。

「あんたにも感謝しなくちゃな。リンネを……頼む」

「安全なところへお運びしておきますわ。ああ、感謝は不要ですわよ。あなたのことは、ジーネルさんからお願いされてますから。報酬もあなたからいただくことでお話はまとまっていますし」

「……それ、俺おれがいないとこでまとまった話じゃねぇか」

　冗談だと思いたいところだが、シュナークは金銭の話にはかなりシビアである。

　とはいえ、いくら払ってもいいから、リンネを安全なところに移してほしかった。

「リドさん、あなたもそんなところでゴロゴロしていないで、一緒に来てください。私は手が塞ふさがってますから、護衛をお願いしますわ。善意に期待します」

「タダ働きってこと～？　凄すごく勝手なことを言われてる～」

　リドは、ぶつぶつ言いながらもシュナークのそばへと寄っていく。

　二人ともほぼ戦闘不能だが、中型エイジンくらいならなんとかしてしまうだろう。逃げることに専念してくれれば、リンネを無事に運び出せるはずだ。

　リンネを、早く静かなところへ連れて行ってやりたい──

「それではクロウさん、死なないようにしてくださいね。剣けん王おうに化けて出られてはたまりませんので」

「クロっち～、あとで一緒に引きこもろう～」

「……努力するよ。リドも、気が向いたらな」

　シュナークとリドは軽く頷うなずき、去っていく。二人とも、確かな足取りでなんの恐れもない様子だ。

　とんでもない変人たちだが、剣の頂点に立つ七しち剣けんたちだ。どんなときでも、揺らぐことなく己の足で進んでいく。

「……ソーシャ。あんたは行かねぇのか？」

　天てん剣けんソーシャは、小さく首を振った。彼女は二メートルほどの高さの岩に背中をもたせかけているが、愛剣の閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルはしっかりと握ったままだ。

「姫君がそこにいるのに、私が離れるわけにはいきません。それに、隙すきを見てクロウさんを斬きるチャンスもありそうですしね」

「そりゃー怖こえぇ……」

　つい先日、クロウはソーシャと立ち会い、彼女を破やぶっている。逆襲されてもおかしくないが……おそらく、本気ではないだろう。殺気はまったく感じられない。

　もし狙ねらわれているとしても、クロウはソーシャにここにいてもらいたかった。

　ここから、ソーディのパワーが必要になる局面も出てくるかもしれない。ソーシャは、セフィはもちろん日ひ奈な子こも守ってくれるのではないか──

「…………っ！」

　突如、耳をつんざく轟ごう音おんが響いた。

　一瞬、視界が真っ白に染まるほどまばゆく輝き、すぐ間近で稲光が走ったのが見えた。

「なんだ、こりゃ……！」

「この状況は七十年前の再現です。あるいは、それ以上の──異常気象が加速するのも当然ですね」

　ソーシャがなんでもないことのように言った。

　扉の要よう塞さいの上空は、真っ黒な空の扉に覆われ、そこから黄金の光が差し込んでいるという、あまりに異常な状況になっている。

　さらに、第一の扉の近くにもいくつか扉が開いており、それらの周囲には灰色の空が広がっているが──

　何度も雲の間で青白い光が走り、次々に稲妻が落ちている。

　第一の扉が開いてから二ヶか月げつ、東京ソーディアでは曇天が続き、ほとんど太陽を拝むことはできなかった。

　七十年前の空の扉の開放後は、航空機も飛べないほどの異常気象がずっと続いていたらしい。

　おそらく、今の天候はそれと同じ現象──

「…………」

　クロウは、ぐっと拳こぶしを握り締める。

　リンネの死の衝撃を、振り払うことなど不可能だ。しかし、生きている者のためにまだ戦わなければならない。

　この空の激変は、まだ終わっていないことの証明。

　終わらせなければならない──

　クロウは、日ひ奈な子このほうへと歩き出した。







　空の扉の黒と黄金色、分厚い灰色の雲、それに稲妻の真っ白な光。

　東京ソーディア上空の混こん沌とんは、加速度的に悪化しつつあった。

「こりゃあ凄すごいねえ。サーラみたいな乙おと女めは、毛布かぶって震えてるのがお似合いなんだろうねえ」

「サーラ！　冗談はいいから、手伝って！」

「ああ、はいはい」

　死し剣けん使つかいスイサーラ──サーラは薄笑いを浮かべて、頷うなずいた。

　真まっ赤かな髪を長く伸ばし、ジャージの上着に胸の谷間もあらわなビスチェ。それにグレーのミニスカート。まだ十七歳の少女なのだが、妙に色っぽい。

　サーラの正面にいるのは、同い年くらいに見える女の子だ。サーラは彼女をよく知らないが、元々は看護師で、ブレイズの情報連絡員でもあるらしい。

「絶対に先生を助けてみせます……！」

　彼女は、医者をやっていた頃のリーゼベルとともに働いていたこともあるそうだ。

　ここは、扉の要よう塞さいから少し離れたところにある雑居ビルの一階だ。

　第一の扉の開放で起こった地殻変動のせいで、要塞の周囲もかなりの被害が出ているが、奇跡的に無事だった建物の一つだ。

　会議室らしき部へ屋やの長テーブルには、一人の少女が載せられている。

　見た目は十二、三歳くらいの子供。透き通るような不思議な青色の髪を二つに結び、衣類はなにも身につけてない。胸が斜めに斬きり裂かれ、血が滲にじんでいた。

　近くには点滴のパックが吊つるされており、左肘ひじの静脈に針が刺さっている。

　重傷を負い、手当てを受けているところなのだ。

　彼女は、ブレイズの女王リーゼベル──だった少女である。

　既に彼女の中から、女王の記憶は失われている──らしい。女王はつい先ほどのクロウとの戦いに敗やぶれ、九十年の人生を終えた。その肉体には、かりそめの人格だった〝医者のリーゼベル〟が宿っているはずだ。

　クロウとの戦いのあと、意識を取り戻していないので確認できてはいないが。

　部へ屋やの中にいるのは、リーゼベルも含めて三人だけだ。

「で、どうなのかなあ？　リーゼベル……いや、リーゼは？」

　リーゼ、というのが医者の少女の通称だ。もはや、そちらで呼ぶのが適当だろうとサーラは判断した。

「術法で凍らせて止血した……けど、傷は既にかなり塞ふさがってた」

「さすが女王のお身体からだだねえ。死し剣けん使つかいほどじゃなくても、回復力は相当なものかあ。となると、あとは体力の問題かな？」

　看護師は、こくりと頷うなずいた。サーラに医学的知識などないが、彼女も修羅場をくぐっている。負傷の度合いははかれるし、ある程度の判断はできる。

　看護師はリーゼの傷口にガーゼを貼はり、手際よく包帯を巻きつけた。

「ここでできる処置はこれくらいね……あとはもう病院に運ぶしかない」

「そっか。さあて、サーラはどうしようかなあ？」

「は？　命に別状はないと思うけど、まだ安心できる状況じゃない。死剣使いのあなたが一緒に来なくてどうするの！」

「君が……君たちがいれば、エイジンたちを避けて移動できるだろう」

　このビルの周囲には、数人のブレイズが配置され、エイジンの襲撃に備えている。いずれの剣けん士しも手て練だれだ。中型エイジンくらいなら、倒すことは難しくないだろう。

「それより……ちょい気になることがあってねえ」

　サーラは窓際まで歩いて行き、空を見上げた。混こん沌とんはさらに加速しつつあるようだ。

　空の様子も気になるが、それ以上に──

「気になること、というのは……なんですか？」

「……リーゼ」

　リーゼが長テーブルの上で身体を起こしていた。明らかに顔色が悪く、よく見るまでもなく消耗しきっているのがわかった。

　クロウの一刀は最後にほんのわずかに手加減したとはいえ、かなり深かった。いくらブレイズの身体でもすぐに回復するわけがない。

「状況は……だいたい、わかってます……」

「おやあ？　君は、女王の記憶は引き継いでいないはずだけどなあ？」

「居留地で、お兄さんを斬きったあたりから……まるで映画を観みてるみたいに、外の状況を確認してました……。ずっと、見ているだけでしたけど……今は、私が……リーゼベルです……」

「……女王はもう一つの人格を完全に切り離せていなかったかあ。あの人も、やはり老いていたということかなあ」

　サーラは、女王リーゼベルの覚かく醒せい後、医者のリーゼの人格は眠ったままだと思っていた。その女王の記憶も完全に消えたはずだったが……。

「まあいい。それなら話は早いや」

　サーラは、また窓のほうを見つめる。

「どうも、リンネが死んだ……みたいだ」

「リンネが!?」

「死し剣けん使つかい同士は、仲間の死がわかるのさあ。ただ……カスミのときほどはっきりしてないのが、少し気になるんだよねえ」

「……どういうこと、ですか？」

　リーゼは、長テーブルの上から下りながら問いかけてくる。

「リンネは、死剣使いの能力を失ってたけど、なにかのきっかけで力を取り戻したみたいなんだよねえ。サーラには、リンネは弟子みたいな……妹みたいなものだ。あの子のことはよーく知ってるさあ」

　リンネに剣の手ほどきをしたのは、サーラだった。たいしたことは教えていない。リンネは、あまりできのいい教え子でもなかった。













　しかし、同じ死し剣けん使つかいであり剣を教えたリンネは、サーラにとって──そう、大切な存在だったのだ。

「完全に覚かく醒せいしたあの子が、そう簡単に死ぬかなあ？　まあ、本当に死んでるかもしれないけど、そこんところを……帰る前にちょいと確認しておきたくてねえ」

「……私も、行きます」

「まだ、前線はメチャクチャだよ？　さっき、とんでもない絶叫とか聞こえたし、化け物みたいな『光コウ』も感じたしねえ」

　どうもソーディの『光』とは違ったようだが、なにやら特殊なエイジンでも現れたのかもしれない。もはや、なにが飛び出してきてもおかしくない状況だ。

「関係ありません……私が行くか、行かないかが問題なんです……」

「……君は女王と似てるねえ」

　サーラは珍しく苦笑してしまう。

　女王と医者、人格は基本的に同じなのだから当然ではある。医者のほうも、女王に負けずに人の言葉に左右される性格ではないようだ。

「ま、別に戦うわけじゃないしねえ。子供連れでもいいか」

「子供じゃありません……」

　リーゼに睨にらまれるが、まったく迫力はなかった。

　それはともかく、サーラには戦うつもりはさらさらない。彼女は、扉の要よう塞さいに集った剣けん士したちの誰だれが相手だろうと勝てると思っている。たとえ、最強と言われた剣けん聖せいヒョウカであっても。

　しかし、サーラは要塞内の戦いを大きく一変させる力を持ってはいても、剣を振るう気はもうなかった。

　ただ、彼女自身深く関かかわってきた戦いの決着を──この目で見届けるのも悪くはないように思えてきた。

　そこにオマケが一人くらいついてきても、問題はないだろう……。







　風が渦巻くように吹いている。

　落石がほぼ止やんだのが唯一の救いだが、天候は悪化する一方だった。

　雷は止まることなく扉の要塞内の木々に落ち続け、落雷のせいなのかあちこちで火の手が上がり、風に煽あおられて延焼している。

「こりゃ、もたもたしてられねぇぞ……！」

　クロウはつぶやいて、日ひ奈な子このそばに駆け寄り、彼女の肩を掴つかんだ。

　空の扉を睨んでいた彼女は、そこでようやくクロウのほうを向いた。

「日奈子、一度引き返そう。ここにいちゃまずい」

「いいえ、クロー。もう……遅いようなのです」

「遅いって、なにが──」

　言いかけて、クロウは気づいた。

　両膝ひざをついて座り込んでいたセフィが、ゆっくりと立ち上がっていく。クロウたちからセフィまでの距離は、五〇メートルもない。

　クロウは未いまだに冷静さを取り戻せていないが、これがギリギリの距離だろう。離れすぎず、近づきすぎず──

「……セフィ」

　クロウは、ぽつりとつぶやいた。

　セフィはクロウに背中を向けた体勢で、ゆっくりと一歩踏み出した。そのまま、二歩、三歩と歩いて行く。

「どこへ行くんだ……おい、セフィ！」

「聞こえてません。あと、近づいてはいけないのです」

　日ひ奈な子この口調は、天気の話でもしているかのようにのんびりとしていた。

　それでも、彼女が真剣そのものであることは確かだった。

「近づくなって……そうはいくかよ！」

　クロウは駆け出して、一気にセフィに肉薄する。しかし、彼女の周囲を包むように輝いているプラチナ色の光に接触したのと同時に、バリッと電気が流れたような音が響くと、クロウは跳ね飛ばされてしまう。

　そのまま数十メートル転がっていき、日奈子のすぐそばで止まった。

「だから、近づいてはいけないと言ったのです」

「……人の忠告は聞くもんだな」

　以前、日奈子が強制的に空の扉を開く術を発動させられたとき、彼女は黄金の光に包まれていた。その光は何者をも阻む結界でもあった。

　セフィの身体からだから放たれているプラチナ色の光にも同じ効果があるのだろう。

「……って、やべぇ！　エイジンが！」

　クロウは立ち上がりながら、二匹の中型エイジンが牙きばを剥むいてセフィに襲いかかろうとしていることに気づいた。

「……大丈夫でしょう」

　日奈子がそうつぶやいたのと同時だった。

　セフィは、一歩一歩進みながら、無造作とも思える動きで星ほし崩くずしを二度振るった。

　刃が触れたようにも見えなかったのに、エイジンは頭が──いや、上半身が丸ごと吹き飛んでしまう。

「マジかよ……」

　クロウは戦せん慄りつしてしまう。セフィは中型エイジンならば倒せるレベルになっているが、まるで虫でも追い払うかのように片付けてしまうとは……。

「あれが、覚かく醒せいした扉の巫み女こ──さらにその先に向かいつつあるセフィなのです」

「……もう、セクハラできねぇな」

　クロウはセフィの剣をかすらせたこともなかったが、今の彼女の斬ざん撃げきは強力すぎる。悪ふざけをしてくらうには、リスクが大きい。

「セフィは、どこへ行こうとしてるんだ……？」

「目的なんてないのかもしれません……今のセフィからは心が感じられません……」

「心が……？」

　正気を失っている、もしくは意識が飛んでいるということだろうか？

　セフィの状態はむろん気になるが、クロウは日ひ奈な子こがあまりに多くを感じていることにも驚かされてしまう。

　日奈子もまた、太陽の乙おと女めとして完全に覚かく醒せいしている。だが、だからこそ──

「扉から降りてきたエイジンたちはセフィを狙ねらって、セフィは解放された力で扉を広げ続けているのです。このままでは……事態は拡大する一方なのです」

　そう、だからこそ──多くのことがわかってしまう。わかってしまうから、それに立ち向かおうとする。自分の意志で決めて、戦う──

「だから、扉を閉じましょう。エイジンが現れる扉、セフィが力を注いでいる扉を閉じれば、たぶん暴走は止まるのです。いえ、エイジンも扉もあってはならないもの。エイジンをすべて帰らせ、扉を閉じましょう。ウィニアには──恨うらまれるでしょうが」

「……日奈子！　強制送還と扉の閉鎖をまとめてやるつもりか!?　冗談じゃない、もう術の負荷を引き受けてくれるレギオンはいないんだぞ！」

「元々、わたしが背負うべき痛みだったのです」

「痛みじゃ済まない！　先代の太陽の乙女の身体からだが粉々になったって話を忘れたのか！」

「いくらわたしでも、そんな大事なこと忘れないのです。クロー、ありがとう」

「なにが！」

　クロウは、つい勢いに任せて大声で答えてしまう。

「わたしを心配してくれてるからなのです。それと……ごめんなさいなのです」

「……それは、なんだ」

「心配してくれているのに、わたしはあなたの言うことを聞かないつもりだからです」

「……よせ。頼むから、よしてくれ」

　クロウは、日奈子のすぐ前に立ち、その肩を掴つかんだ。

「どうして、そこまで真剣に止めてくれるのか……訊きいてもいいでしょうか？」

「それは……」

　クロウは、一度顔を伏せた。

　もちろん日奈子の身体を心配している、というのが大きい。エイジンを強制送還し、世界中に開いた空の扉を閉じる──そんなことをすれば、日奈子の命はおそらくもたない。

　だが、日奈子が訊いているのはもっと根本的な理由だろう。

「日奈子が……好きだからだ。世界で一番大事な女の子だからだ……」

　クロウは、自分でも声が震えているのを感じた。

　以前、日ひ奈な子こに告白されてその返事を保留している。いや、告白の返事は保留してばかりだった。

　自分の気持ちはとっくに決まっていた。だが、その気持ちを告げるのは──

「ありがとう……ありがとうございます、クロー」

　日奈子は、うっすらと笑って。

「そんなに悩まなくてもよかったのですよ、クロー」

「…………」

「リンネも言ってたように……クローはセフィもリンネも、ウィニアもイシュトも好きなのですね」

「……最低だな」

　クロウは否定できなかった。もう、自分でもわかっていた。返事ができなかったのは、日奈子を拒絶していたからではない。

　自分が受け入れているのが──日奈子一人だけではなかったからだ。

「それでいいと思うのです」

「なに……？」

「ラーシュが……さっき言っていたのです」

「ラーシュが？　いったい、なにを……？」

　今、クロウがもっとも斬きるべき男。セフィにどこかに飛ばされたが、間違いなく生きていて、まだクロウを狙ねらっているはずだ。

「クローがハーレムなんかつくるから、一人を守れないのだと。一人だけを大切にしていれば、ウィニアも守れたと……」

「あの野郎……」

　苦々しく思いつつも、ラーシュの言葉には真理が含まれている。もし、クロウが誰だれか一人を、リンネやウィニアを守っていれば、死ぬことも傷つくこともなかったかもしれない。

「でも、ラーシュはなにもわかっていないのです」

「…………？」

「わたしもセフィも、リンネもウィニアもイシュトも、クローがみんなを好きだというのはわかっていたのです。それをわかっていて、クローを好きになって……自分を好きでいてくれれば、他の子にも気持ちが向いていてもかまわなかったのです」

「そんな都合のいい話……それに、セフィたちはどうなのかわからねぇだろ……」

　あくまで、日奈子の推測でしかない。

「みんな、クローが好きだからずっとそばにいたのです。他の子のことが好きでもかまわないから、今でも好きなのです。自分で独占したかったら、みんなそうしていたと思うのです。セフィたちはもちろん、わたしだっておとなしくないのですよ」

「…………日奈子」

　日ひ奈な子こたちは、自分だけでクロウを独占するつもりなら、とっくに奪いに来ていたということか。

　とんでもないうぬぼれで、考えるだけでも気が引けてしまうが、そういうことらしい。

　本当にひどいとは思うものの、クロウは納得してしまいそうだった。

　それに、自分の気持ちだけは疑いようがない。

　日奈子もセフィも、リンネもウィニアも、それにイシュトも──みんなのことが好きで仕方ない。

　リンネには、もっと早く言ってやるべきだったのだろうが……。

「わたしは、嬉うれしいです。好きと言ってもらえて……それだけで充分なのです」

「日奈子……！」

　クロウは、日奈子の華きや奢しやな身体からだを抱きしめる。大きな胸が二人の間で潰つぶれ、甘い香りがふわりと漂ってくる。

「それで満足だから……おまえは命を懸けるっていうのかよ！」

「みんな、命懸けなのですよ。クローもセフィも……だから、わたしも……」

　クロウがなおも日奈子を説得しようと口を開きかけたそのとき──

「クロウさんっ！」

「…………っ！」

　突然聞こえたソーシャの声に、クロウは素早く反応していた。日奈子から身体を離し、ルシェを引き抜いて、襲いかかってきていたそれを受け流した。

「エイジン！」

　小型のエイジンがいつの間にか接近していて、クロウたちに向けて肢あしの鋭い刃を振り下ろしていたのだ。

　かろうじて刃を受け流すと、クロウは日奈子の手を引いて、さっとその場を離れた。

　エイジンは体勢を崩しているが、すぐにクロウを凶悪な目で睨にらんでくる。さらに、次々と小型のエイジンが近づいてきているのが見えた。

「ちっ、ウィニアか会長に残ってもらえばよかったな！」

　クロウは、日奈子を引っ張って逃げ回る。

　とはいえ、ウィニアとイシュトもエイジンを倒してくれているはず。それがなければ、もっととんでもない数のエイジンが襲ってきていたかもしれない。

　クロウは、中型エイジンまでの攻撃なら防御はできる。しかし、どんなに努力したところで人間のパワーではエイジンの硬い鱗うろこを斬きり裂いて致命傷を与えるのは不可能だ。

「まったく、病人に優しくないケダモノたちですね！」

　ソーシャは、次々にエイジンを屠ほふっている。さすがというか、最小限の動きで致命傷を与えているようだ。極力、身体に負担がかからないように戦っているらしい。

「クロー、このままだと……」

「黙ってろ、舌を噛かむぞ！」

　クロウは日ひ奈な子この腰を抱くようにして、エイジンの攻撃から逃れている。逃げるのが精一杯で、それもかなりの綱渡りだ。

「いつものクローなら、黙らないといろんなところを噛かむぞ、とか言うところなのです」

「んな余裕あるかっ！」

　意外と日奈子のほうが余裕がありそうだった。腹をくくってしまっているからなのか、ずいぶん落ち着いている。

　いや、冷静にならなければ──クロウは逃げ回りつつ、思考を巡らせる。それから一瞬のうちに──

「日奈子、例の『光コウ』を封印する術は使えるか!?」

「え？」

　以前、日奈子は死し剣けん使つかいサーラの『光』を封じ込めたことがあった。その巻き添えでクロウも『光』を封印されてしまったのだが。

「セフィのプラチナ色の光も『光』だろ。封印すれば、暴走も止まるかもしれない。そしたら、セフィを連れてここから逃げられる！」

「でも、今のセフィの力を封じるには、かなり集中しないと難しいのです……」

「だったら──」

　なんとかソーシャのもとへ行って掩えん護ごしてもらうしかない。

　クロウが接近してきていたエイジンの攻撃をかろうじてかわし、ちらりとソーシャに視線を向けたとき──

「…………っ!?」

　とっさに、クロウは身体からだを反らした。頬ほおに熱を感じ、血がぱっと散った。

　日奈子を背中にかばいながら、後ろに素早く下がる。

「……こいつは驚いた。なかなかやりますね」

　クロウは、数メートル前に立つ女性を睨にらみつける。

「こっちも驚いたよ、クロウ。不意打ちには自信があったんだがね。念には念を入れたのに」

　そこにいるのは、シルフィだった。ついさっき姿を消したと思ったら──

　彼女はエイジンの背中に潜んで、クロウに接近したのだ。その潜んでいたエイジンの攻撃をクロウがかわしたのと同時に背中から下りて、斬きりつけてきたというわけだ。

「エイジンは、君たちを襲うのに夢中だったからね。いいアイデアだと思ったんだが」

「太た刀ち筋すじも悪くなかったですよ。さすが、セフィの姉君」

「七しち剣けんクラスの剣けん士しにお褒めいただくとは光栄だね。私も真面目まじめに剣士を目指しておいてもよかったかもね」

　シルフィが手に持っているのは、さっきまで握っていたナイフではなく、細身で白い柄つかの剣だった。彼女の護衛を務めていた双子剣けん姫き、ローミスとレーミス、どちらかの剣を拾っていたのだろう。

「だが、やはり今の君は全力を出せないようだ。桜さくら井い日ひ奈な子こをかばわなきゃいけないしね。これなら私にも勝ち目はあるかな」

「だったら、やってみ──」

　またもや、唐突だった。

　クロウの横をゴウッと風を起こしながらなにかが走り抜けていった。それは、あっという間にシルフィに肉薄して──

「セフィっ！」

　セフィが振り下ろした一撃を、シルフィは細身の剣で受け止めようとして弾はじかれ、体勢を崩してしまう。

「くっ……よせ、セフィ！」

　続いて放たれたセフィの斬ざん撃げきを、シルフィはギリギリでかわす。

　クロウは思わず呆ぼう然ぜんとしてしまう。セフィは無表情のままで、なにを考えているのか読めない。

　プラチナ色の光は、わずかにセフィの表面を覆っている程度だった。だが、力が弱まったわけではないようだ。圧倒的な力が、セフィの身体からだの奥底から感じられる。

　間違いなく、今のセフィはシルフィにかなう相手ではない。

　シルフィが、二撃目までを避よけたのはたいしたものだ。奇跡的と言ってもいい。しかし、三度目はないだろう。

「やめろっ、セフィ──！」

　クロウは叫んだ。

　セフィは無表情の顔を見る限り、正気ではない。だが、たとえ彼女の意識がなくても実の姉を手にかけさせるわけにはいかなかった。

「セフィーっ！」

　クロウは、自分の意識が身体の奥底に沈んでいくのを感じた。

　無想ムソウ──心を無にして、攻撃の殺気も予備動作もすべて消し、自分ですら気づかないうちに剣を振る。

　ガキンッ、と鈍い音が鳴り、シルフィに向かって振られたセフィの星ほし崩くずしをクロウの剣が受け流していた。

　リンネの死で使えなくなっていた無想が戻ってきている──というより、無想でなければセフィの剣は防げなかった。

　つい数分前に斬きろうと決めていたシルフィを守るために無想を取り戻せるとは──クロウは皮肉な状況にも笑えなかった。

「セフィ！　ここにいるのはシルフィ様だぞ！　この人を斬るんじゃねぇ！」

「…………」

　クロウの呼びかけにも、セフィはまったく反応しなかった。さらに星崩を振りかぶり、クロウではなく、シルフィに向けて斬りつける。

「くっ！」

　再び、クロウは無想ムソウでセフィの剣を受け流す。とてつもなく重い一撃だった。ヒョウカやサーラ、リーゼの剣とも違うが、彼女たちの斬ざん撃げきに劣らない威力がある。

　ダメだ、これだけでは──リーゼを倒したときのあの力を使わなければ！

「うおっ!?」

　突如、セフィが再びプラチナ色の光を全身から放つ。結界のようなその光に触れたとたん、クロウは背後に吹き飛ばされた。

　地面を転がり、ルシェを突き立ててなんとか踏みとどまった。

「いきなりやってくれるじゃねぇか……あれじゃマジでセクハラもできやしねぇ」

「ここでまだセクハラなんて言葉が出てくるあたり、さすがなのです」

　日ひ奈な子こがクロウのそばに歩み寄ってきて、呆あきれた顔で言った。

「まだ本調子じゃねぇけどな……って、まずい！　シルフィ様、逃げろ！」

「逃げられるものなら、そうしてるさ……」

　シルフィは、不敵な笑みを浮かべて言った。セフィがプラチナ色の光を全身から放出しながら、姉に近づいている。かなり危機的な状況なのに、シルフィの表情には余裕すら感じられる。

「まあ、いい。これでもいいだろう……」

「シルフィ様……？」

「このままセフィが暴れ続け、空の扉が開放されたまま、エイジンが次々に現れてもまあいいだろう」

「なにを言ってんだ、あんた！」

　クロウは、ルシェを構え直しながら言った。

「私の目的は、不死鳥計画。破壊からの再生が私の望み。破壊も私が調整するつもりだったが、それは叶かないそうにないな。だが──たとえ世界が破壊され尽くしても、いつか必ず再生の時は来るだろう」

「姉、上……」

　セフィが、ぼそりとつぶやくようにして言った。

「いいさ、セフィ。君の思うままにやればいい。再生を成し遂げるのはおそらく私ではないだろうが……私と同じことを考える者も現れると信じよう。ああ、自分でも甘い考えだと思うね。けど、仕方ない。私は……」

　シルフィは、セフィににっこりと微笑ほほえんでみせた。

「可愛かわいい妹のこととなると、昔からどうしても甘くなってしまうんだ──」

　その瞬間──セフィの身体からだからひときわまばゆい光が放たれた。

　クロウは、目の前に手をかざし、日奈子を背中にかばって、その強烈な光を直視しないように逃れる。

　そして──

「……シルフィ、様？」

　光のせいで白みがかっている視界の中に──シルフィの姿はなかった。彼女が握っていたはずの、細身の剣だけが地面に転がっている。

「シルフィ様、どこへ……？」

　セフィは、プラチナ色の光をまた抑え込んだらしく、彼女を包む輝きは弱まっている。しかし、彼女の姉はどこにも見当たらない。

　セフィやエイジンたちのせいで、このあたりの岩場は削れ、木々がかなり倒れてしまっている。それでも、周りの起伏に富んだ地形のせいで、どこかに吹き飛んでしまったら、すぐには見つけられないだろう。

「姉上……ごめん……ごめんなさい……ごめんなさい……！」

「セフィ!?」

　クロウは、ズンと腹に響くような強烈な『光コウ』を感じた。言うまでもなく、セフィから放たれたものだった。

　これは──もはやヒョウカや死し剣けん使つかい、リーゼの『光』の量を超えている！

「あたしは、あたしは……！」

　言葉を発してはいても、セフィはまだ正気ではない──クロウは、ルシェの柄つかを握り締めながら確信した。

　おそらく、セフィの暴走はまだ続く。いや、姉をも排除してしまったことだけは認識しているらしい。彼女はさらに錯乱してしまうかもしれない。

「ようやく、殻を破ったか」

　そのとき──場違いなほどに楽しげな声が聞こえた。

　クロウは、ゆっくりと声がしたほうを振り向く。

　クロウと日ひ奈な子こ、セフィ、それに現れた人物──三人は十メートルほどの距離を挟んでトライアングル型に対たい峙じしていた。

「最後の殻も破やぶれた。扉の巫み女ことしての覚かく醒せいが早すぎたせいか、心の均衡が保てていないようだが……まあいい。私には、扉の巫女の力があればそれでいい」

「師匠せんせい……！」

　青い髪を長く伸ばし、黒いコートに身を包んだ美女──

　腰には日本刀に似た長剣を提げている。

　剣けん聖せい──いや、元剣聖だった剣けん士しであり、クロウの師である。

　ヒョウカは、薄く微笑ほほえみながら、腰の長剣──久遠クオン彼方カナタをゆっくりと抜いた。

　誰だれよりもよく知っている人物であるはずなのに、まるで別人のようだ──クロウは、師を前にして、身を引き裂かれるような戦せん慄りつを感じていた。

　クロウは、何度となく死をも超えるような恐怖にさらされてきた。つい先ほども、ブレイズの女王リーゼベルという最悪の恐怖と向き合ったばかりだ。

　しかし、目の前にいる師は──恐怖の次元がまるで違う。

　立っていることもできないわけではなく、逃げ出したくなるわけでもない。

　ただ、目を奪われ、身動き一つできなくなってしまっている。

　今のヒョウカは、剣けん士しや生物といった枠から外れてしまったかのような──

　そう、まるで──神を目の前にしたように思えてならなかった。







　ヒョウカは、ゆっくりと一歩一歩踏みしめるようにして歩いてくる。

　かつてクロウは、師である彼女がこの世のなによりも恐ろしかった。初めて会ったときの彼女は、世界のすべてを斬きり尽くしてしまうように思えてしまった。

　今は──違う。

　ヒョウカがひとたび剣を振るえば、世界そのものを斬り裂いてしまいそうだ。

「ようやく会えたな」

　いきなり、ヒョウカはそんなことを言った。

「なにを言ってんだ、師匠……？」

「悪いな、クロウ。今のはそなたに言ったのではない。いや……そうだな、一つ言っておこう」

「な、なんだ……？」

　クロウは、絞り出すようにして言った。ヒョウカに声をかけるだけで、ひどく消耗してしまう。

「よくぞ生き残った。女王は、かつてこの世でただ一人、剣神の境地に手をかけた剣士。彼女の剣に衰えなど微み塵じんもなかった。その剣士と立ち会って生き残ったとはな。私の予想を、そなたは超えてしまったようだな」

「もう、あんたの手のひらで踊ってた俺おれじゃねぇんだよ……」

　クロウは、なんとかヒョウカを睨にらみつけながら言った。

　女王リーゼベルに勝てたのは、自分でも意外なことではあった。それは師にとっても同じだったらしい。

「いいや、俺のことはいいんだ。あんたが用があるのは、日ひ奈な子こ……でもねぇよな」

　クロウは背後の日奈子にちらりと視線を送り、さらに続いてソーシャに目を向けた。いつの間にか、エイジンたちの襲撃は止やんでいる。

　なぜエイジンたちが逃げたのかは、考えるまでもない。

　こんな恐ろしい存在がいるのに、野生の獣でもあるエイジンが逃げずに留とどまっているわけがないのだ。

「ああ、ソーシャ。そなたも久しぶりではあるな。よくそんな身体からだで今日きようまで生きてこられたものだ」

「いきなりご挨あい拶さつですね。というより……あなたは誰ですか？」

「ふふふふ」

　ヒョウカは楽しそうに笑うと──セフィに視線を向けた。

「さっきのクロウの質問に答えてなかったな。ようやく会えたのは──あの扉の巫み女こだ」

「だから、なにを言ってんだ。セフィとは……何度も会ってるだろうが」

　クロウは、戸惑いつつ言った。師が意味不明なことを言い出すのは珍しくなかったが、今の言葉は極めつけにおかしい。

「いいや、初めてだ。扉の巫女として完全に覚かく醒せいし、さらに暴走しているあの剣けん士しは──もはや、セフィという存在とは別物だ」

　ヒョウカは、久遠クオン彼方カナタを片手で握り、中段に構える。

「そう、異なる存在へと昇華したのだ──私と同じように！」

「…………！」

　ヒョウカは突如としてセフィに襲いかかり、鋭く剣を振り下ろした。

　セフィはなんでもないように無表情で反応し、星ほし崩くずしで久遠彼方の斬ざん撃げきを受け止める。

「ふっ、簡単に止めてくれたな……」

「ヒョウカ……」

　セフィは、久遠彼方を受け止めたまま、小さくつぶやいた。

　表情は変わらないが、相手が誰だれなのかわかっているらしい。やはり、完全に意識がなくなっているわけでも正気を失っているわけでもないようだ。

　多少なりとも心が戻ったのは──おそらく、実の姉を攻撃してしまったせいだろう。

　セフィはこれでもまだ元のセフィのままなんだ──クロウは、同じく様子が変わってしまっている師よりも、彼女のほうが心配だった。

「ならば、始めようか、セフィ。神に生み出された最高のソーディよ」

　ヒョウカは、後ろに一歩引くと、愛剣を握った右手をだらりと下げた。

「神に……生み出された？」

　クロウは、師に問いかける。

「生まれたときから最強となれることを宿命づけられている。私から見れば扉を開くエネルギー源などオマケのようなものだ。すべてのソーディを凌りよう駕がする圧倒的な『光コウ』と、その遺伝子に刻まれた剣の才。まさに、神につくられた才能と能力だ……！」

「師匠より、七しち剣けんより……セフィのほうが強いっていうのか」

「見ればわかろう。巫女に勝てるソーディなど存在しない。しない──はずだった」

　ヒョウカは、柔らかく優しい笑みを浮かべる。

「私は既に剣神の座へと至った。山でのそなたとの戦いで無想ムソウを受け、そしてラーシュの斬流ザンリユウを浴びた。二人の弟子の、極め尽くした剣が、私を剣神へと生まれ変わらせた……」

「生まれ……変わった……？」

「これもわかってるはずだ、クロウ。私はそなたの知っている私ではない。いや、その前から既にそうだったが、もうなにもかもが……違っているのだ」

「師匠がなにを言ってるのか……」

　わからない、とまでは言えなかった。

　セフィが走り出し、ヒョウカに向けて剣を振り下ろしたのだ。ヒョウカは、久遠クオン彼方カナタで受け止め、二人は鍔つば迫ぜり合あいを始める。

「ふふふ、セフィよ……そなたの覚かく醒せいだけが面倒事だったが、無事に目覚めてくれてなによりだ。うちのもう一人の弟子がなにかやらかしたか？」

「……黙って」

　セフィは、ぐぐっと強く剣を押し出し、ヒョウカの身体からだがのけぞるように傾く。

「当たりか？　私のカンも捨てたものではないな。まあ、当然か。すべては繋つながっている。すべてはそうなるようにできている。私が育てた者たちが、私がたどり着きたい場所への踏み台になり、その場所にふさわしき最強の剣けん士しを用意してくれた……！」

　クロウは、ヒョウカの言葉にぐっと拳こぶしを握り締める。

　こうして、セフィとヒョウカが斬きり合っていることが──運命だというのか！

「さあ、セフィ！　神に選ばれたソーディよ！　私を──受け止めてくれ！」

　ヒョウカの目が、赤色に輝く。

　元々、ヒョウカの目はグリーンに近い色だった。妹のマナカと同じ色──

　それがブレイズの種族的特徴である赤い瞳に変わっている。若いブレイズは、みずからの瞳の色を自在に変えられるのだ。

　クロウは、ヒョウカの目が赤く変わるところを初めて見た──

「…………っ！」

　そして、周囲の空気が一変する──

　鳴り響く雷鳴も、渦巻く風も、すべての音すら消えてしまったかのように──

　恐ろしいほどの静寂が、クロウたちの周りを支配していた。

　いや、異常気象が止まったわけでも、遠くから聞こえていたエイジンの咆ほう哮こうが消えたわけでもない。

　ただ──クロウの感覚がそれらから切り離され、目の前にいる師匠から放たれる雰囲気に呑のみ込まれているのだ。

「日ひ奈な子こ……俺おれから離れるな……」

　クロウは、日奈子の肩を抱き寄せる。日奈子は抵抗せずに、されるがままだった。彼女もこの異常な空気に気づいているのだろう。

「ヒョウカ……！」

　セフィが、鍔迫り合いから逃れ、さっと後ろに距離を取った。

　ヒョウカはセフィを追わず、優しい笑みを浮かべたままだ。

「では、お見せしよう。ソーディの歴史上初めて剣神の領域に完全にたどり着いた者の剣を！」

「あ、あ、ああああああっ！」

　セフィがまたもや、弾はじかれたように動いた。星ほし崩くずしを大きく振りかぶり、すぐさま振り下ろす。

　しかし、ヒョウカはその場から動いたようには見えないのに──セフィの刃はかすりもしなかった。

　さらに続けて、セフィは二度三度と剣を振るった。どの一刀も、七しち剣けんクラスを一撃で仕留められるほどの豪剣であり、ブレのない太た刀ち筋すじだった。

　今のクロウでも、一太刀で斬きられていたかもしれない。

「ふふふ、さすがは扉の巫み女こ……先代の八やツ首くびの蛇をも仕留めた剣はダテではないな」

　ヒョウカはやはり、身動き一つしていない。まるで、セフィの剣がヒョウカの身体からだをすり抜けているかのようだ。

　動いていないわけがない。いったい、どんな体術を使っているのか、クロウには見当もつかなかった。

　あれが、剣神にたどり着いた者の動きだというのか──

「予想以上の太刀筋だ。いいものを見せてくれた礼に、こちらもまずはこんなものをお見せしようか……！」

　ヒョウカはすっと一歩後ろに引くと──

　いきなり、セフィの動きが止まった。金縛りに遭ったかのように、剣を振り上げていた腕がぴたりと静止している。

「あ、あれは……!?」

　クロウは、思わず口をぽかんと開いてしまう。

　ヒョウカからは、見えないエネルギーのようなものが放射されている。それは──疑いようもなく、〝斬ざん気き〟だった。

　斬気がエネルギーとなって、セフィの斬気を呑のみ込み、動きを束縛しているのだ。

「斬流ザンリユウ……!?　まさか……！」

　ラーシュも斬流を極めるまでには相当な修練を積んでいるはずだ。いや、ラーシュがヒョウカに師事した七年と、そのあとの今日きようまでの一年以上の時間があったからこそ、完成された秘技だ。

　ヒョウカならば、まがいものの斬流くらいは使えるだろう。だが、彼女が今セフィに向けて使っているのは──完成された斬流だ。

「なかなか上う手まくできてるだろう！」

　ヒョウカは、斬流を放ちながら間合いを詰め、横に薙なぐようにしてセフィに斬りかかる。

「…………っ！」

　セフィは声にならない声を出し、なんとか腕を動かして星ほし崩くずしでヒョウカの剣を止めた。ガキン、と甲高い音が鳴り、押し負けたセフィが体勢を崩す。

「うああああっ！」

　セフィはのけぞりそうになりながら、全身からプラチナ色の光を噴き出させる。ヒョウカはその光から逃れながら、セフィの横に回り込むようにして──

「ならば、次は！」

　ヒョウカは、セフィの横でぴたりと止まり、同時に久遠クオン彼方カナタを鞘さやに収めた。目にも留まらぬ早業だった。

　そして──次のヒョウカの行動に、クロウは驚きの声を出さなかった。いや、出せなかった。

　見ているだけで、ヒョウカの意識が心の奥底へと沈んでいくのがわかった。

　無想ムソウ──クロウが七年の古流コリユウの修行、強敵たちとの戦いと修練の果てに身につけた秘奥をヒョウカは体現しようとしている。

　鋭く踏み込みながら、ヒョウカは剣の柄つかを握り、愛剣を鞘さや走ばしらせた。まさに、抜く手も見せないという表現にふさわしい動きだった。

　一瞬のうちに白はく刃じんがきらめき、セフィの首をめがけて銀色の軌跡が描かれる。

　傍はた目めにはなんでもない斬ざん撃げき。しかし、セフィにはヒョウカがいつ剣を抜いたのか、自分がなぜ斬きられようとしているのか理解できないはず──

「くっ！」

　セフィは横に回り込んだヒョウカに向き直ることもできず、それでも星ほし崩くずしを大きく振るった。

　ヒョウカのほうを見もせずに、セフィはなんとか首を狙ねらってきた一撃を弾はじいた。火花と、両者の刃に込められた『光コウ』が、ぱっと輝く。

「よくぞかわしたな！　無想は見慣れているか！」

「ヒョウカ……！」

　セフィはそこでようやくヒョウカと正対して、星崩を再び大きく振った。ヒョウカはなんでもないようにかわして、また距離を取る。

　クロウは、背中に汗が滲にじんでいるのを感じた。今まで何度も死を間近に感じてきたが、さっきのヒョウカの一撃がもっとも恐ろしかったかもしれない。セフィの反応が少しでも遅れていたら、首が飛んでいたのだ。

　ヒョウカが言ったとおり、セフィは何度もクロウの無想を見てきている。斬流ザンリユウよりもはるかによく見知った剣だっただけに、防御しやすかったのだろう。

　だが──

「むろん、まだ終わりではない。もう一つ──見せてやりたい技がある！」

「師匠、もうっ……！」

　やめろ、と言いかけてクロウは息を呑のんだ。

　ヒョウカが一歩を踏み出した次の瞬間に──七人に分身したのだ。

「七ツ身分身……！」

　クロウはその技をよく知っていた。断続的な高速移動による、残像現象。そして、七人の剣けん士しから放たれる必殺の剣──乱みだれ舞まい姫ひめ。

　かつて剣けん将しようと呼ばれた剣士、マナカの奥義だ──

「はあああぁっ！」

　しかしセフィは七人のヒョウカを前にしても怯ひるまず、同時に繰り出されてきた七つの斬ざん撃げきを星ほし崩くずしで薙なぎ払はらうようにして弾はじいた。

　さっきの衝突以上に火花が激しくスパークし、二本の剣がぶつかった衝撃で光こう刃じんがまぶしいほどに輝く。

「まだまだだ、セフィ！」

　高速移動による空気の振動がキィィッと鼓膜が破やぶれそうな甲高い音を立て、ヒョウカが再び七人──いや、八人、九人に分裂する。

　そして、彼女の姿は消えた──

「終ついの舞まい姫ひめ──！」

　クロウは驚きよう愕がくする。

　マナカが生涯最後に放った、究極の奥義。神速を超え、誰だれにもたどり着けなかった領域に届いた彼女の秘ひ剣けん──

「ぐうううっ……！」

　文字どおり目にも留まらない動きと、そのスピードを活いかしたヒョウカの必殺の一撃を、セフィはかろうじて星崩で受け止めていた。

　しかし──踏ん張っていた足が地面を離れ、セフィは土煙を上げながら後方へ吹き飛んでいく。数十メートル後ろにあった巨大な岩に激突し、その岩はビシリと嫌な音を立ててヒビが入り、たちまち木こっ端ぱ微み塵じんに砕けた。

「かはっ……！」

　セフィは、大きく息を吐き出した。なんとか意識は保っているようで、星崩を握ったまま、顔を上げてヒョウカを睨にらみつけた。

「ほう、今のも止めるか。だが、我が妹が編み出した最後の奥義はさすがにこたえたであろう？」

　ヒョウカは楽しげに久遠クオン彼方カナタを肩に担ぐようにしながら言った。

「師匠せんせい、あんたは本当に……」

　クロウは、認めざるを得なかった。マナカが命を振り絞るようにして放った奥義とまったく同じ技を使い、ヒョウカは平然としている。

「そう、私は──求めていた剣の頂いただき、剣神へと至った。だが、ここまで見せたレベルの力は、既にたどり着いた者が二人いる。私が届いたのは、さらにその先だ──」

「せ、師匠せんせい……！」

　異様な雰囲気をまとっていたヒョウカの気配がさらに変化していく。

　無想ムソウ──いや、違う。

　クロウは師が無になったように感じ、次の瞬間には斬ざん気きのかたまりのように思えた。かと思えば──まったくの別物、無でありながら斬気のかたまりであるような。

　完全に矛盾しているが、そうとしか思えなかった。

「あれが、剣神か……俺おれたちの師匠はもうどこにもいないようだね、クロウ」

「ラーシュ……！」

　いったいいつの間に姿を現したのか、ラーシュがクロウから十メートルも離れていないところに立っていた。獣じゆう斬ざんを握っているが、殺気は感じられない。

「まあ、おまえが俺を斬きりたいのはわかるよ。でも……今は拝見しようじゃないか。俺たちの師匠がたどり着いた境地ってやつをさ」

「…………」

　クロウは、ラーシュの話などこれ以上聞きたくもなかった。

　だが、言っていることへの反論もできず──

　ただ、目を離せなくなっていた。かつて師であった女性が、神と呼ぶべき存在に生まれ変わった剣けん士しが、その秘めたる力を解き放つ姿に──







　ヒョウカは、周囲の空気が一変していくのを感じていた。

　違う、それどころではない。

　空気だけではなく空間そのものが置き換わっていくかのようだ。

　剥むき出だしの茶色い土と、倒れた木々と飛び散った葉に覆われた緑の大地。空は黒い亀き裂れつと黄金の光が差し込み、荒れに荒れていたはず──

　それらがすべて消えて、真っ白な空間になっている。

「これが剣神の領域……！」

　ヒョウカは歓喜に震えていた。

　さきほどラーシュの斬流ザンリユウに斬られたときに、彼女はその領域を垣かい間ま見みていた。あれは一瞬だけのものではなかったのだ。

　既にヒョウカは完全に剣神の領域に達している。今見えている白い世界は、剣神にたどり着いた者だけが見られる景け色しきなのだ。

　そう、かつてブレイズの女王リーゼベルからも聞いている。彼女は七十年前のある戦闘中に、この白い世界を見たという。

　だが女王が見たのは一瞬のみ。その後、ヒョウカの師でもある剣けん聖せいジルンシェードとの戦いでも白い世界は見えなかったらしい。

　女王は、その白い世界が見えたのはまぐれ──偶然だと思っていたようだ。実際、そのとおりだったのだろう。

　なにかの拍子で剣神の領域に手をかけ、その偶然は二度訪れることはなかった。

「私は違う……」

　ヒョウカはつぶやいた。

　白い世界は消えることなく、ヒョウカの周囲を包んでいる。

　ここには、誰だれもいない。すぐそばにはセフィ、クロウにラーシュもいた。太陽の乙おと女めとソーシャも近くにいたはずだが、誰だれの姿もない。

　敵すらいなくなってしまう。

　ただ、ヒョウカと愛剣の久遠クオン彼方カナタだけが存在している。

「寂しい、ものだな……」

　ふと、歓喜が消え──そんな言葉が口をついて出た。

　剣は神の領域に達しても、心までが別物に変わったわけではない。彼女は元剣けん聖せい、ソーディでありブレイズであり、クロウとラーシュの師だった頃から心は少しも変わっていないのだ。

「ここが私の目指した場所。そして、終わりの場所……か」

　ソーディアからこちらの世界へと、妹のマナカとともに渡ってきたのはもうどれだけ昔のことだろう。

　ブレイズの女王リーゼベルに出会い、大だい剣けん聖せいジルンシェードに師事し、[image: ]かつら城ぎ義よし友ともと永と久わとともに古流コリユウを研究し、永久を失い、それから──クロウとラーシュを弟子に取った。

　妹のマナカはもういない。剣けん王おうジーネルと剣けん帝ていアミラルという友も失った。

　四よん将しようの後継者、シルフィとも既に袂たもとを分かっている。

　あまりに多くのものを失って、たどり着いた場所がここだった──

「わかってる。わかって……いた」

　最初に剣神を目指したのは、まだソーディアにいた幼い頃のことだった。

　扉の巫み女こ、という生まれついての最強のソーディの話を聞いた。

　多くのソーディは扉の巫女が現れて、エイジンたちを殲せん滅めつしてくれることを望んでいたようだ。

　しかし──ヒョウカは子供ながらに強い憤いきどおりを覚えた。

　神に選ばれた、生まれついての最強？

　ふざけるな、と。神から与えられた力で自分たちの世界を救うなど──

「私は、この手で、鍛え上げ研ぎ澄ました己の力で戦いたかった」

　だからこそ、おとぎ話でしかなかった剣神などという存在にすがりついたのだ。

　こちらの世界に来て、リーゼベルという剣けん士しに出会い、それがただのおとぎ話ではないと知ったとき、ヒョウカは狂喜した。

　神に選ばれずに生まれた身としてたどり着ける頂点、剣神──

　そこまで届けば、神に生み出された剣士すら凌りよう駕がする。ヒョウカにはその確信があった。

「これでいい。私の存在は、今この瞬間のためにあった。さあ、我が悲願が叶かなうときだ。セフィ──神に生み出された巫女よ。終わりの剣を受けよ」

　ヒョウカは、両手で久遠彼方の柄つかを握り大上段に構えた。

　目の前には、誰もいない。ただ白いだけの世界がひたすらに広がっている。だが、ヒョウカは仇敵の存在を感知していた。

　この極限へと至った剣を振り下ろす先がどこなのか──心がそれを知っている。

　ヒョウカは、大きく振りかぶった剣を、まっすぐに振り下ろした。







　クロウは、背筋が凍りつくような感覚を覚えた。

　もはや恐怖すらどこかに消えたように思われていたが──ヒョウカが剣を大上段に構えただけで、身体からだが動かなくなってしまった。

「ヒョウカ……！」

　セフィは恐れもせずに、片手で星ほし崩くずしを握り、片手と全身をねじるようにしてタメをつくった。

　全身からプラチナ色の光が放たれ、嵐のように吹き荒れている。

「ぐっ……日ひ奈な子こ、もっと後ろへ！」

「はい……」

　クロウは凍りついてしまったような身体を必死に動かし、日奈子を背中にかばう。ちらりと見ると、ラーシュとソーシャでさえ立っているだけで精一杯のようだ。

　セフィが放とうとしている技を、クロウは知っていた。ソーシャに手ほどきを受け、編み出した必殺剣だ。

　ただでさえ、セフィより一枚も二枚も上うわ手ての相手すら倒せるほどの技だった。それを、今の扉の巫み女ことして覚かく醒せいした状態で放てばどうなってしまうのか。

　超大型エイジンですら一撃で仕留められるのは間違いないだろう。

　いくらヒョウカといえども、受け止めきれるものではない。

「セフィ……師匠……」

　だが、クロウには二人の間に割り込むことはできなかった。彼の力では近づくこともかなわない。なにより、日奈子から離れるわけにもいかない。

「うああああああっ！」

　セフィがまっすぐ飛び出すようにしてヒョウカに向かっていく。

　クロウの知るその技は、その場に留とどまったまま放つものだったが、飛び出した勢いをも利用して威力を高めている。

「星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆう──！」

　セフィは叫びつつ、必殺の剣を繰り出した。巨大な星崩を回転させつつ空気を巻き込み、轟ごう音おんを上げながら砲弾のように敵を打ち砕く奥義だ。

　まだ未熟な頃のセフィでも、この技でレギオン二体を木こっ端ぱ微み塵じんに破壊したという。

　暴走する扉の巫女のパワーならば、大地そのものを砕いてしまいそうだ。

　セフィが剣を繰り出した衝撃波が、クロウたちにも伝わってきて、必死に踏ん張っていなければ飛んでいってしまいそうだ。

　クロウはルシェを地面に突き立て、日奈子をかばいながら衝撃に耐える。

　しかし、ヒョウカはまったく揺るぎもしていない。剣を大上段に構えたまま──

　飛び込みながらのセフィの星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆうにゆっくりと合わせるようにして、剣を振り下ろした。

　なんの工夫もない、あまりに普通すぎる斬ざん撃げきに見えたが──

「なっ……!?」

　クロウは、思わず息を呑のんだ。

　女王リーゼベルは、なんでもない斬撃が七しち剣けんの奥義にすら匹敵する威力だった。

　ヒョウカの斬撃はそれとも違う。

　剣の鋭さも太た刀ち筋すじも充分──だが、彼女の斬撃は剣術という次元を超越しているかのように思えた。

　稲妻や竜巻のような、自然が生み出した強大なエネルギーのかたまり──天地を引き裂くほどの威力を秘めた一撃だった。

「あれが……あれが剣神なのか……！　セフィっ、逃げろっ！」

　クロウの叫びはセフィには届かなかった。

　ヒョウカが振り下ろした一撃と、セフィの星爆撃砕流が激突して、目がくらむような真っ白な光が溢あふれてくる。

　鼓膜が破やぶれそうなほどの轟ごう音おんが響き、地面が大きくえぐれ──空を覆う分厚い灰色の雲が斬きり裂かれ、一筋だけ青い空が現れた。

「な……んだ。どう、なってる……」

「わかりません……」

　クロウと日ひ奈な子こは、ぽかんとしてつぶやく。

　ヒョウカとセフィは、互いに一メートルほどの距離を挟んで向き合っている。二人とも、剣を振ったあとの姿勢のまま固まってしまったかのようだ。

　いや、すべてが静止してしまっている。

　荒れていた空も、セフィから放たれていたプラチナ色の光も、ヒョウカの神のごとき気配も、すべてが時間が止まったように消えているのだ。

「いえ、クロー……セフィが……」

「なんだ、どうなって……」

　日奈子のつぶやきに答えようとして、クロウも気づいた。

「うっ、ああああっ……」

　セフィが小さくうめいて──その場に両膝ひざをついた。

　彼女が着ている剣の学院の制服は、汚れてはいるが、破れてはいない。どこにも傷を負っているようには見えないが──

「セフィ！」

　クロウは弾はじかれたように走り出した。それでも冷静さは失っておらず、日奈子の手を引いて彼女も連れて行くことは忘れなかった。

　プラチナ色の光が消えているため、簡単にセフィに近づけた。クロウは、すぐそばにたたずむヒョウカには目もくれずに、屈かがみ込こんでセフィの肩を掴つかんだ。

「セフィ！　おい、セフィ！　大丈夫なのか！」

　だが、セフィはなにも答えない。虚うつろな目をして、座り込んだままだ。

「……師匠！　セフィに……なにをした!?」

　クロウはセフィから手を離し、身を翻して立ち上がった。

　考えるまでもなく、間の抜けた質問だった。なにをした、など訊きくまでもない。剣けん士しが剣を振った──その結果、起こることは一つしかない。

「私が斬きったのはセフィではない。扉の巫み女こという、神につくり出されたソーディであり、巫女と太陽の乙おと女めが解き放ったもの──すべてだ」

「すべて……？」

「あ、あああああああああああああああああああああああっ！」

「…………っ!?」

　クロウは慌てて後ろを振り向いた。

　セフィは星ほし崩くずしを手放し、みずからの両肩を抱くようにして、身体からだをのけぞらせている。

　いつの間にか、彼女の左肩から右脇腹にかけて、一筋の白い光が走っていた。そこからは血も出ていないが、セフィは苦痛の声を上げている。

「セフィ、しっかりしろ、セフィ！」

　クロウは、再びセフィの肩を掴もうとして──

「ダメなのです、クロー！」

　日ひ奈な子この鋭い声が飛び、クロウは油断していたために彼女に突き飛ばされるようにして倒れた。

　セフィの身体から、またもやプラチナ色の光が溢あふれている。彼女の周囲を包んでいるが、大きく広がってはいない。おかげで、クロウたちは吹き飛ばされずに済んだ。

「なんだ、無事……なのか？　いや……こ、これはっ……！」

　クロウは身体を起こしながら、さらなる異常に気づいた。

　セフィの身体と同じように一筋の白い光が走っている空に──変化が起こりつつある。

　違う、変化しているのは空だけではない。

「クロー、これは……」

「まだなにか起きんのかよ……師匠、あんた本当になにをしたんだ……！」

　地面が激しく震動を始めている。ただの地震ではないのは明らかだ。まったく震動がやむ様子もなく、視界に入る景け色しきを見る限り、揺れているのは扉の要よう塞さいのあたりだけのようだ。

　二ヶか月げつ前に空の扉が開いたとき、扉の真下でごく局地的な地殻変動が起き、地面が隆起してこの扉の要塞が生まれた。

　あのときと同じ現象なのだろうか。それとも──

「ああっ……！」

　日ひ奈な子こが空を見上げ、大きな声を漏らした。

　地面の揺れに気を取られていたクロウも空を見て、その異常に気づいた。

「空の扉が……金色に……！」

　大きく広がった空の扉は、黒い亀き裂れつから黄金の光が差し込んでいた。しかし、今は亀裂そのものが金色に染まっている。

　縦長の亀裂は形を変え、細長い楕だ円えんのようになりつつある。その楕円が金色に輝いているのだ。

　まるで、金色に輝く円盤でも浮かんでいるかのようだ。

「私もようやく理解した」

　ヒョウカが、ぼそりとつぶやいた。

「剣神については、おとぎ話程度のことしか知らなかったからな。だが……こういうことだったのだな」

「どうなってるんだ……あんたの剣は……なにを斬ったんだ？」

「そなたには話したはずだ。そなたが私を斬きったあのとき、なぜ戦うのかと問われて答えただろう」

「それは……」

　クロウは、ヒョウカと一年以上前に戦ったときのことを忘れてしまっていたが、今は多くを思い出している。

　あのとき、師と命懸けの戦いを繰り広げながら交わした言葉も。

　なぜ、クロウが師であるヒョウカと立ち会わなければならないのかと訊きいた。その答えが、確か──

『剣神へと至る道。はるかなる高みにして、二つの世界を繋つなげる者』

　そうだ、大だい剣けん聖せいジルンシェードも剣神についてこう言っていた──

『剣神は、ソーディの限界を超えし者。すべてのソーディを、神に選ばれた剣けん士しをも超え、二つの世界を繋ぐ唯一の剣士だ』

　二つの世界を繋ぐ──それはつまり、こういうことなのかとクロウの頭は事態を理解しつつあった。

「二つの世界を繋げる──太陽の乙おと女めと扉の巫み女こが開いた扉を、完全に開ききる、ってことなのか？」

「ほう、さすがは我が弟子。剣ばかりのバカではないな」

　ヒョウカはなかば本気で感心しているようだ。

　クロウも確信があって言っているわけではない。ただ、扉の様子は明らかに違ってきている。

　何度も、空の扉が開閉するところを目撃してきた。だが、今の第一の扉は、大きさや色だけでなく、性質そのものが他の扉とはまるで異なっているかのようだ。

「あの扉は──おそらく、二度と閉じない。永遠の扉となったのだ」

「そんな、まさか……」

　ヒョウカの言葉に、日ひ奈な子こが呆ぼう然ぜんとしてつぶやく。

「太陽の乙おと女めよ、そなたの術でも閉じることはかなわないだろう。私の剣は、扉の巫み女ことともにあの巨大な扉をも斬きったのだ。おそらく、扉はあれでもまだ完全ではなかったのだろう。いや、これまで一度たりとも完全な扉となったことなどなかったはずだ。今まで、閉じなかった扉はないのだからな」

「閉じない扉こそが完全な空の扉──ってことなのか。剣神の一刀で斬ることで、扉の封印が完全に解かれた……？」

「扉など、もはや私にはどうでもいいが……これが剣神の証あかしだ。リーゼベルやマナカのように、一瞬だけ剣神の領域にたどり着いた者たちとも違う。真の剣神へと届いた私の剣だからこそ、あの扉を斬れたのだろう」

「なんで、そんなことに……」

　クロウは、ぐっと奥歯を噛かんだ。扉が開いたままでは、エイジンたちもいつまでもこちらへ出てきてしまう。

　いや、それどころかソーディアの大地の落下が──

「…………っ！」

　クロウがそこまで考えたとき、巨大な岩盤が、第一の扉から落下してきた。扉の要よう塞さいの南端へと落ち、ずずんと鈍い音と空気の震えが伝わってくる。

「剣神の力は、ソーディアで生まれ、地球で剣を学んだ私が初めて体現させた。二つの世界が生み出した奇跡が、二つの世界を繋つなげてしまったか。あるいは、剣神が存在するためには、ソーディアと地球が繋がっていなければならないのかもしれん。だからこそ扉が完全に開き、閉じなくなったか」

「なにを他人事みたいに……師匠、これじゃこっちの世界とソーディアが完全に繋がったままになるんだぞ！　そしたら、どうなっちまうか……！」

　今でも、巨大な岩盤が落ちてきているのだ。この先、ソーディアの大地の崩壊が続けば、どれほどの破局が訪れるかわからない……！

「もはや、私にもどうにもできない。私にできるのは斬ることだけだ。いや、剣神というものは斬るためだけの存在なのだよ」

「あんたがこれ以上剣を振ったら……どうなるんだ？」

「質問ばかりだな、クロウよ。そんなことは誰だれにもわからない。歴史上、剣神が現れたのはこれが初めてなのだからな」

「……日奈子、セフィは？」

　クロウは、ヒョウカを睨にらみながら背後にいる日奈子に問いかける。

「わからないのです……ケガをしているのかどうかも……」

「くそっ……こんなわからないことだらけじゃ……！」

　クロウは、鞘さやに収めていたルシェの柄つかに手をやった。この尋常ではない状況を、剣一本でどうにかできるわけもないのだが……。

「そうだな、これはすべて未知の事態だ。七十年前にも剣神は現れなかったし、扉の巫み女この暴走もなかった。ふふ、クロウ……ソーディと剣で戦える人間もいなかったぞ」

「この先どうなるか、わからねぇっていうなら……」

　クロウは、ルシェを鞘さや走ばしらせ、中段に構える。

「あんたが剣神なんていう化け物だろうと、俺おれに勝てないって道理はねぇよな！」

「さすがは我が弟子だな。こんなことになっても、心は折れぬか」

「あんだけ鍛えられりゃ、心も──」

「クロー！」

　クロウは、背後からの日ひ奈な子この声に振り向いた。そこでは──

「う、うううう……」

　日奈子が、地面に両膝ひざをついたままのセフィを心配そうに見守っている。

　セフィにはまた変化が起きつつあった。全身を覆うプラチナ色の光はゆらゆらと揺らめき、ヒョウカに斬きられる前と同じ──いや、それ以上のエネルギーが感じられた。

「あ、あああ…………！」

　セフィは自分の両肩を抱いたまま、苦しげにうめいている。やはり、ヒョウカに斬られた傷が痛むのか──

「違う、クロウ。そうではない……」

　まるでクロウの心を読んだように、ヒョウカが言った。

「私は確かに扉の巫女を斬った。剣神の力は、神に選ばれたソーディを超えたはずだ。だが……扉の巫女の暴走するエネルギーは、剣神の一刀にも耐えてその傷を癒いやしている」

「じゃあ、セフィは……って、まずい！」

　クロウたちの上空から、直径十メートル以上はありそうな巨大な岩が落下してくる。ゴオオオッと空気を巻き込みながら、あっという間に地表へと近づいてきて──

「ああああああっ！」

　突然、セフィが絶叫すると、彼女の身体からだから天を突くように放たれたプラチナ色の光が、巨大な岩を打ち砕き──かけらも残さずに消滅させてしまう。

「剣神の一刀は、扉の巫女の一撃を砕いたが……命までは奪えなかったか。ならば……」

「冗談じゃねぇよ」

　クロウは、ルシェを構えたまま一歩前に出た。

「もうこれ以上、セフィを傷つけさせるか……！　この事態を呼んだのは、シルフィ様でダイナストで、桜さくら井い美み月つきだ。けど……決定的な破滅をあんたが呼び込もうとしてる！」

「……だったら、どうするというのだ、クロウ？」

「あんたを斬る。あんたを斬って……すべてを終わらせる！」

　クロウは、腰の後ろに差していた舞まい姫ひめも引き抜き、それぞれの腕で中段に構えた。

　相手は、最強の剣けん士し。そして、最強すら超えた剣神へと到達した、本物の怪物だ。

　勝ち目などあるのか、どうか──

　しかし、セフィを守り、この事態を収束させなければならない。

　ここにはセフィと日ひ奈な子こがいて、扉の要よう塞さい内にはウィニアやイシュトもいるのだ。終わらせなければ、彼女たちが危険に晒さらされる。いや、既に充分すぎるほどの危機に陥おちいってしまっている。

　まずはヒョウカを止めなければ──これ以上、剣神の剣を振らせるわけにはいかない。

　もう、セフィを傷つけさせるものか……！

　戦う以外に、クロウに選択肢はなかった。







　もはや、ラーシュへの怒りすらクロウの中からは消えてしまっている。

　既にクロウの戦いは復ふく讐しゆうではなく、守るためのものになっているのだ。勝手なことだとは思うが、リンネもそれを望んでくれるように思う。

　リンネは、クロウが知る中でももっとも優しい女の子だった。彼女ならば、復讐よりもセフィたちを救うことを望んでくれるに違いない。

　ただし、相手は剣神へと至ったヒョウカだ──

「私を恐れながらも、剣を引かないか。クロウ、勝てない相手とは戦うなと何度も教えてきただろう？」

「あんたに教わったことが多すぎてな。たまに、一つ二つ忘れちまうんだよ」

　クロウは、背中に冷や汗を感じながらも、笑って言った。

　どんな強敵を相手にしても笑えるのも、ヒョウカがその弟子たちに無言のままに教えたことの一つかもしれない。

　いや、ヒョウカの師である大だい剣けん聖せいジルンシェードも最強の宿敵を前にして怯おびえたりはしなかった。剣聖に連なる者ならば、恐れてはいても顔に出してはいけない。

「クロウ……そなたはラーシュに死し剣けん使つかいの娘を斬きられて、無想ムソウを失っていたのだろう。そんな状態で私に勝てると思うのか？」

「よく知ってるな。あんた、見てたのか？」

「今の私は、多くのことが見えすぎるほど見えるのだよ」

「……そうかよ」

　もはや、ヒョウカはクロウの物差しでははかりきれない存在になったようだ。

　しかし、この師は元からクロウの理解の及ぶ相手ではなかったのだから、たいして変わりないとも言える。

「無想はもう戻ってる。あんたとだって戦えるさ。前に、俺おれの無想で斬られたのを忘れたのかよ？」

「そのおかげで、私は剣神の階段を昇り始めた。だが──もう私はあの頃よりもはるか上にいるのだよ」

「俺おれも、あの頃とは違う……」

　クロウは恐れを押し殺して言った。

「セイバーズで戦い、マナカと戦って……それから太たい陽よう教きよう、リンネ、エイジンの左腕をつけたおっさん、サーラ……またマナカと戦って、あいつを斬きって。ラーシュとやり合って、牙きばの道へ入って、アミラルと戦って……リーゼに斬られて、ばあさんの戦いを見て、ソーシャとリドと戦って、またリーゼと戦って……勝った」

「……そなた、よく生きているな」

「これでも、ちょっと省略してんだよ」

　剣神──神となった師にまで呆あきれられるのだから、クロウの戦闘経験は相当に異常なのだろう。自分でも、なぜ生きているのか不思議になってくる。

　だが、それほどの経験があるからこそ、ここにいるとも言える。

　セイバーズで戦っていた頃にリーゼと斬り合っていたら、間違いなく死んでいた。

　クロウが振ってきた剣の一振り一振りが、強敵たちの斬ざん撃げきの一つ一つが、経験のすべてが血となり肉となっている。

「リーゼとの戦いで手に入れた力は、今は失っちまってる。けど……問題ねぇよ」

　クロウは、じりじりとヒョウカに近づいていく。

「一年……いや、もう一年半以上前になるのか？　師匠と戦ったときだって、最初から極めた無想ムソウを使えたわけじゃねぇだろ。あんたと戦いながら、調子を取り戻すさ」

「のんきすぎるな、そなたは。誰だれを前にしているのか、本当に理解しているのか？」

「どうかな……あんたが何者なのか、確かめさせてもらうさ！」

　クロウは駆け出しながら、意識を身体からだの奥へと沈めていく。

　問題なく無想は発動している──ただの無想でも、七しち剣けんとも女王ともなんとかやり合えた。これでも、ヒョウカの実力をはかることくらいは──

「確かめる前に──死なぬとよいな！」

「そいつは、師匠次第だな！」

　クロウは、師と軽口を叩たたき合あいながら──必殺の一撃をぶつけ合う。

　振り下ろしたルシェの一刀が、ヒョウカにかわされる。クロウはすかさず舞まい姫ひめで下から薙なぎ払はらうように斬撃を放つ。殺気も予備動作もない、完全に無になっての一撃──

「…………っ！」

　ヒョウカはまた、動いてもいないように見えたのにあっさりと斬撃をかわしていた。これはクロウの予想どおり。無想といえど、今のヒョウカにそう簡単に通用するとは思っていなかった。

「おおおおおっ！」

　クロウは無想のまま、無になったまま吠ほえた。

　完全な無になるのは、剣を振り下ろすその一瞬だけでいい。まだ、自分の中で怒りが完全には冷めきっていないのを感じている。

　そう簡単に冷めてはいけない。冷めることを後ろめたくさえ思ってしまう。

　自分も意外とまともな人間だった、と苦笑してしまいそうだった。リンネの死を忘れる必要などない。

　だが──リンネの死を抱えたまま、無になりきらなければ。

　そして、リーゼと戦ったときのように〝クロウの剣〟を使いこなさなければ、ヒョウカが相手ではまず勝負にすらならない。

　戦いながら調子を取り戻す、というのは無謀ではあるが本気だった。というより、他に手がない。

「師匠！　俺おれは……あんたに勝つ！」

　クロウは続けて、ルシェと舞まい姫ひめを別の生き物のように操り、次々と斬ざん撃げきを叩たたき込こむ。いずれも完全なる無想ムソウの一撃だった。

「そなたには二刀流など教えた覚えはないのだがな！　いつからこんな技を覚えた！」

「ガキの頃から二刀のマナカともやり合ってただろうが！　四刀流なんてとんでもない奴やつも……いたしな！」

　クロウの斬撃は、一度もヒョウカに当たることはなく、その場でかわされ続けている。

「そうか、アミラルか。奴は冗談のような剣を使う女だったな。四本の剣との戦いは、二刀の修練にはちょうどよさそうだな！」

「危うく死にかけたけどな……！」

　クロウは踏み込みながら、右のルシェを振り下ろし、かわされる前に左の舞姫で脇腹を狙ねらう。二本の剣で挟み込むかのような攻撃だった。

「そこで死んでおけば楽だっただろうよ、クロウ！」

　しかし、またもやヒョウカはその場から動きもせずに二本の刃をかわした。いったいどうやってかわしているのか、見えないどころか理解もできない。

　まったく時間差のない一撃など不可能なのだから、二度の斬撃を身体からだを反らしたり、ひねったりしてかわしている以外にはあり得ないが。

「いや、やはり師である私が引導を渡してやるべきかな！」

「もらえるものはなんでももらうけど、引導はいらねぇな！」

　クロウは再びルシェと舞姫の同時攻撃を繰り出そうとして──片足を引きながら、身体を反らせた。

　ヒョウカの久遠クオン彼方カナタの刃が、鋭く振り抜かれていく。

「くっ…………！」

　かわしたはずの剣から、異常なまでの圧力を感じる。セフィのように、避けてもダメージを与えてくる豪剣ではないのに、全身に響くような痛みが走った。

「どうした、そんなものかクロウ！」

「ちぃっ……！」

　クロウは、今度は防戦一方になってしまう。ヒョウカの振り下ろした剣を、無想による自動防御でかわし、受け流し、距離を取って逃れる。

　しかし、ヒョウカは逃がしてはくれない。一瞬のうちに間合いを詰めてきて、久遠クオン彼方カナタを鋭く振り下ろしてくる。

　止まらない、止まらない、止まらない──ヒョウカの刃は一瞬たりとも止まらずに繰り出され、右から左から上から下からと、必殺の一刀がクロウの身体からだをかすめていく。

「これが今の無想ムソウか……！　あのときよりも、さらに研ぎ澄まされている！　だが……わかっているだろう！」

「…………！」

　クロウは、ヒョウカの斬ざん撃げきを受け流し、ぐぐっと奥歯を噛かみしめた。

　無想は完全に取り戻している。ヒョウカの言うとおり、彼女を斬きったときよりも無想は研ぎ澄まされているはずだ。何度となく実戦で使いこなして、精度は上がっている。

　クロウとヒョウカが振るう三本の剣が、銀色の弧を描きながら何度も奔ほとばしる。甲高い金属音が響き、真まっ赤かな火花が飛び散る。

　この火花は俺おれの命が削られたかけらみたいだ──クロウはそんなことを思った。

　何度も何度も、さらに二人の刃が重なる。ヒョウカの一撃は、とてつもなく強い。

　リーゼベル並みのブレない太た刀ち筋すじに、サーラやアミラルの剣のような重さ。

　ヒョウカも同じなのだ。なんでもないような一振りの剣が、七しち剣けんクラスの必殺技と同等の威力がある。

　これが、剣神にたどり着いた者の力──！

　クロウは、じりじりと後ろに下がっていく。なんとかヒョウカの剣の隙すき間まを縫うようにして無想の斬撃を放つが、彼女の黒いコートにかすりすらしない。

　一方、ヒョウカの斬撃も当たってはいないが、じわじわとダメージを与えてくる。

「なにをしてるんですか、クロウさん！　ペースを乱されてますよ！　あなたは人のペースをかき乱して、自分は平然としているのが持ち味でしょう！」

「……わかってるよ」

　後ろから飛んできたソーシャの言葉に、クロウは二刀を振りつつ答えた。

　こんな大事な局面で、何度も斬り合った天てん剣けんからアドバイスが飛んでくるとは──妙な状況に笑ってしまいそうになる。

　その間も、ヒョウカの弾幕のような攻撃は止やまない。まるで止まるのを恐れているかのようだ。

　もちろん、そんなはずはないが──クロウが戦いの中で力を取り戻そうとしているように、おそらくヒョウカにもこの戦いそのものに目的があるのだろう。

「ぐうっ……くっ！」

　クロウは、ルシェで弾はじき損ねた斬撃を舞まい姫ひめで受け流した。二刀を同時に使っているからこそできる芸当だ。

　二人の間で、一瞬のうちに何度も刃が交錯する。

　お互いに傷は負っていない。しかし、クロウが確実に押されている。

　はっきり言って、ヒョウカの斬ざん撃げきはクロウの視力ではほとんど捉とらえられていない。無想ムソウで反射的に防御しているだけだ。

　無想は、視力以外の五感もフルに使い、斬ざん気きや殺気などにも鋭く反応して相手の攻撃を防ぐ。意識が無になっているからこそ、無駄なく感覚をシャープに研ぎ澄ますことができている。

　だが、それにも限界がある。ヒョウカの剣は速く重すぎる。リーゼをも超えている剣は、防御に集中したとしてもいつまでも止めきれない。

「ああ、でも……やっぱそうなんだな」

「なんだ、なにか面白いことでもあったか、クロウ？」

「さっきのセフィと空の扉を斬きった一撃、〝剣神の一刀〟──あれはそう簡単に出せる技じゃねぇんだろ？」

　クロウは、防御に集中しつつ、ヒョウカの太た刀ち筋すじを注意深く見つめる。

　ヒョウカが繰り出している斬撃は確かに凄すさまじい。それでも、世界そのものを斬るようなあの斬撃には到底及んでいない。

「必殺技というのは、簡単には出せないからありがたみがあるのだよ。これは、そなたには教えていなかったか？」

「そんな当たり前のこと、教えられても困るけどな……！」

　クロウは、ルシェでひときわ強く久遠クオン彼方カナタを弾はじいた。キイン、と高い音が鳴り、互いにわずかに後ろに下がる。

　さすがは大剣聖ばあさんが鍛え上げた剣、剣けん聖せいに受け継がれてきた名剣と刃を合わせても刃こぼれ一つしてねぇ──クロウは、にやりと笑う。

「ははは、この状況で笑うか、クロウ……！」

「自分でも驚いてるさ。師匠、あんたが怖くて仕方ねぇのに。逃げ出したいくらいなのに。なんで俺おれは笑ってんだろうな……！」

　クロウは自分が人間でありながら、生まれついての剣けん士しであるソーディたち以上に、剣に執着していると気づいていた。

　だからこそ、師匠や両親が敷いていたレールに乗ったとはいえ、剣神などというソーディですらおとぎ話と思い込んでいた最強の剣士を目指した。

　どうしようもないバカだからこそ、頂点にたどり着ける。一足先に剣神に届いたヒョウカを前にしても引き下がれない。

「そなたが言うところの〝剣神の一刀〟を使わなくとも、私の力は既にすべてのソーディを凌りよう駕がしている。そなたを斬るには充分すぎる力だ……」

「勝手に決めてんじゃねぇよ……！」

　クロウには斬られるつもりなど微み塵じんもない。

　しかし、ヒョウカを斬れる気もまったくしなかった。ただ彼女の剣を防ぐので精一杯。それも、あとどれだけ受けられるか──

　体力でもパワーでも大きく劣っている以上、強引に劣勢を覆くつがえすことはできない。

　なぜだ、なぜ俺おれは相手が剣神とはいえこうも押されてしまっている──？

　ここで負けたら、セフィが──

　日ひ奈な子こだってすぐそばにいるし、ウィニアやイシュトもここから大きく離れていないはずだ。

　クロウの剣は、リーゼを倒すために生み出した古流コリユウと無想ムソウを超えた先にあったあの剣は、みんなを守るためのものだった。

「そうか──」

　クロウは、ヒョウカの斬ざん撃げきを弾はじき、その勢いを利用して後ろへ下がった。腕だけでなく全身にずきずきと痛みが走っている。

「なにかに気づいた顔だな、クロウ？」

「…………」

　クロウは、なにも答えなかった。

　彼の剣は守るための剣──だが、リンネを救うこともできず、目の前で死なせてしまった。その後悔と怒りが、再びクロウの剣を振るうための障害となっている。

　守るための剣が、無力に終わったことが──太た刀ち行きを鈍らせているのだ。

「いや……ここまでにしたくなったか？　ああ、私はかまわぬ。そなたと斬きり合っているのは、剣神に至ったこの身で強者と斬り合いたかっただけのこと。七しち剣けんや死し剣けん使つかいでもかまわなかったが、どうせならそなたが──私が育てた弟子がよかっただけだ」

「……今の俺じゃ、あんたの期待に添えてないか？」

「そなたは、既に多くの期待に応えてくれた。決して責めたりはしない」

　ヒョウカは、久遠クオン彼方カナタを軽く振って──優しく笑った。

「この戦いそのものが……私のつまらぬ執着の産物でしかない。クロウ、そなたを斬らずに済むならそれでよいのだよ……」

「師匠……？」

　クロウは、師の様子が明らかに変わったことに戸惑う。剣神としての異常な迫力はそのままに、ふわりと柔らかな雰囲気も漂っている。矛盾する二つの性質が、一人の人格に宿っているのだ。

「それこそ、つまらないだろう？」

　すっと、クロウの横を風が通り抜けた──いや、セイバーズ制服に赤いマントを羽織った剣けん士し、ラーシュだった。

「師匠、あなたもそんな弱気なことを言われちゃ困る！　あなたは誰だれもたどり着けなかった剣神へと至った者なんだからさ！」

「ラーシュ……！　斬流ザンリユウか！」

　ラーシュは、愛剣の獣じゆう斬ざんを大きく振るい、ヒョウカは久遠彼方で受け止めた。二人の光こう刃じんがスパークし、まばゆく輝く。

　ヒョウカが獣じゆう斬ざんを押し返し、ラーシュは着地すると、素早く再び斬きりかかった。ヒョウカの動きが、わずかに鈍い。斬流ザンリユウが発動し、強力な斬ざん気きを浴びせているのだ。

「俺おれの斬流も、あなたを斬ったときとは違う！　剣神のあなたで試させてもらうよ！」

「……そなたも、私が導いたその先へと達したか。そして、どこへ向かう？」

「知れたことだろう。あなたと同じところだよ、師匠──！」

　ヒョウカとラーシュは激しく斬り結ぶ。細長い久遠クオン彼方カナタと、分厚く巨大な獣斬が衝突し、衝撃波が発生して周囲を震わせる。

　剣神と、斬流を極めたその先に達したラーシュ──これもまた、ソーディの歴史にはあり得なかった戦いだろう。

　ラーシュは、リンネを斬り、クロウと断絶したことで斬流を極め尽くしている。だが、その彼の剣でも──

「ラーシュ、そなたの剣も私の想像を超えている。しかし、ソーディの限界を超えた私には届かぬ！」

「ぐっ……！」

　ヒョウカの一撃で、ラーシュは軽々と吹き飛ばされてしまう。斬流で動きを封じられていたとは思えない、苛か烈れつな斬ざん撃げきだった。

　吹き飛ばされたラーシュは、クロウのすぐそばで体勢を立て直した。彼の身体からだのあちこちに新しい傷があり、血が流れてきている。ほぼ互角に見えた二人の斬り合いだったが、ヒョウカのほうが押していたようだ。

「やあ、クロウ。俺たちの師匠は厄介だね。追いついたと思ったら、あっさり引き離してくれるんだから」

「……てめぇ、俺に話しかけるな」

「おまえ……ずいぶんつまらなくなったね、クロウ」

「なんだと……！」

　クロウは、ルシェと舞まい姫ひめを握る手に力を込める。

「この結果は俺にも予想外なんだよ。リンネを斬ったのは、おまえの心を折るためじゃない。あくまで、俺の中のおまえへの執着を終わらせるためだった。なのに、おまえがいつまでも後悔と怒りに囚とらわれてるなんてね。正直──がっかりだよ」

「てめぇを喜ばせるなんてヘドが出る……！」

　クロウの中で、激しい怒りの炎が燃え上がる。しかし──それは一瞬で消えてしまう。

　もう怒りを維持する気力もないのか、とクロウは自分に呆あきれた。こんなに気が抜けた状態で剣神ヒョウカにかなうわけがない。

「それでいいさ、クロウ。俺の興味は──もう剣神にしかない。俺のすべてをぶつけられる相手は、あの人くらいだろうからね」

　ラーシュは、獣斬を構え直してヒョウカを睨にらみつける。

「いいや、ラーシュ。もう終わりだ」

　ヒョウカもまた久遠クオン彼方カナタを構え直す。

「もう一度、剣神の一刀を見せよう。今度は、おまえたち二人にな。剣神への踏み台になってくれた、同じく剣神を目指した者たちへの褒ほう美びだ……！」

　ヒョウカから凄すさまじい威圧感が放たれてくる。空気が震え、大地が大きく揺れ始める。空の扉の影響ではなく、神に至った剣けん士しの気迫によるもののようだ──

　彼女の剣に込められた『光コウ』は圧倒的なエネルギーとなり、八やツ首くびの蛇が操った滅びの術法──いや、それを凌りよう駕がするパワーが感じられた。

「俺おれは剣神にたどり着くことが目的じゃなかったけどね……斬流ザンリユウを極め、クロウに勝つことだけが……いや、それが剣神になるってことか」

　ラーシュは、にやにやと笑いながら言う。

　全身から斬ざん気きが溢あふれ出だし、ヒョウカを呑のみ込むほどになっている。クロウだったら、完全に動きを封じられているだろう。

　剣神の一刀──セフィを斬きり、空の扉を斬り裂いた破滅の剣。

　クロウは、意識が遠くなるような感覚を覚えた。もう一度あの剣が振られてしまったら、どうなるのか。

　剣を受けるのが、クロウとラーシュだけならばいい。だが、さっきの剣はセフィだけを狙ねらったものだったはずなのに、空の扉をも斬り裂いてしまった。

「クロー……」

「日ひ奈な子こ……」

　クロウは、聞こえてきたか細い声に振り向いた。日奈子がじっと視線を注いできている。自分の命ではなく、クロウをひたすら気にかけている目だ。

　もちろん、セフィもまだプラチナ色の光を放ちながら呆ぼう然ぜんとしている。

「セフィと日奈子も……失うのか。リンネみたいに……」

　自分の口から出た言葉に、クロウは戦せん慄りつする。リンネを失った衝撃は、今もクロウの心を苛さいなみ続けている。

「ダメだ……それだけは……もうダメだ……」

　クロウは、ふらりと前に出る。

　後悔は、戦いが終わったあとでもできる。しかし、ここでまた大切な者たちを失ってしまえばすべてが終わるのだ。

「絶対に……絶対に死なせるものか……！　だから、リンネ……少しだけ、おまえのことを……忘れさせてくれ……！」

　クロウは、剣を握る両手をぐぐっと固く握り締める。肉が剣の柄つかに強く食くい込み、ぼたぼたと血が流れてくるが、彼はかまわなかった。

「剣神の一刀、やるならやってみろ……！」

　クロウの全身から白い光が立ち昇る。身体からだの奥から『光』を引っ張り出し、全身に巡らせて身体能力を大きく向上させる技──光こう身しんだ。

「ははは、師匠。クロウが戻って来たみたいだよ。あなたが、下へ手たにとんでもない技を使おうとするから」

「だから、別にかまわぬのだよ。これは私にはおまけのような……ただ楽しむためだけの戦いだ。クロウが自分を取り戻したのなら、面白いではないか」

　ヒョウカは、ゆっくりと久遠クオン彼方カナタを振りかぶる。妖あやしく濡ぬれる刃に、光こう刃じんの白い輝きが満ちて、太陽のようにまぶしくきらめく。

「ああ、いいさ……これが剣神ヒョウカと剣を交える最初で最後のチャンスだ。あんたと戦って、セフィと日ひ奈な子こも守る……！」

「そうだよ、クロウ。これで──終わりだ！　剣神への呪のろわれた道に足を踏み込んだ愚者たちの戦いはこの一刀で終わるのだよ！」

　剣神の一刀──世界そのものを斬きり裂く、破滅の刃だ。

「確かに呪われてるな……俺おれが目指してたものは、ここまでの化け物だったのか」

　剣神はソーディアでは救世主でもあったという。これほどの力があれば、おそらくソーディアのエイジンたちをも完全に滅ぼすことができるだろう。

「クロウ、ラーシュ。そなたたちに最後の教えだ。剣の──いや、戦いの極意というものは〝一撃必殺〟なのだよ」

「……なにを当たり前のことを」

　クロウは、師の言葉に首を傾かしげそうになる。一撃で相手を仕留められればそれが最善、というのは当然のことだ。一対一だろうと集団戦闘だろうと、相手が強敵だろうと格下だろうと一刀で敵を斬り捨てるのが理想と言ってもいい。

「そうだ、当たり前だ。だが、剣神への道はその当たり前の極意を目指すことと同じだった。私の、剣神の一刀は望むものすべてを斬る。この私が斬りたかったのは、神に選ばれた最高のソーディ。いや、神が選んだ者が一番強いという私たちの修練を無視するような理不尽な運命というものを──斬りたかったのだ」

「だからといって……セフィが斬られなきゃならなかった理由なんてねぇ……！」

　クロウは、高まり続けるヒョウカからの圧力に抗して一歩前に出た。

「そして、それが俺が師匠を斬る理由になる。もう、誰だれも斬らせない！」

「ならば受けてみよ。終わりの一撃を──そなたの始まりにしてみせよ！」

「そうだ、俺が剣神に届くための──本当の始まりにしてやるさ！」

「はははっ！」

　ヒョウカは高らかに笑って──

　ふわりと踏み込み、大きく振りかぶった久遠彼方を完かん璧ぺきな太た刀ち筋すじ、最高のパワーとスピード、何者をも寄せつけない圧力を放ちながら振り下ろす。

　クロウからまだ五メートル以上の間合いを取っている。だが、剣神の一刀ならばもはや間合いは関係ない。ヒョウカが言ったように、斬りたいと望んだものを斬ってしまうのだから。

「うおおおおおっ！」

　クロウは叫びを上げてから、意識を身体からだの奥底へ沈めていく。

　彼には、七年かけて磨き上げてきた古流コリユウ、その果てに身につけた無想ムソウ、そして大だい剣けん聖せいジルンシェードが年齢による衰えを補うために編み出した体術、瞬しゆん絶ぜつの法という力が宿っている。

　その三つの力を継ぎ目なく発動させる技が、クロウの剣である。

　ヒョウカの剣神の一刀が、衝撃波のように久遠クオン彼方カナタの刀身を離れて飛んでくる。クロウは光こう身しんで駆け出しながら、瞬絶の法で一瞬のうちにその衝撃波と接触する。ルシェと舞まい姫ひめ、二本の刃を交差させて衝撃波を受け止め──

「…………っ！」

　さらに瞬絶の法で無駄なく動きながら、古流の技で衝撃波を受け流そうとする。剣神の一刀はまるで地球がのしかかってきたように重く、それを受け止めた腕から全身に、燃えるような熱が伝わっていく。

　止められない──光身、無想、瞬絶の法、古流を継ぎ目なく発動させた剣でも、剣神の一刀の勢いはまるで殺せていない。

　ここまでが、ほんの刹せつ那な──クロウにはまるで永遠のように感じられたが、一秒にも満たない時間だった。

「斬流ザンリユウ──紅あかく咲け！」

　ゴオッ、とクロウの真横を斬ざん気きのかたまりが通り過ぎていった。その斬気の奔流、斬流は剣神の一刀に衝突し、勢いをわずかに弱める。

「ラーシュ……！」

「よそ見はできないよ、クロウ！　俺おれもおまえも剣神には至ってない。でも──手を伸ばせば届くところまで来たはずだ！」

　ラーシュは獣じゆう斬ざんを振るい、クロウと同じように剣神の一刀の衝撃波を受け止めている。彼のパワーでも抑えきれないらしく、両腕が大きく震えていた。

「この一刀──そういうことか！　俺たちは、この人にだけは斬きられてはいけない！」

　クロウには、ラーシュが突然なにを言い出したのか理解できなかった。自分を斬ってもいい相手など、この世にいるものか。

　それよりも──ラーシュが加わっても剣神の一刀を止められない。だが、既にクロウもラーシュも全力だ。これ以上は──

「……………………っ！」

　全身の肉が裂け、骨が砕けてしまいそうだ。血が燃えるように熱くなり、心臓の鼓動は高く鳴り響いて今にも破裂する勢いだ。

　両手からルシェと舞姫が吹き飛ばないように握り締めているので精一杯だった。

「くううっ……」

　ずきずきと、額ひたいに鈍い痛みが走り出す。一年半前の戦いでヒョウカに斬きられた古傷だ。

　今は、マナカに斬られた傷が交差するように走り、×字の傷跡になっている。

　もうとっくに塞ふさがっている傷なのに、今になって痛み出すとは──

　そのとき、だった。

　心の奥底に沈めた意識の中で──その声が響いたのは。

『クロちゃん』

「…………！」

　つい数分前まで聞いていた、彼女の声だった。聞き間違いではない、幻聴でもない、確かにそこから──自分の胸の奥から聞こえてきた。

『クロちゃん、ボクはここにいるよ──』

「リンネ……！」

　そうか、とクロウはようやく気づいた。

　リンネの命は失われてしまった。クロウは彼女を守ることができなかった。その結果はもう覆くつがえすことはできない。

　だが、リンネは死んでも──彼女の心はまだクロウの中にいる。大だい剣けん聖せいも言っていた。

　死を悲しむな、と。死んだ者たちが託していった想おもいを忘れるな、と。

　リンネが望んだのはクロウの笑え顔がおだった。そう望んでくれたリンネの想いは、クロウの中にいる。

　もう一度、リンネを死なせるわけにはいかない──！

　自分の中にいるリンネを、今度こそ守らなければならない──！

「絶対に、死なせるものかっ……！」

　クロウはさらに強く強く意識を心の奥底へと沈める。同時に、刃に想いを込める。リンネを、セフィを、日ひ奈な子こを、ウィニアを、イシュトを守るための想いを。

　そうだ、もう終わりだ──剣神の一刀、クロウが目指した領域から放たれた必殺の斬ざん撃げきを今のクロウならば、止められる。

　認めたくはなくても、そこにはラーシュもいる。

　なにより、クロウの中に宿るいくつもの想いが彼の剣を加速させてくれる──

「…………！」

　クロウの視界に、幾筋もの白い光が走っていく。

　九きゆう天てん聖せい斬ざんの光──いや、違う。クロウの周囲を流星雨のように通り過ぎていく白い光は、振るべき太た刀ち筋すじを示しているのではない。

「これが……剣神の世界か……！」

　リーゼは、剣神の高みに手をかけたときに白い世界が見えたと言っていた。クロウもまた、その白い世界を垣かい間ま見みているようだ──

　剣神の一刀に耐えているということは、おそらくラーシュも同じものを見ている。

　まだ、最高の高みには届いていない。だが、確かにそこへと向かっている。

「ああああああああああああああああああっ…………！」

　クロウの二本の剣が、ラーシュの獣じゆう斬ざんが、衝撃波を止め、逆に押し返す。

　剣神の一刀を、クロウの剣とラーシュの極めた斬流ザンリユウが打ち砕き──砕かれた衝撃波がその場で天へと昇っていく。

「ふふふ、最後まで面白かったな、私の弟子たちよ……！」

　衝撃波で土砂が舞い上がり、霞かすむ視界の向こうで──剣神ヒョウカの無邪気ともいえる柔らかな笑みが見えた。







　がらん、と音を立ててルシェと舞まい姫ひめが地面に落ちた。

　クロウの両手からは、ぼたぼたと血がこぼれ落ち、全身に耐たえ難がたい痛みが走っている。それでも、膝ひざをつくこともなくなんとか立ったままだ。まだ倒れることはできない。

「師匠……？」

　倒れることができないのは、戦いが続いているからではない。

　驚くほどすぐそばにいるヒョウカが、剣を握り締めたままぴくりとも動かなくなったからだ。

「よくやった、クロウ、ラーシュ。そなたたちは未いまだ剣神に至らぬ身だが、二人の力で我が剣を止めたか。あるいはこれが──私の剣神に至る道の終着点なのかもな」

「師匠、なにを……」

　クロウは、ふらりとよろめくように前に出た。

　横にいるラーシュは動かない。彼は剣を手放してこそいないが、獣斬を杖つえ代わりにして、荒い息を吐いている。

「ふ、ふふふ……ラーシュが気づいたとおりだ。私は、きっとそなたたちを斬きってはならなかったのだ……私のような、死人がな」

　ヒョウカはそう言うと、久遠クオン彼方カナタを地面に突き刺した。それから、不可解な言葉に戸惑うクロウの前で──ゆっくりと黒いコートのボタンを開けていく。

　その下に着ているワンピースの胸元を引っ張り、大きく胸を見せつけてきた。

「それは……！」

　クロウは大きく目を瞠みはった。師の豊かな胸は真っ白で──だが、それ以上に驚くべきものがそこにあった。

　胸に斜めに傷が走っている。古い傷のようにも見え、出血はしていない。

　なぜか、その傷を縁取るように淡く白い光が瞬くように輝いている。

「俺おれが斬った……傷か……？」

　一年半ほど前にクロウがヒョウカと立ち会い、戦いの中で極めた無想ムソウで斬った傷。取り戻した記憶の中にある手応えと一致する傷跡だった。

「そうだ、そなたに斬られた傷。屈辱と、歓喜とともに受けた傷だ。そなたに斬られて、敗北を味わい、同時に剣神に至る道の第一歩を踏み出せた。しかし──」

　ヒョウカは笑いながら、傷をそっと撫なでる。

「あの戦いでそなたが無想ムソウの極みに達したことも意外ではあったが、それ以上のことがあった。クロウ、そなたの剣はあくまで私が剣神に届くための踏み台でしかなかった。無想の一撃が、私を大きく成長させるはず──だった」

「実際、そうなったんだろう……？」

　そして、ラーシュの斬流ザンリユウを受けて、ヒョウカは剣神へと至ったはずだ。すべては彼女の目もく論ろ見みどおりと言える。

「そなたの剣は、私の予想を超えすぎていたのだよ。剣神に至る前に──私の命が消えるところだった」

「命が……？」

「私の術法を、そなたに教えていなかったな。私はソーディア育ちで、ブレイズだ。もちろん術法も使える。それは……」

「自己治癒、だろ……？」

　ラーシュが荒い息をしながら、言った。ヒョウカは片目をつぶって、にやりと笑う。

「ああ、クロウに斬きられた傷は、致命傷だったのだよ……。私はとっさに自分を治癒させる術法を使い、失われようとする命を繋つなぎ止とめた」

　クロウは痛みでまともに回ってくれない頭で、師の言葉の意味を考える。リーゼの術法は他者を癒いやせるが、自分は治せなかった。ヒョウカの術法はその逆だった、ということか。

「いや……きっと、私はもう死んでいた。クロウ、そなたに斬られたあのとき、あの剣は私を超えていたのだよ……私は術法を使い続けたが、傷は癒いえることはなかった。なんとか、死に至るギリギリのところで踏みとどまるのが精一杯だった」

　ヒョウカは、白く光る傷跡をそっとなぞる。

「私の執念は魂をこの世界に留とどまらせ、剣神への道を歩き続けた。我ながら、呆あきれたものだ……」

　ふらり、とヒョウカはよろめくようにして二歩、三歩と進んで……息がかかるほど近くに来た。クロウは、間近にある彼女の顔を見つめることしかできない。

「それでも、私は満足している。幼い頃に夢見た剣神へと至り、最高のソーディを打ち倒せた。そして──目指した頂点に達した私の剣を、私が育てた者たちに止められたのだ。剣けん士しとして、師としてこれ以上の幸せはない……」

「師匠……！」

　クロウは、前に倒れ込んできたヒョウカの身体からだを抱き留める。師の身体は、まるで羽のように軽かった。

「ああ、本当に満足だ……ありもしないと言われた存在を目指した私の人生に、こうして意味が生まれてくれた……我が師、永と久わ、義よし友とも……それに……」

　ヒョウカはクロウのコートの襟元に顔を寄せるようにする。

「マナカの匂いがする……あの子のコートか……？」

「わかるのか……？」

「ふふ、なんとなくで言ったが……当たるものだな。こちらの世界に連れてきてしまったマナカにも報いることができただろうか……。いや、それは訊きいてみればいいだけのことか。もうすぐ……会えるのだからな……」

「師匠、あんたは……！」

「言っただろう、私は死んでいたのだ。既に術法で命を繋つなぐことも限界だ。剣神の一刀を二度放てただけで奇跡だった。そなたが、そなたたちがいたから奇跡の剣を二度も放てたのだ。予想を超えることというのは、いくらでもあるものだな」

　ヒョウカは、クロウの前髪をかきわけ、そっと傷跡に触れてきた。

　古傷の痛みが──嘘うそのように消えていく。

「今となっては、すべてが愛いとしい……去っていった者たちも、私が失ったものも、すべて。だが、もっとも愛しいのはそなただ……剣神への道にもっとも深い縁えにしを持つそなたがいてくれて、私の人生は……本当に幸せだった……」

「師匠……」

「ふふふ、語りすぎてしまったな……さらばだ、クロウ。ラーシュ、そなたもな……。まだ終わってはいないが、それを見届けるのは私の役目ではない……」

　ヒョウカはそこまで言うと、クロウから離れて後ろによろめいた。













　そのとき──上空の第一の扉から、一筋の光が差し込んできた。まるで狙ねらい撃つようにヒョウカに直撃すると──

「さらばだ、ともに剣神を目指した者たちよ。愛いとしき弟子たちよ。愛しき世界よ。剣に生き、剣に終われた……もうなにも、望むものはない……」

　光の中に、ゆっくりとヒョウカの姿が消えていく。

　かつてソーディアから現れ、最強の剣けん聖せいの称号を手にして、多くの者を巻き込みながら剣神へと至った剣けん士しは──その人生を終わらせ、去っていこうとしている。

　クロウは、ただ黙って光の中の彼女を見つめていた。母親のような、姉のような、そして恋人のようでもあった女性。クロウは確かに、彼女の剣に恋をしていた。

　その恋は、今──完全に終わった。

「さようなら、師匠……」

　クロウのつぶやきとともに、ヒョウカの姿が消えてしまう。

　最後の表情は──やはり笑え顔がおだった。強い剣士たちはみんな、笑顔とともに去っていく。

　そして、クロウが見てきた中でも、ヒョウカの笑顔はもっとも透き通っていて──綺き麗れいだった。

　地面に差し込んできた一条の光は、不意に消えた。空の扉から差してきた光は、地球とソーディアを繋つなぐ道でもあったのだろう。

　そうだ、ヒョウカはきっと帰ったのだ。自分が生まれた世界へ。剣神となるためにこちらの世界へ来て、すべてが終わり、故郷へと帰って行った。

　それもまた、幸せなことだったのだろう……。

　ヒョウカが立っていた場所には、彼女の愛剣、久遠クオン彼方カナタが突き刺さっている。

　それは、まるで剣神ヒョウカの墓標だった──






　　　　３章　剣神の継承者






　扉の要よう塞さいの中心部近く、空の扉の真下は再び荒れつつあった。

　空からは稲妻が落ち、大地は激しく震動し、巨大な亀き裂れつがあちこちに走っていく。

　さらに、金色に輝く空の扉からソーディアの岩のかけらが次々に落下してきている。

　剣神ヒョウカの存在が、この周囲を守っていたのかもしれない。彼女の消失と同時に、混こん沌とんは深まりつつあった。

「日ひ奈な子こ……！」

　クロウは、取り落としていたルシェと舞まい姫ひめを拾い上げ、走り出す。

　ヒョウカの死もまた、クロウの心に大きな穴を開けてしまった。しかし、今は悲しみに浸ひたっている余裕はない。

　死に囚とらわれていては、生きている大事な者まで失ってしまう。

「クロー……」

　日奈子は無事だった。すぐそばにソーシャが立っているところを見ると、彼女が護衛についていてくれたらしい。未いまだソーシャはなにを考えてるのかわからないが、彼女も無用に冷酷ではないのだから、戦闘力を持たない日奈子を守るくらいはしてくれたようだ。

「クロー、ヒョウカが……」

「……最後までとんでもない師匠だったよ」

　クロウは、日奈子に笑いかける。彼女は、クロウが師を失ったことを悲しんでくれているのだろう。

　その優しさに甘えて、涙を流せればどれほど楽か。しかし、楽になるにはまだ早い。

「それより、ここはもうまずい。こんな状況じゃ、日奈子を守りきれない」

　いくらクロウが剣神の一刀にも耐えたとはいえ、落雷を受けたり地面の深い亀裂に落ちたら助からない。彼は、どこまでいっても人間なのだ。

「いいえ、クロー」

　日奈子は、小さく首を振って。

　その身体からだに、黄金の光をまとい始めた──

「日奈子……」

「第一の扉を開いたときと同じ、〝結界〟なのです。だいぶ危なくなってきたので、使えるようになったようです」

「……相変わらず、非常時にならないと力が使えないんだな」

　日奈子の術法封じや『光コウ』の封印、空の扉の開閉などは、常に危機的な状況で発動していた。

「クローも、いつも追い込まれてやっと勝ててるのです」

「……返す言葉もないな」

「わたしには、この結界があれば大丈夫なのです。だから、始めます」

「始めるって……まさか」

　クロウは、はっとして空を見上げる。

　剣神の一刀によって封印を解かれた第一の扉──〝黄金の扉〟と呼ぶべき異空間ゲートは圧倒的な存在感とともに空にある。二つの世界を完全に繋つなげる、永遠の扉だ。

「まだあれを──黄金の扉を閉じる気なのか!?」

「扉の真下、私のお姉さんが死んだあの場所まで行かなければいけませんでしたが、第一の扉が大きく広がったおかげで……ここからでも、扉に干渉できるのです」

「……本当に、やる気なんだな」

　ヒョウカやシルフィの登場のせいで、うやむやになってしまっていたが、クロウはもう日ひ奈な子こに無む茶ちやをさせたくなかった。

　それに、今は──

「剣神の一刀で二つの世界は繋がった。さっきまでとは状況が全然違う。師匠も言ってただろう。もう、日奈子の力でも扉を閉じることはできねぇ」

　日奈子が扉を閉じる術を使っても、最悪の場合は──術に失敗し、彼女の命が失われることになるかもしれない。それでは、無駄死にだ。

「閉じます」

「なに……？」

「クローは、わたしたちを守るために戦ってくれました。わたしだって、クローやみんなを守りたいのです。扉を閉じないと、ソーディアの大地そのものが落ちてくるかもしれません。エイジンもいっぱい出てきます。みんなが……危険になってしまうのです。でも、みんながどれだけ強くても扉を閉じることはできません。それができるのは……わたしだけなのです」

「だから、命を懸けるっていうのか……？」

「はい」

　日奈子は、にっこりと微笑ほほえんだ。

　だいぶ笑うようになってきたとはいえ、ここまで彼女が明るい笑え顔がおを見せたのは初めてのことだった。

　その笑顔に、クロウは──もう反論することができなくなってしまう。

「……危ないと思ったら、いつでもやめろ。みんなっていうのは日奈子が含まれてるんだからな。絶対に……絶対に死ぬな」

「わたしは、やっと外の世界を知り始めたばかりなのです。まだまだ、知らないことがたくさんあります。知るためにも……死ぬ気はちっともないのです」

「ああ……」

　クロウは、日奈子の身体からだをぎゅっと抱きしめて。黒髪に顔を埋め、彼女の甘い香りを吸い込んで。













　それから、ゆっくりと日ひ奈な子この身体からだを離した。

「俺おれも死ぬ気はない。誰だれも死なせる気もない。まずは……あのお姫様を助けてくるか」

「相手は手て強ごわいのです。気をつけて」

「ああ」

　クロウと日奈子は互いに笑い、さっと背中を向け合った。

「セフィを止めれば、黄金の扉にも変化が起きるかもしれません。あの扉を大きく開放するエネルギーを注いだのはセフィなのです。だから……」

「ま、今はできることはなんでもやるべきだな」

「わたしは、〝祈り〟に入ります。精神を集中させて、術を使う準備を進めるのです」

「日奈子も……気をつけろよ」

　クロウには、それだけしか言えなかった。扉を閉じようとする日奈子の意志は、変えられない。彼女には戦う力はなくても、意志の強さでは七しち剣けんにも負けていない。

「こんな身体ですが、桜さくら井い日奈子さんの身くらいは守ってみせますよ。扉が閉じる前に、向こうに行かせてもらいますけどね」

　すぐそばにいたソーシャが、閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを構えながら言った。彼女の消耗も相当なものだ。本来なら立っているのも辛つらいに違いない。

「ソーシャ、あんたとはいろいろあったけどよ……自分の身も守ってくれ。あんたは、セフィの友達だからな」

「……友達」

　ソーシャはきょとんとして繰り返してから──こくりと頷うなずいた。

　クロウは、まっすぐにセフィのほうへと歩いて行く。彼女はプラチナ色の光を輝かせながら、座り込んでいる。

　剣神の一刀で斬きられた傷がほぼ消えつつある。あれが完全に消えたとき、今度はどうなるのか──それを確かめる前に、セフィの心を取り戻さなくてはならない。

「でもさ、俺おれは思うんだよ」

「……ラーシュ」

　クロウの前に、ゆっくりとラーシュが立ち塞ふさがった。獣じゆう斬ざんを肩に担いでいる。彼もかなり消耗しているようだが、目の輝きは少しも衰えていない。

「師匠の剣を──あんなとんでもない剣を知ってしまった俺たちが、誰だれと戦えば満足できるのかなって。あの人は幸せに逝ったけど、俺たちはどうすればいいんだろう？」

「そうか、ラーシュ」

　クロウは多くを訊きかなかった。兄弟弟子がなにを言いたいのか、当然わかっている。

「まだ物足りないってか。さっきの師匠の一刀、なかなかしんどかったけどな」

「そうだよ、それなんだよ、クロウ。世界を斬り裂くほどの剣を止めておいて、〝しんどい〟なんて言葉で済ませるようなおまえが好きだったんだ」

「これ以上、告白される相手が増えると厄介だな。もうおまえとは剣を交えるのも嫌なくらいだしな」

「そうじゃなきゃ困る。まあ、今さらクロウに許されたところで、完成した俺の斬流ザンリユウが綻ほころぶことはないけどね」

「俺も自分の剣を取り戻した。〝真の無想ムソウ〟とでも言っておくか」

「古流コリユウと無想と瞬しゆん絶ぜつの法をまとめて一つの技に、か。とんでもないことをやらかすね、おまえは」

「単純な技ほど強いもんさ。おまえの斬流のシンプルさが羨うらやましいよ」

　クロウの古流も瞬絶の法も緻ち密みつさが要求される技術だ。一つのささいな失敗が、命取りになってしまう。それに比べれば、斬ざん気きで相手を呑のみ込むだけの斬流は失敗するほうが難しい。

「俺はセフィを助けたいだけだ。けど……おまえは邪魔をするんだな、ラーシュ」

「おまえがそれを望むのなら、前に立たせてもらうさ、クロウ」

　兄弟弟子の二人は、ほんの三メートルほどの間合いを置いて睨にらみ合あう。

「俺はもう、ただ斬るための存在だ。だけど、斬る相手としては七しち剣けんも死し剣けん使つかいも不足だ。師匠のあんな剣を見てしまってはね。それに──」

　ラーシュは唇の端を歪ゆがめて笑う。

「クロウ、おまえも踏み込んだんだろう？　白い世界の一部を覗のぞいたんだろう？　おまえにもわかっているはずだ、あれこそが──」

「剣神の高みに手をかけた……ってことか。ああ、そうなんだろうよ。俺おれは」

「俺たちは──」

　クロウはルシェと舞まい姫ひめを、ラーシュは獣じゆう斬ざんを中段に構え──

「「剣神の継承者だ」」







　ディースシーズを一いつ閃せんさせ、ウィニアは中型エイジンの首を勢いよく跳ね飛ばした。

　返り血をかわしながら、次の獲物を視界の中で探し求める。

　だが──

「ほとんど、片付いた、ですか」

「……どうやら、そのようだね」

　すぐ近くで戦っていたイシュトも雷狼牙ライロウガを軽く振って血を払っているところだった。

　彼女の周りにも、中型や小型のエイジンの死体が何体も転がっている。

　ソーディアからのエイジンたちの出現も止まったようだ。あちら側でも世界中の大地に扉が開いただろうが、その近くにいたエイジンが打ち止めになったのだろう。

　ウィニアは、ディースシーズを握っていた右手をだらりと下げて息をついた。

　中型エイジンまでなら一撃で仕留められるウィニアでも、ダメージを負ったこの身体からだでは一体倒すだけでも消耗が激しかった。

「しかし、状況は悪化してるな。この地震に、空からは雷だの妙な光だのが降ってきて、これじゃまるで世界の終わりだ」

「終わりません。あそこ、クロウ様、セフィさん、日ひ奈な子こさん、います」

　ウィニアはクロウたちがいるはずの方向へ目を向ける。地形がさらに変わってしまい、彼女がいるこの場所からはよく見えない。

「イシュトさん、そろそろ、クロウ様たちのところ、戻りましょう」

「そうだな。シュナークたちは、もっと安全なところへ」

　イシュトは、ちらりと視線を横に向ける。

「そうさせていただきますわ。ふー、戦わなくていいのは楽でよろしいですわね」

「あと、ＴＶとネットがあれば言うことない～」

　絶ぜつ剣けんシュナークと竜りゆう剣けんリドは、膝ひざほどの高さの岩場に座り、のんびりと戦闘を見物していたのだ。

　もちろん、シュナークの腕にはリンネの身体が抱かれている。

「ただ、戻るのはおすすめしませんわ。状況が悪化している原因は、おそらくクロウさんたちにありますもの。戻れば、なにが起きるかわかったものではありませんわよ」

「だから、行くのです。私、足手まとい、なるかもしれません。でも、クロウ様の盾、なることくらい、できます」

「……少年はそんなことは望まないだろう」

　ウィニアの言葉に、イシュトがぼそりとつぶやいた。

　そう、ウィニアもそれはわかっている。だが、できることがあるなら、居ても立ってもいられないのだ。

「行きましょう、イシュトさん。クロウ様の──」

　ウィニアは言いかけて、素早くディースシーズを構え直した。

　エイジンの死体が積み重なるその向こう、まだ木々が生い茂っている場所から何者かが近づいてくる。

「おやおやあ？　なんだ、ずいぶんとお揃そろいだなあ」

「スイサーラ……！」

　イシュトもまた、雷狼牙ライロウガを構え直して戦闘態勢に入る。

　死し剣けん使つかいスイサーラ。戦いを終えて去ったはずの彼女が、また戻って来ている。いったい、なぜ──

「あー、そう警戒しなくていいさあ。サーラは戦うつもりはないから。女王のためでもクロウを襲うためでもないのに戦うほど、戦闘狂じゃないんだよ」

「……だったら、どうしてです？」

　ウィニアは警戒を解かずに言った。この死剣使いはなにをしでかすか、わかったものではない。それに間違いなく、負傷し消耗しているウィニアや七しち剣けんたちより強いのだから。

「悪いけど、説明する暇もないのさあ。ちょうどよかったしね。ほら、いたよ」

　サーラは後ろを振り向いて言った。サーラが現れたのと同じところから、小柄な少女が現れた。

　薄手のキャミソールの上に白衣を羽織っているだけという、ずいぶんと寒そうな格好だ。キャミソールの胸元からは包帯が覗のぞいている。

「女王……いや、リーゼ……か？」

「はい」

　イシュトの質問に、小柄な少女──リーゼはきっぱりと答える。

　どうやら彼女はブレイズの女王リーゼベルではなく、クロウがよく知る医者のリーゼという少女らしい。

「細かいことを説明している時間はありません。絶ぜつ剣けんさん、その子をゆっくり地面に下ろしてください」

「……リンネさんのお身体からだは、クロウさんに預けられたものでしてね。あなたが何者であろうと、ご指示を受ける理由はありませんわ」

　シュナークは、座り込んだまま身動き一つせずに言い切った。

「これはお願いです、絶剣シュナークさん。今でなければ──」

　リーゼは、シュナークを恐れもせずにまっすぐに歩いて行く。彼女のすぐ前に立つと、屈かがみ込こんで、持っていたカバンを地面に置いた。

「……なにをする、つもりですか？」

　ウィニアは、リーゼから伝わってくるただならぬ雰囲気に息を呑のみながらも、訊きかずにはいられなかった。

　彼女は女王ではなく、今はただのブレイズのはずだ。いったい、なにができるというのか──

「私は医者です。やることは、一つしかありません」

　リーゼは、リンネの頬ほおにそっと手を添えて──ゆっくりと言う。

「リンネを──救います」







　荒れる空からは稲妻と、空の扉から降り注いでいる幾筋もの黄金の光が、槍やりのように落ちてきている。

　雷はもちろん、黄金の光も直撃を受けたらどうなるかわからない。

　さらに地面は激しく揺れ続け、巨大な亀き裂れつがいくつも走り、底も見えないはるかな奈な落らくとなっている。

　キィン、と金属音が鳴り、三本の刃が交錯する。

「へえ、古流コリユウも冴さえてるじゃないか、クロウ！」

「おまえの剣さばきもだいぶ変わったな、ラーシュ！」

　距離を開けながら、クロウとラーシュは言葉をぶつけ合う。

　二人は、扉の要よう塞さい内を走り回り、剣を振るうタイミングを見計らっている。

「しかし、これは斬きり合うには最悪の状況だね。こんな雷が落ちてくる中で剣を振るうだけで自殺行為だ」

「死にたくねぇなら、さっさと逃げろよ、ラーシュ」

　クロウは中段に構えたルシェと舞まい姫ひめを下ろそうとしない。もちろん、落雷が続いている最中に金属の剣を振るう危険性など百も承知だ。

　ラーシュのほうも、自殺行為などと言いつつも、同じく剣を下ろす気はなさそうだ。

「…………っ」

　クロウは地面の亀裂を飛び越え、着地しつつまだ走り続ける。ただでさえ、扉の要塞内は地面が起伏に富んでいるのに、この上あちこちにひび割れがあってはまともに歩くこともできない。

　だが、クロウもラーシュも足下などろくに見もせずに走っている。

　落雷といい、亀裂といい、気にもしていないというのは正気ではない。

「あああっ！」

「うおおおおおっ！」

　クロウとラーシュは突如として間合いを詰め、また剣をぶつけ合った。クロウの古流はラーシュの剣を受け流し、それでも勢いを殺しきれずに後ろに飛ばされる。

「なんで、俺おれたちが、戦ってるんだろうな！」

「わかってたはずだよ、クロウ！　俺おれたちがこうなるってことは！」

　続けて三度刃を合わせ、また二人は距離を取った。一瞬での攻防は完全に互角。どちらも傷一つ負っていない。

「俺は、こうなることはわかってたよ。ずっと前──クロウと出会った頃からね」

「そりゃ遡さかのぼったもんだな……」

「いや、ちょっと違うか。最初の最初は──師匠がおまえを二人目の弟子だって連れてきたときはすぐに死ぬだろうなと思ってた」

「ま、人間を弟子にするなんて、とんでもねぇ酔狂だからな」

　正確には、クロウはラーシュの弟おとうと弟で子しにあたる。ただし、入門したのはラーシュが半年ほど早いだけなので、二人ともほぼ同期の弟子だと認識している。

　その兄弟弟子が、出会ったばかりの頃にお互いをどう思っていたか、などクロウはほとんど気にしていなかった。

　ラーシュというソーディの少年が、人間であるクロウに差別意識を持っていなかったことに驚いたくらいだ。

　四よん将しよう家けの息むす子こという最高の身分にあるラーシュは、底辺の身分などどうでもいいのかと思っていた。だが、実際は──ラーシュは他人を身分で見ていなかったのだ。

　彼は幼い頃から魔性の剣けん士しなどと呼ばれ、身の置き所がなかった。四将を継ぐことなど興味のかけらもなく、彼にあるものは剣だけだった。興味があるとすれば、生まれ持った剣の力をぶつけられる相手だけ。

　その相手として剣けん聖せいヒョウカなら、申し分ない。だから、ラーシュを面白がって弟子にと申し出てきたヒョウカの話に乗ったのだ。

「でも、クロウは死ぬどころか、あっという間に俺に追いついてきたっけ。古流コリユウなんて面白い剣と毎日立ち会えたからこそ──今の俺がある」

「師匠は俺とおまえが常に同レベルになるように育ててた。毎日、同じ実力、同じ速度で成長する相手と斬きり合ってりゃ、そりゃ強くもなるだろうよ」

　そのとき、ドドンと空気を震わせる凄すさまじい轟ごう音おんを響かせ、近くにあった大木に雷が落ちた。木は真ん中で割れながら、クロウとラーシュのほうへと倒れ込んでくる。

「クロウっ！」

「ラーシュっ……！」

　二人の少年は、倒れてくる木にも目もくれず、剣を打ち合わせる。火花が散り、二つに割れて倒れてきた木の隙すき間までまた互いの剣をぶつけた。

　クロウとラーシュはすれ違いながら、燃え上がっている木を乗り越えて、再び距離を取った。

「そして、今こうして斬り合えてる。そうだ、やっぱりおまえだったんだ。俺には、師匠とクロウしかいなかった。その師匠は──もういない。あの人の剣を止めたって、まるで勝ち逃げされたような気分だよ。不完全燃焼だ──」

「ああ、俺おれにもおまえだったんだな」

　クロウは、ルシェと舞まい姫ひめを油断なく構える。

「俺はさ──もう誰だれにも死んでほしくなかった。春からこっち、あまりに多く死にすぎたからな。敵にすら死んでほしくなかったよ。リーゼも……殺したくなかった。だから最後の最後で、あいつを斬きれなかった」

「まさか、不殺ころさずを気取るつもりじゃないよね、クロウ？」

「そのつもりだったかもな……けど」

　クロウは、なぜかおかしくなってきて──思わず口元に笑みを浮かべてしまう。

「おまえだけは別だ、ラーシュ。だから──そろそろ、やるか？」

「そうだね──準備運動はこのくらいだ」

　ラーシュも笑い、肩に羽織っていたマントを外す。吹き荒れる風に乗って、マントはあっという間に飛んでいった。

「ああ、やっとそいつを外してくれたか。正直、いつ『似合わねぇ』と突っ込んでやろうかと思ってた」

「ソーディだって寒いものは寒いしね。けど、身体からだはだいぶあたたまったよ。それに──俺も一応、剣けん聖せいなんでね。見た目の威厳ってものが必要だったのさ」

「剣聖か……忘れちまってたよ」

　ヒョウカが大だい剣けん聖せいジルンシェードから受け継いだ剣聖の称号は、今はラーシュが継いでいる。

「俺も剣聖なんてどうでもいいさ。今の俺は、剣神の継承者だ」

「…………っ！」

　クロウは、さっと身構える。

　ラーシュの身体から、斬ざん気きの奔流──斬流ザンリユウが放たれている。クロウの全身が固まるようにして、まともに動かなくなってしまう。

「師匠がいなくなって、残されたのはクロウ──おまえだけだ。俺をその気にさせるのは、もう一人の剣神の継承者だけってことさ」

「そうだな……どっちが真の継承者か決めるか」

　クロウは、ゆっくりと一歩を踏み出す。

　斬流は、その名のとおり、〝流れ〟だ。常に一定の強さで斬気が放たれているわけではない。斬気の奔流の中には、強い流れも弱い流れも、複雑に混じっている。

　クロウは、意識を奥底へと沈めていく。

　無想ムソウでほぼ自動的に斬流の弱い部分を見つけ出して、その隙すき間まを縫うようにして歩く。

「俺たちが斬り合う理由なんて、それで充分だよ。いや、俺には理由なんていらない」

「俺には充分な理由がある。いや、憎しみで戦っても──リンネは喜ばねぇよな」

　クロウは、さらに進んでいく。ルシェと舞姫を握った両手をだらりと下げ、まっすぐに宿敵へと向かって。

「だから俺おれは憎しみでおまえを斬きらない。ただ、俺が目指したもの──剣神にたどり着くために戦う！」

　ラーシュの間合いに入る直前で、クロウは足を止めた。

「師匠は剣神に至るために、俺とラーシュの剣を必要とした。俺たちは、既に剣神の一刀を知ってる。剣神の世界も見ちまった。だから、足りないものはあと少しだけ。剣神に届くには、あと少し。それが──おまえを斬ることだ」

「ああ、たぶんそうなんだろうね。俺もそう思うよ」

　クロウが言っていることには、はっきりした理屈などない。だが、剣神に至ったヒョウカもクロウの無想ムソウとラーシュの斬流ザンリユウを必要としたことに、正しい理屈はなかったはずだ。

　直感に従い、古流コリユウを経て無想を育て、その使い手であるクロウとともにラーシュを育てた。

　その二人の極めた剣を受けることで、剣神へと至った──

　クロウも直感している。自分に足りないものが、なんなのか。足りないものを埋めるには、ラーシュを斬ること。

　同じく剣神の領域を垣かい間ま見みたラーシュと斬り合い、倒すこと。

「ここからだな、ラーシュ。これが俺とおまえの──剣神を目指したバカの、最後の戦いだ……！」

「そう、これですべてが終わる……！」

　ラーシュは斬流を放ちながら駆けてくる。跳躍し、振り下ろしてきた獣じゆう斬ざんの一撃を、クロウは無想で受け流し、即座に反撃を加える。

　喉のどを狙ねらった一撃を、ラーシュは軽くかわして今度は獣斬を薙なぐように払ってくる。

　クロウは無になりながら、獣斬の刃をギリギリでかわし、さらに踏み込む。

　二人の刃が重なり、激しい火花が散った。

　剣神の継承者の戦いは、ここからが──本当の始まりだった。







　リーゼは、カバンから取り出した聴診器をリンネの胸に当てた。

　血まみれのセーターとブラウスをめくり上げていて、リンネの白い肌があらわになっている。

　流れ出た血は、傷口を確かめるために既に拭ふき取ってある。細かい傷がいくつもあったが、ほとんどが塞ふさがっていた。

「…………」

　リーゼは、耳に全神経を集中させる。彼女に戦闘能力は皆無だが、ブレイズなのだから身体能力も感覚も鋭い。

「どうなのかなあ、リーゼ？」

「……黙ってください、スイサーラ」

　リーゼはそばで屈かがみ込こんでいるサーラに答える。

　イシュトとウィニア、それにシュナークとリドもいる。四人とも、微み塵じんも油断していない。もしリーゼとサーラが妙なマネをしたら即座に対応する構えだ。

　もっとも、リーゼはたとえ斬きりつけられようと処置を中断するつもりはない。事態は一刻を争うのだから。

「……ダメです。心音、確認できません」

「そっか……」

　リーゼが言うと、サーラもそれに応えて淡々とつぶやいた。

　サーラにとっては、リンネは死し剣けん使つかいの仲間であり、剣の教え子でもある。あるいは、この場でもっともリンネの生存を願っているのが彼女かもしれない。

　リンネのまぶたを開かせ、ペンライトで瞳どう孔こうを確認。さらに、口元に耳を当てて呼吸音も確かめる。

「……心停止、呼吸停止、瞳孔散大。ですが……」

　リーゼは、剥むき出だしにしたままのリンネの胸に触れた。

　背中も深く斬り裂かれているが、致命傷はこの心臓への一撃だ。

「スイサーラ、あなたはこの傷をどう見ますか？」

「見事だねえ」

　サーラは、きっぱりと言い切った。

「ただ刺しただけに見えるけど、鮮やかな手際だよ。死剣使いの能力を取り戻してたリンネの心臓を、ここまであっさり貫けるのは七しち剣けんか──それ以上の使い手じゃなきゃ無理だろうねえ」

「即死する傷だと思いますか？」

「間違いなく。もって数秒だろうねえ」

「そんなこと、ないです！」

　そう叫んだのはウィニアだった。消耗しているためか、ふらふらしながら近づいてくる。

「リンネさん、刺されたあとも……クロウ様、話してました。頑張ってました！」

「……信じられないなあ。死剣使いには一瞬で傷が癒いえる回復力があるけど、致命傷には効果がない。この傷は間違いなく致命傷だよ」

　サーラは、再び淡々と語る。決して気分のいい話ではないだろうから、あえて感情を殺しているのだろう。

「リンネは死剣使いの能力を取り戻していたのですよね。もう女王もいないのに、どうして能力が戻ったんでしょうか？」

「リンネさん、生きるために──クロウ様と生きるために、また強くなりました！」

「……そうですか」

　また口を挟んできたのはウィニアだった。リンネとはそう長い付き合いではないだろうが、ずいぶん彼女を想おもっているようだ。このソーディアからの来訪者は、心優しい女の子なのだろう。

「リーゼ、リンネは……死んでるんだろう？」

「いえ、スイサーラ。他の誰だれにもわからなくても……医師である私にはわかります」

　リーゼは、リンネの胸に右手の指先を当て、すうっと撫なでる。

　彼女の身体からだが生命活動を行っているとは思えない。だが──




「かすかに──本当にかすかにですが、『光コウ』を感じます」




「……本当に？」

　サーラの小さな声が聞こえたが、リーゼは答えずに指先に神経を集中させる。

「リンネは生きるために死し剣けん使つかいの能力を取り戻したんでしょう。だから、刺されても彼女の身体は死剣使いの能力を生命維持に費やしたはず。刺された傷は塞ふさがってませんが、破壊された心臓は修復されているのでは──」

　リーゼは、伝わってくる『光』を確かめながら言った。

　開胸して心臓を確かめる手もあるが、設備もないここでメスを入れるのは危険だ。

　ならば、できることは一つ──

「女王……あなたがもういないことはわかってます。でも……私はあなただったはず。だからお願いです、力を貸して……！」

　リーゼはリンネの胸の傷に手のひらを当て、精神を集中させる。

　彼女の術法は、触れることで傷を回復させる能力だ。かすり傷くらいなら瞬時に治せるが、深い傷は何日もかかることもある。

　しかし、リンネの傷には時間をかけていられない。傷を癒いやして生命活動を再開させなければならない。

　今、『光』を感じる以上、か細くともリンネの生命は保たれている。

「うううっ……」

　リーゼは精神を集中させて、リンネの傷に術法の力を注いでいく。

　これでも蘇そ生せいできる可能性は、一割もない。リーゼの医者としての冷静な判断だった。

　その確率を少しでも上げるために、女王の力がほしい。彼女の術法は、重傷も瞬時に治してしまうほど強力だった。

　リーゼはさらに集中を高め、治癒の術法に意識を没頭させていく。







　クロウの周囲は完全な無だった。

　対して、ラーシュの周囲には斬ざん気きが満ちて、空気が圧縮されていくかのようだ。

　人間とソーディ。

　一方は意識まで無になるほどに自分を消し、もう一方は斬気を物理的な力にまで高めている。

　なにもかもが対照的な二人だった。そんな二人だからこそ──戦うことは、運命だったのだろう。

「あああああっ！」

「おおおおおおっ！」

　クロウとラーシュは吠ほえ、剣を交える。むろんクロウのほうは剣を振る瞬間はすべてを無にしているため、声も出ていない。

　しかし、今のクロウが自分を無にするのは、本当に剣を振る一瞬のみだ。常に宿敵の目を見据え、意志を剥むき出だしにしている。相手を敵として認め、斬きろうという意志だ。

　言うまでもなく、常にラーシュは斬ざん気きを放ち続けている。一切の手加減などなく、クロウを斬ることにためらいはない。

「…………っ！」

「くっ……！」

　ルシェがラーシュの右手首の袖そでを斬り、獣じゆう斬ざんがクロウの襟元を斬った。いずれの斬ざん撃げきも浅い。服を斬っただけで、皮膚にも届いていなかった。

　ドン、と音を立てて地面が揺れる。二人の足下がぐらついたが、どちらもまったく気にもせずに、さらに踏み込み、剣を振るう。

　ビュンビュンと音を立て、刃が互いの身体からだをすり抜けていく。もう、何度も刃を重ねているにもかかわらず、一度たりとも剣が当たっていない。

「ふふ、これは厄介だね。おまえと真剣勝負をするのは──これで三度目か」

「一度目は、試合のはずが、おまえが勝手に死合にしたんだろうが」

　クロウは、ラーシュを睨にらみながら言う。

　二人の一度目の戦いは、大だい剣けん聖せいジルンシェードが孫弟子の実力を確かめるために、ラーシュをけしかけてやらせたものだった。むろん大剣聖は殺し合いをさせるつもりはなかったが、ラーシュは本気になり、クロウもそれに応えてしまった。

　二度目は二ヶか月げつ前。ヒョウカと再会した直後、クロウはラーシュと立ち会い、彼を圧倒した。そのときのあまりの実力差が──今日きようの事態を招いたのかもしれない。

　ラーシュは絶望し、クロウとの実力差を埋めるために訓練し、ウィニアを傷つけ、そして──リンネを斬ったのだ。すべては斬流ザンリユウを極め尽くすため。

　これが三度目にして、最後──

「クロウ、俺おれたちは七年ともに修行して、セイバーズで戦い、三度の真剣勝負をしてる。お互いのことはすべて知ってる」

「どんなに進歩しても、新しい技を身につけても、クセってものは変わらねぇ」

　クロウは、ルシェと舞まい姫ひめを握る手に力を込め、じりじりとラーシュに近づく。

「実力が伯はく仲ちゆうしてるなら、クセが読めるかどうかで勝負は決まる。けど、俺たちは互いのクセも知り尽くしてる。まったく、厄介じゃねぇか」

「お互い様だけどね。最後にするなら、どちらかが死ぬしかないのに」

「──死ぬのはおまえだ、ラーシュ」

　クロウは、ラーシュの目をまっすぐ見据えている。

「もう仇とは言わねぇさ。俺おれだって、多くの命を奪ってきた。師匠だって、妹の仇の俺を最後まで憎みはしなかった」

「憎んでくれなかった、の間違いじゃないの？」

　ラーシュはにやにやと笑いながら言う。

「憎んでくれれば、おまえも楽だっただろうに。クロウは、未いまだにマナカを斬きったことを悔やんでるみたいだからね」

「憎しみで戦って、剣を鈍らせるのはバカだって話だ……」

　クロウはラーシュの笑え顔がおを睨にらみつけ、剣を握ったままの手でコートの胸元に触れる。マナカの形見である真紅のコート。これを着ているのは、おそらくマナカへのこだわりを捨てられないからだ。

「ラーシュ、俺はおまえを憎まない。だが、おまえを斬る」

「俺はおまえへの執着を捨てたよ。ただ一つ、俺に残されていた感情だ。いや──たった一つ残されたのが、おまえを斬りたいという強い気持ちだ。これも執着ではあるかな」

「心を消して、ただの刃になりきる──そんなことはできやしねぇ。ばあさんくらい、長い時間をかけて自分を研ぎ澄まさねぇとな。おまえには心があるし、俺は心を消せても刃にはなりきれねぇ」

「そうだ、心があるから──斬り合う。クロウ、俺もおまえも心が求めたことは互いを斬ることだったんだ」

「ああ、俺たちには──これしかなかった！」

　再び、クロウは意識を心の底に沈めつつ、ラーシュに斬りかかる。

　ラーシュからも斬流ザンリユウが放たれ、クロウは奔流の中をかき分けるようにして踏み込み、剣を振るう。

「無駄だよ、クロウ！　おまえが自分を無にできても、斬流は無をも呑のみ込む！」

「ぐっ……！」

　クロウは、腕が激しく痺しびれるのを感じた。ラーシュの首を狙ねらった彼の一撃は、獣じゆう斬ざんの一撃に弾はじかれてしまった。

　殺気も予備動作も消しての一撃も、斬流によって動きを鈍らされてしまっては、ラーシュほどの剣けん士しには通用しない。

「これで三度目──俺たちの戦いは長すぎたよ、クロウ！　もう終わりにしよう！」

「終わるのはてめぇだ！」

　クロウは怯ひるまずに叫びながら、まだ剣を振るい続ける。無想ムソウ、古流コリユウ、瞬しゆん絶ぜつの法。三つの技を継ぎ目なく、流れるように駆使しながらの斬ざん撃げき──

「無駄だと言った！」

「…………っ！」

　次々に繰り出した斬ざん撃げきは、ラーシュによって無造作に弾はじかれてしまう。

　強い──！　こっちは斬流ザンリユウのせいで半分の力も出せない！

　クロウは歯は噛がみする。ラーシュのほうは斬ざん気きの奔流に刃を乗せ、勢いをつけて剣を振るってくる。

　こちらの剣は力を削そがれ、向こうはパワーとスピードを乗せてきている。

　ガキン、ガキン、と何度も金属音が響き、クロウは剣を振るう腕に衝撃を感じ、どんどん動きが重くなっていく。

「くっ……これが斬流かよ……！」

「無想ムソウ……結局、人がたどり着ける領域はこの程度か！」

「…………っ！」

　クロウは必死に焦りを抑え込みながら無になって剣を振るう。

　クセを知っているからこその、ギリギリの攻防。まったく未知の太た刀ち筋すじだったら、対抗できなかったはずだ。

　斬流のほうが優れていることを認めそうになってしまう。

「……冗談じゃねぇ！」

　クロウは、下から舞まい姫ひめを振り上げるようにしてラーシュの喉のどを狙ねらう。

「甘いんだよ、クロウ！　おまえの剣じゃ、急所を狙う以外に致命傷を与えられない！　俺おれの剣はどこに当たっても、おまえの命を大きく削れる！」

「そんなのは……俺にとっちゃ当たり前のことなんだよ！」

　グン、とクロウの剣が勢いを増す。腕をしならせるようにして放つ、伸びのある一撃だった。

「おまえの限界はそこなんだよ！」

　ラーシュはそう言いつつクロウの刃をギリギリでかわすと、獣じゆう斬ざんを振り下ろした。身体からだを沈めていたクロウの頭に、剣先が触れそうになる。

「うおおおっ！」

　クロウは両足を地面につけたまま、滑るようにして後ろに下がる。

「はははっ、面白い動きだね、クロウ！」

「リーゼが見せてくれた動きだ！　てめぇはあの女王の強さを知らねぇ！　俺は知ってる、女王の恐怖を知ってる……！」

　リーゼほど滑らかではないが、彼女の足さばきをマネしながら、クロウは今度は前に出た。

「俺は女王じゃないよ！　おまえが知るべきは、俺の恐怖だ……！」

　ラーシュは踏み込んで来て追撃の一刀を放ってくる。

　これも強い──だが、リーゼほどじゃない！

　クロウは、斬流のせいでぎこちない動きで二本の剣を重ねるようにして獣斬を受け止め、横へと流した。

「こらえるなあ、クロウ！　それなら──これで！」

「…………っ!?」

　クロウは大きく目を見開いた。ラーシュが素早く後ろに下がり、両膝ひざを沈めてぐぐっと力をためこみ始めたのだ。

　来る──！　クロウはラーシュの構えだけで、次になにが起きるか正確に理解していた。

　ラーシュが大きく土煙を上げながら、左右に身体からだを振りつつ走っている。そして──

「七ツ身──！」

　クロウの眼前で、ラーシュの身体が七つに分裂する。ついさっきも見た、マナカの奥義である乱みだれ舞まい姫ひめだ。

　ラーシュは以前にも二度、乱舞姫を使っている。一度目は三人、二度目は四人に分身していたが、今はマナカやヒョウカと同じように七ツ身を可能としていた。

「乱舞姫！」

　分裂したラーシュが叫びつつ、獣じゆう斬ざんを振り下ろしてくる。

「ラーシュ……！」

　乱舞姫は恐るべき奥義ではあるが、見慣れているというのは大きい。クロウは怯ひるむことなく、二本の剣を握り締める。

「花散乱撃カサンランゲキ、円えん舞ぶ──！」

　古流コリユウの技、花散乱撃は複数の相手の剣を同時にさばく技だ。

　クロウはルシェで七人のラーシュの剣を迎撃する。それだけでは、七人の剣を同時に防ぎきれない。〝円舞〟はさらにステップを加えて、追撃を繰り出す。

　キィンキィンと甲高い音が立て続けに何度も鳴り、火花が飛び散る。残像が見えるほどの高速移動の勢いを利用した斬ざん撃げきは、それだけでも必殺の威力を持つ。

「くうううっ……！」

　両腕が引き裂かれるような痛みを感じながら、クロウは七つの斬撃をすべて受け流す。一歩も下がらず、飛び散る火花を顔に浴びながら。

「まだだ、まだだよ、クロウ！」

「ラーシュっ……！」

　八人目のラーシュが現れ、獣斬を振り下ろした。終ついの舞まい姫ひめには及ばないものの、剣神の世界を垣かい間ま見みた者の八ツ身分身──

　クロウはかろうじて反応し、振り抜いていた舞姫を強引に再び振るった。斬ざん気きの奔流の隙すき間まを縫い、獣斬の一撃を払う。

「うっ……！」

　無理のある体勢、無理のある太た刀ち筋すじ。それでもクロウは無想ムソウで反応しつつ、古流の技でラーシュの斬撃を受け流していた。

　しかし──

「なっ…………！」

　クロウは意識を戻しながら、絶句してしまう。

　舞まい姫ひめの刀身が鍔つばもと近くで折れ、空中に大きく舞い上がり──地面へと突き刺さった。

「よくしのぎきったね、クロウ……でも」

「舞姫が……」

　クロウは思わず、左手に握っていた舞姫のわずかに残った刀身を見つめてしまう。完全に折れていて、もはや使い物にならない。

「まあ、よくその薄っぺらい剣をここまで使ってたもんだよ。むしろ今日きようまでもったことが不思議なくらいだ」

　ラーシュはにやりと笑いながら言う。追撃を仕掛けてこないのは、乱みだれ舞まい姫ひめは肉体に大きな負担のかかる技で、本家ではないラーシュはマナカ以上に消耗しているからだろう。

　マナカが使っていた剣、舞姫は刀身が薄く、全体に軽い。七しち剣けん最速の剣けん士しだったマナカは少しでも速度を上げるために、特殊な剣を使っていたのだ。むろん、マナカほどの腕がなければ薄くもろい、ガラスのような剣などまともに扱えない。

　クロウは相手の剣の威力をゼロにする古流コリユウの使い手だからこそ、舞姫を使ってこられたのだ。

　だが、その剣も使い始めてから何度となく強敵の斬ざん撃げきを受け続けてきた。いつ限界が訪れてもおかしくなかったが──

「しかし……おまえも抜け目のない奴やつだね、クロウ」

　ラーシュは片手で腹部を押さえている。

「舞姫を折られた瞬間、〝破は月づき〟か。なかなか……効いたね」

　破月は、剣の柄つかの先端──柄頭を相手のみぞおちに叩たたき込こむ古流の技だ。相手が踏み込んでくる勢いを利用したカウンターであり、敵が強いほど威力も高くなる。

　クロウは舞姫を折られたのと同時に、柄で素早くラーシュの腹部を攻撃していたのだ。ただで剣を折られるほど、クロウも甘くない。

「ラーシュ……斬流ザンリユウで放った乱舞姫でも俺おれを斬きれなかった。次は……俺の番だな！」

　クロウは、舞姫の残ざん骸がいを地面へと落とした。これはマナカの形見ではあっても、ただの剣。使えなくなった以上、持っていても意味はない。

　既に頭は切り替わっている。形見を受け取っておいて薄情ではあっても、そんなことにはこだわっていられない。

　これは──命を懸けた斬り合いなのだから。

「うおおおおっ！」

　クロウは雄叫おたけびを上げて、走り出した。すぐさまラーシュから斬流の奔流が放たれてくる。もう、斬流にも慣れてきている。

　奔流の中をかき分けるようにして進み、右手一本で握ったルシェを振り下ろす。

「…………っ！」

　ラーシュが目を見開き、獣じゆう斬ざんで受け止める。クロウはすぐに刃を滑らせ、力比べに持ち込ませない。

　クロウは刃を引きながら、さらに踏み込んで引いた剣を再び振る。

　古流コリユウの基礎である、右かと思えば左、下かと思えば上、変幻自在の斬ざん撃げき。クロウは瞬しゆん絶ぜつの法で踏み込みながら、さらに無想ムソウで斬撃を放つ。

「これは……！」

　ラーシュは驚きながら、防戦一方になっている。今も斬流ザンリユウは放たれたままだ。それでもクロウは、瞬絶の法で奔流の中をくぐり抜けるようにして攻撃を続けている。

　刃がぶつかり、そして離れる。地面が揺れても、二人の体たいさばきには微み塵じんの影響もなく、雷や岩が落ちてきても、まるで二人を避けているように当たらない。

　クロウは落ちてきた巨大な岩をかわしながら、無想の斬撃を放つ。ラーシュは獣斬で受け止め、パワーで押し返そうとする。

「調子に乗るな、クロウっ！」

「それはてめぇだ！」

　ラーシュの剣から逃れ、クロウは身体からだを回転させるようにして横薙なぎの剣を放つ。ラーシュは身体を反らして刃から逃れ、崩した体勢のままで鋭い突きを放ってくる。

　イシュトの雷穿ライセンにも劣らない、電光のような突き──クロウは、獣斬にまっすぐ立ち向かうようにして踏み込みながら、剣を振り下ろす。

「…………！」

　クロウの喉のどにかするほど近くを獣斬の切っ先が通り抜けていく。ルシェの刃もラーシュの頭を断ち切る寸前で後ろにかわされ、額ひたいのそば一ミリのところを斬撃が抜けていった。

「これが本当の無想か……！」

「斬流、たいしたことねぇな！」

　二人は互いの刃が通り過ぎると、後ろに跳んだ。着地すると同時に、前へと飛び出す。

　止まらない──クロウとラーシュ、剣神の継承者たちの戦いは止まらなかった。

「ああああっ！」

「おおおおおおおっ！」

　クロウとラーシュは吠ほえながら、何度も剣を重ねる。銀色の弧を描いて何度も刃が衝突し、鋭く踏み込み、後ろに下がり、また踏み込んで剣をぶつけ合う。

「ラァァァァシュっ！」

「クロウ─────っ！」

　剣神の継承者たちの戦いは、完全に互角──

　ヒョウカによって力の差がつかないように育てられたはずの剣けん士したちは、一度はクロウが大きく追い抜き、ラーシュがリンネを殺したことで抜き返して。

　今、まったくの互角のまま剣を合わせている。甲高い金属音が鳴り響き、火花が激しく散り、命を削り合う。

「ああああああああああああああああっ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　二人のひときわ大きな叫びが上がり、同時に──

　キィン、と軽い音とともにルシェと獣じゆう斬ざんが同時に空へと舞い上がった。

　クロウは獣斬の勢いを殺しきれず、ラーシュは絶妙の角度で放たれたルシェの一撃で手に痺しびれが走り、二人とも剣の柄つかから手を離してしまったのだ。

　二本の剣は高々と飛び、それでも二人の剣けん士しは愛剣に目を向けていなかった。

　ただ、それぞれの敵を──倒すべき宿敵を見つめ、駆け出している。

「うおあああっ！」

　ラーシュが繰り出した右の拳こぶしが、クロウの左頬ほおにぶつかる。鈍い音が響いて、クロウの身体からだが後方へと飛ばされていく。

　効くなあ──クロウは、吹き飛びながら笑っていた。ソーディのパワーで殴なぐられれば、人間などひとたまりもない。それはクロウも同じことだ。

　しかしクロウは殴られると同時に身体をひねり、さらにみずから跳んで衝撃を限りなくゼロまで抑えていた。だが、完全には拳の威力を殺しきれない。頬にヒビくらいは入ったはずだ。

「……でもなあ、この程度で！」

　クロウは両足で地面を強く踏み込み、体勢を立て直す。

「もちろん、まだまだだよ！」

　接近してきていたラーシュが今度は真下から突き上げてくるアッパーを放っていた。クロウは動じずに、アゴにギリギリ触れないところでアッパーをかわし、左足を高く跳ね上げて、膝ひざでラーシュの肝臓を貫くような一撃を叩たたき込こんだ。

「ぐっ……！」

　ラーシュが一瞬息を止め、苦痛の声を漏らす。

　クロウは膝蹴げりを叩き込んだ左足を、空中で再び振り上げ、ラーシュの側頭部を狙ねらってハイキックを放つ。

「だから……調子に乗るなと言ったよ！」

「…………っ！」

　ラーシュはクロウの左足を右腕で跳ね上げ、体勢を崩してくる。

「くうううっ！」

　クロウは体勢を崩されながらも、右手でラーシュの左袖そでを掴つかみ、残った右足をラーシュの左足に引っかけて強引に引き倒すようにする。

　いくら優れた肉体を持つソーディといえど、不意にバランスを崩されれば転ぶ。

「あ、ああああああっ！」

　ラーシュは叫び、ほぼ空中に浮いた状態から、強引に身体を一回転させた。信じがたい身体能力だった。

「ちぃっ……！」

　クロウは舌打ちし、ラーシュの足に引っかけた右足で反動をつけて、彼とは反対側へ倒れ込んでゆく。

　二人は、背中合わせのような状態で地面に倒れ、次の瞬間には立ち上がっていた。

　まるで、倒れた瞬間から立ち上がるまでのコマが抜け落ちたような、一瞬にも満たない素早さだった。

　クロウは瞬しゆん絶ぜつの法を使い、ラーシュはソーディの身体能力によるものである。

「おおおおおりゃあっ！」

「うおおおおおおおっ！」

　ドン、と低い音が響いて、二人が同時に吹き飛んでいく。

　クロウの右回し蹴げりがラーシュの側頭部に命中し、ラーシュの右ストレートがクロウの心臓あたりに当たったのだ。

「くうっ……！」

「がっ……！」

　クロウの蹴りはつまさきがラーシュのこめかみを突いており、ラーシュの一撃は心臓を止めるほどの威力だった。

　だが、二人とも瞬時に身を引いて、致命傷は避けている。

「剣がなくても……強いじゃねぇか、ラーシュ！」

「そういうおまえも、よく素手でソーディと戦えるもんだね、クロウ！」

　クロウの頬ほおは腫はれ、唇からは血が滲にじんでいる。心臓が止まったかと思ったが、なんとか脈打っているようだ。

　ラーシュもさきほどのトゥキックでこめかみに傷を負い、血がつうっと流れている。脳が揺れる一撃だっただろうから、見た目以上のダメージがあるはずだ。

　不意に、二人が走り出した。お互いに向けてではない。

　走り回ったせいで、二人はかなり移動していた。周りには、リンネが倒した陸上自衛軍兵士たちの死体が転がっている。

「クロウっ！」

「…………っ！」

　ラーシュはすぐそばにあった兵士の死体から、アサルトライフルを取り上げた。素早く左手一本で狙ねらいを定め、引き金を絞った。

　パパパパ、と軽い音とともに銃弾が放たれる。人間ならば片手で扱える代しろ物ものではないが、ソーディのパワーで完全に反動リコイルを制御し、正確に撃ってくる。

　そのときには、クロウも近くにあった死体から、サバイバルナイフを引き抜いていた。音速を超えて飛んでくる小口径高速弾を、クロウは的確にナイフでさばいていく。これも人間の限界を超えた技だった。

「ちぃっ……！　クロウっ！」

「くっ……！」

　ラーシュのライフルがあっという間に弾切れになり、クロウが握っていたナイフも、最後の一発を弾はじくとともに音を立てて折れていた。

「もろいナイフだな！　シルフィ様、兵士たちにはもっといい武器持たせておけよ！」

「まったくだ！　もっと弾の多い武器ならよかったのに！」

　二人は同時に武器を捨て、また走り出した。なにもせずに、お互いの横を通り抜け、さらに走っていき──

「さあ、遊びは終わりだな！　始めるぞ、ラーシュ！」

「ああ、やろうか、クロウ！」

　走っている間に、クロウは獣じゆう斬ざんを、ラーシュはルシェを拾い上げていた。

　ずしりと重い獣斬を中段に構えながら、クロウはラーシュに近づいていく。同じく、ラーシュもルシェを構えて間合いを詰めてくる。

「おおっ！」

「うあああっ！」

　クロウの獣斬と、ラーシュのルシェが交錯する。ぱっとオレンジの火花が散り、二人の手から剣が離れ、また空を舞った。

　二人は剣を失いながらも、恐れずに踏み込んでいく。

「俺おれの剣を──」

「返してもらう──！」

　クロウが叫び、ラーシュが続けた。

　踏み込みながら、クロウとラーシュはお互いの目を睨にらみつつ、手を伸ばして落ちてきた剣を受け止めた。

　クロウの手にはルシェ、ラーシュの手には獣斬がある。

「無想ムソウ──！」

「斬流ザンリユウ──紅あかく咲け！」

　二人の刃は衝突することなく、それぞれの肉体を斬きり裂いた。

「ぐっ……！」

「ううっ……！」

　クロウは右胸を、ラーシュは左脇腹を斬り裂かれ、血が噴き出す。

「おおお！」

「クロウっ……！」

　二人は止まらずに剣を振るい続ける。無想の剣と斬流の剣が、何度も何度も互いの身体からだを斬り裂いていく。

　どの傷も、浅い。傷が熱を持ち、血が噴き出してもクロウとラーシュは意に介さなかった。

　まるで子供の殴なぐり合いのように、防御を忘れてひたすらに剣をぶつけ合う。

「ラーシュ、おまえを斬きってすべて終わりにするっ……！」

「死ぬのはおまえだ、クロウ！　剣神の贄にえとして死んでいけぇっ！」

「がっ……！」

「うあっ……！」

　ルシェの切っ先がラーシュの右肩を貫き、獣じゆう斬ざんがクロウの脇腹に突き刺さっていた。

　二人はすぐに後ろに跳び、致命的な傷を避ける。

　しかし──

「はぁ、はぁっ、はぁっ……まったく、しつこいなてめぇは……」

　クロウは、呼吸を乱しながらルシェを構え直す。どれだけ強くとも、剣術を神に近い領域まで高めようと、クロウは人間だ。

　体力ではソーディには及ぶべくもないし、ダメージを受ければ大きく動きが鈍る。

　二人は無想ムソウと斬流ザンリユウを極め尽くし、力量は互角。

　それでも人間とソーディという種族の差が、局面を変えようとしている。

「クロウ、おまえもこうなるのは……わかっていただろう？　戦いが長引くほど人間のおまえは不利になる。何度も経験してきたはずだ」

「ああ、種族の差で負けるなんてことは言わねぇよ。俺おれが負けるのなら、俺が弱かったってだけのことだ」

　クロウは、そう言って不敵に笑う。

「だが、勝つのは俺だ。ラーシュ、俺はおまえに勝って、剣神に届く」

「そうだ、おまえはそういう奴やつだよ。どこまでもあきらめが悪い。だから、俺は──」

　そのとき──

　クロウは、目がくらむような光を感じ、思わず顔を背けた。

　周囲がプラチナ色に染まっていて、なにも見えない。

「プラチナ色──！　セフィか！」

「今度はなんなのかな！」

　クロウだけでなく、ラーシュも事態を把握できていないようだ。

　いや、事態は──明らかだ。

「セフィ、目覚めたのか──！」

　クロウは目を閉じたまま、強烈な『光コウ』が放たれてくる方向へと走っていく。

　それから十秒も経たたずに、周囲の景け色しきが再び見えてくる。

「やっぱりか！」

　クロウは立ち止まり、数メートル先に立つ少女を見つめる。

　座り込んでいたはずのセフィが立ち上がり、右手に星ほし崩くずしを握って空を見据えている。彼女の身体からだから立ち昇るプラチナ色の光が、空へと吸い込まれていく。

「どうやら、師匠に斬られた傷の回復は終わったようだね。これは──まずい」

　クロウのすぐそばにラーシュも立っていて、困ったような笑みを浮かべている。

「この混乱の原因はやっぱりセフィだ。扉を開いたのは日ひ奈な子こでも、状況を拡大させているのはセフィだからね。扉の巫み女こを止めない限り、混乱は収まらない……」

「ラーシュ、なにを考えてる……？」

「俺おれも別に世界の滅亡を望んでるわけじゃない」

　ラーシュは、クロウに正対する。

「おまえを斬きれば、俺は真の剣神の継承者になる。そうすれば──師匠が言ったとおり、望むものすべてを斬れる」

「ラーシュ、てめえは……」

「もちろん、最強の扉の巫女だろうとね」

「ラーシュ！」

　クロウは、ルシェの切っ先をラーシュに向ける。

「セフィは、剣神の一刀を浴びても生きてる。ああして、傷を回復させることもできる。だけど、どうかな？　一度じゃなく二度三度と斬られたら？」

　ラーシュは、くすくすと笑う。

「肉体が死んでいた師匠とは違う。俺は、完全な剣神として、何度でもセフィを斬る。死ぬまで斬り続ける。何度斬れば、彼女は死ぬのかな？」

「ふざけるなっ……！」

　破滅を加速させないためには、セフィを止めなければならない。それはクロウもわかっている。

　だが、その手段はセフィの死ではない。絶対にそれだけはさせない──

「セフィだけじゃない。日奈子も、ウィニアも、会長も殺す。七しち剣けんたちも。そして、すべてを終わらせよう……！」

「ラーシュ……セフィも、誰だれも斬らせない……。死ぬのはおまえだけだ。おまえを斬って、空の扉を閉じればいいだけのことだ……！」

「どちらにせよ、もう終わりだ。ここでケリをつけなければ、俺が望む決着もおまえが望む決着も得られない。次で……終わりにしようじゃないか、クロウ」

「どちらが剣神を継ぐ者か……決めるとするか」

　クロウは、ルシェをぱちりと鞘さやに収めた。

　ラーシュは獣じゆう斬ざんを上段に構えて──斬流ザンリユウを放つ。

「…………っ！」

　クロウは吹き飛びそうになる身体からだを、両足を踏ん張って必死に支える。

　ラーシュから放たれる斬流は、さきほどまでとは桁けた違いだ。流れの隙すき間まを縫うことなどかなわず、完全に身体が金縛りになっている。

「くうっ……ラーシュ……！」

「これが真の斬流だよ。俺とおまえの時間を終わらせるための、俺がすべてを捨てて剣神にたどり着くための力だ……！」

　斬ざん気きの奔流はさらに力を増し、クロウの身体からだを押し流してしまいそうなほどだ。

「やっとわかったよ。リンネだけじゃ足りなかった。全部断ち切らないとな。俺おれとクロウ、クロウと繋つながりを持つ者たちすべてを消して、ようやく俺は一人になれる。ただ斬きるための、斬気のみの存在になり、剣神へと至る……！」

「誰だれも殺させないって言っただろう……！」

　クロウは腰を落とし、ルシェの柄つかに手を添える。それだけの動きでも渾こん身しんの力を振り絞らなければならなかった。それほどまでに、今のラーシュの斬流ザンリユウは凄すさまじい。

「もう無想ムソウなんて意味がない。俺の斬流は、完全におまえを呑のみ込みつつある。おまえの無も、おまえの存在も、なにもかもすべてを消し去ろう……！」

　ラーシュの言葉に圧おされたように、クロウは柄に添えた指さえ動かすことができなくなってしまう。

　これが、真の斬流──斬るための意志以外のすべてを捨て、たどり着いた境地。

　クロウは、ちらりと視線だけを動かした。

　プラチナ色の光をまとったセフィ、黄金の光をまとって祈っている日ひ奈な子こ。それに、ソーシャもいる。

　近くにはウィニアとイシュトもいるはずだ。おそらく、彼女たちはそろそろエイジンたちを片付けてこちらに戻ってこようとしているだろう。

　シュナークとリドは、リンネの身体を無事に運んでくれただろうか。

　そうだ、思い出せ──

　クロウはリーゼと戦ったときのことを思い出す。リーゼを超えた一刀を放ったときのことを。

　セフィたちを守るための、想おもいを込めた一刀。

　だが、既にクロウもまた真の無想というべき剣を振るってきた。それでも、ラーシュは倒せなかった。

　リンネを斬ったことで、ラーシュはクロウよりわずかに先へ行っているのかもしれない。

　それでなくても、体力の消耗とダメージはクロウのほうが大きい。

　正面から斬り合えば──おそらく、クロウは死ぬ。

「俺が死ぬ……？　はっ、まさか」

　自分でそこまで考えて、クロウは笑った。

　まだ足りないものがあるか──？　いや、「ない」とすぐさまクロウは否定する。

　すべてのものは足りている。剣神に届くためのすべては、既に自分の中にあるはずだ。

　だからこそ、この運命を決する場所へとたどり着いた。そして、宿命の敵と剣を交えている。

　そうだ、足りないものなどない。すべては、この身体に、心の中にある。

「ラーシュ……おまえはすべてを断ち切って、ただ斬る意志だけを宿してる」

「それが極めた斬流だよ。師匠の剣神への踏み台じゃない、俺がクロウを斬り、剣神に至るための力だ」

「とんでもねぇ力だ。けど──それがおまえを殺す」

「それ……？」

　ラーシュは獣じゆう斬ざんを振りかぶったまま、問いかけてくる。

「俺おれたちは剣神の継承者。だが、継いだものはそれだけじゃない。師匠から剣を教わり、多くの剣けん士したちとの戦いで学んできたものがあったはずだ。俺とおまえ、二度交えた剣からも身につけたものがあるだろう」

「だから、なんだっていうんだよ？」

「俺の中には、セフィや日ひ奈な子こ、ウィニアやイシュト、女の子たちを守るって意志がある。完全に無になるんじゃなくて、その心が俺の剣を支えてくれる」

「おまえらしい話だよ。度を超した女好きが、意外なところで役に立ったというわけだ」

「その剣が、女王リーゼベルを打ち倒した。だけど、おまえにはまだ届かない」

　クロウは、ぐぐぐっと力を込めてルシェの柄つかに添えていた五本の指を開く。

「思い出せた。俺には、受け継いできたものがある。師匠、マナカ、アミラル、ジーネル、ソーシャ、リド、シュナーク……サーラ、八やツ首くびの蛇──カスミ、ネーナ……リーゼ……ああ、おっさんとの戦いも面白かったな。ばあさん、それに……リンネ」

　さらに、ラーシュのほうへと少しずつ歩を進めていく。

「俺が剣を交えてきた奴やつらから受け継いだものが、この身体からだには宿ってる。ここにはみんながいるんだよ……！」

「戯ざれ言ごとだ……もうよせ、クロウ」

　ラーシュは、わずかに苛いら立だったように言った。目が鋭く細くなっている。

「それが当たり前のことなんだ。剣に生きる者にはな。俺はみんなの力と想おもいを継いで、剣神へとたどり着く」

「だったら……」

　ラーシュは、すっと一歩を踏み出して。

「だったら、その力と想いもまとめて斬流ザンリユウの中で消えてしまえっ……！」

　強烈な斬流を放ったまま、一気に駆け出した。刹せつ那なもかからないうちに、クロウを獣斬の間合いの内に捉とらえる。

「真の斬流でなにもかも消えて失うせろっ！　俺はすべてを捨てた！　クロウ、この一刀でおまえの存在すらも俺の中から消えるんだっ……！」

「俺は──ラーシュ、おまえの心も継ぐ」

　クロウはつぶやいて、ゆっくりとルシェの柄へと手を伸ばす。

　すべてを受け継ぎ、心の中に宿しているクロウ。

　すべてを捨てて、大事な想い──クロウへの気持ちすら断ち切ったラーシュ。

　二人の違いは、たったそれだけでしかなかった。

「さよなら、ラーシュ……」

　クロウは意識を心の奥底へ沈めていく。

　もっともっと、深くへ。自分でも手が届かないほどの深い場所へ。

　そこには、受け継いできた想おもいがある。その想いは心から解き放ち、剣に込める。

　そして、心は空くうとなる。

「なにっ……!?」

　剣を振り下ろしながら、ラーシュの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

　クロウには驚きはなかった。すべての心は、剣に込めてある。

「無想ムソウ──」

　小さくつぶやき、クロウは剣の柄つかに手を走らせる。その動きを邪魔するものはなにもなかった。

「斬流ザンリユウが──消えている!?　クロウの周りが無に……!?」

「俺おれの剣は無想──自分を無と化す業わざ。そして、すべてを無へと還かえす」

　無を呑のみ込もうとしていた斬流を、クロウは完全に打ち消していた。

　ルシェを鞘さや走ばしらせ、抜き打ちをかける。

　無となったまま、瞬しゆん絶ぜつの法で動きの無駄をゼロにまで消し去り、古流コリユウの斬ざん撃げきを放つ。

「…………！」

　クロウはまたもや、白い筋のようなものを見ていた。その白い筋は、流星のようにクロウの周囲を飛んでいく。

　剣神の世界──ラーシュも見ているだろうか。クロウは、剣を走らせながらまっすぐに宿敵を見据える。

　いや──違う。

「ラーシュ、おまえは親友だ。俺のたった一人の──」

「クロウ……！」

　ラーシュは、わずかに笑ったようだった。

　獣じゆう斬ざんが振り下ろされ、クロウの頭を断ち切る寸前──

「ラーシュ……！」

　剣神になるというのは、ソーディの限界の上をいくこと──

　いや、そうではない。すべての剣けん士しの限界を超えていくということなのだ。

　たとえ相手が、剣神の領域を垣かい間ま見みた者であろうとも、超えていける──

　これで本当に終わりだ、ラーシュ……！

　クロウのルシェが一いつ閃せんし、ラーシュの胸を斜めに斬きり裂いていた。

　鮮血が噴き出し、その返り血がクロウの顔を染めていく。

「ラーシュ……たぶん、おまえのほうが強かった。だけど、俺の中にはみんながいたんだ。すべてを捨てちまったおまえが……そのことを俺に思い出させてくれたんだよ」

「捨てたことを……後悔はしてない」

　ラーシュは、笑いながら言うと、ゆらりと一歩後ろによろめいた。

「一瞬だけだとしても……クロウを超えられた。俺おれには確かに、おまえより強かった瞬間があった。いや……そんなこともどうでもいいな」

　ラーシュは獣じゆう斬ざんを杖つえ代わりにして、倒れそうになる身体からだを支える。彼の顔には、まだ笑みが浮かんだままだ。

「俺は遊びたかったんだ、おまえと。ずっと、遊んでいたかったんだよ。子供の頃からそうしてきたように。剣神を目指したことすらも、俺には遊びだったのかもしれない……」

「遊びは終わってたんだ、ラーシュ。おまえがリンネを斬きったときに……」

　クロウはルシェを握った手をだらりと下げ、つぶやくように言った。

　これはラーシュが望んだ言葉ではない、と理解しながらも言わずにはいられなかった。

「…………っ！」

　地面がひときわ大きく震動を始める。大地が引き裂かれていき、クロウとラーシュの周囲に巨大な亀き裂れつが走っていく。

「ふ、ふふふ……俺は継承者にはなれなかったか。おまえが剣神の継承者だ、クロウ。すべてを継ぎ、すべてを終わらせろ……」

「終わらせて……また始めるさ……」

　クロウが微笑ほほえむと、ラーシュもまた優しく笑った。

　まるで幼い頃に戻ったかのような、無邪気な笑え顔がおだった。

「楽しかったな……クロウ、俺は……でもやっぱり……」

　ラーシュの胸からさらに血が溢あふれ出だし、ふらつくようにして後ろへと数歩下がっていく。

　その後ろには、巨大な亀裂が──

「俺は、おまえを……斬りたかったよ……」

　ラーシュが、ふわりと後ろに倒れていく。

　そこにはなにもなく、ただ奈な落らくへと続く深い闇やみだけが──

「ラーシュ……」

　クロウがともに生きてきた兄弟弟子の少年は、笑顔のままで奈落の底へと落ちていく。

　声もなく、音もなく、ただ静かに──

　剣けん聖せいであり、剣神の継承者であった少年の姿は、消えていった。

　クロウの目に──一筋の涙が流れていく。

「剣神になっても……涙は、出るんだな……」

　クロウの身体から、『光コウ』の煙が溢れ出し、周囲が真っ白に染まる。

　もう一人の剣神の継承者の剣を超えて──

　遂ついに彼は──剣神へと至ったのだ。

　だが、自分で目指した遠き境地に至りながらも、クロウには一片の喜びもなかった──







　周囲が真っ白に染まっていたのは、本当に一瞬の間だけ。

　煙も徐々に晴れていき、クロウは地面に空いた巨大な亀き裂れつから視線を逸そらした。

　ラーシュを許せない理由はある。しかし、彼と兄弟のように過ごした長い時間があり、クロウが友情を感じていたことも間違いない事実だった。

　だが、ラーシュはもういない──

　クロウは、ぎゅっと目を閉じた。そうしていなければ、いつまでも涙がこぼれてきそうだからだ。

　今は目を閉じていい状況ではないというのに。

「…………っ！」

　クロウは、びくりと身体からだを震わせる。

　目を閉じているのに、真っ暗な視界の中の一部が白く染まっては消えていく。

　剣神の力は不安定なのかもしれない。クロウは、自分の肉体と精神になにか異物が入り込んできたような感覚すら覚えている。

　いや、自分自身が異物──剣神という別の生き物に変わりつつあるのか。

「く……」

　クロウは、涙で濡ぬれた目の下をこする。それから、ゆっくりとまぶたを開けた。

　ちらりと視線を走らせると、日ひ奈な子こはまだ祈っている。ソーシャもまだそばにいて、不測の事態に備えてくれているようだ。

　日奈子の祈りの邪魔はできない。ならば、今クロウがするべきことは──

「ロウ……」

「…………っ！」

　視線を戻すと、互いの身体が触れ合いそうなほど近くに、セフィの姿があった。

　彼女は悲しそうな顔をして、目を伏せてしまっている。

「セフィ、おまえなんで……元に戻った……のか？」

　いや、違う──とクロウはすぐに気づいた。

　プラチナ色の光は消えたのではない。クロウは、セフィが放つ扉の巫み女この輝きの中にいるのだ。

　何者をも阻んでいた光が、今はクロウを包み込むようにしている。

　光の中は、凪ないだ海のように静かだった。絶え間なく鳴り響いている雷鳴も、大地の震動も感じられず、身を切るような寒さもなく──あたたかい。

「う…………」

　あたたかさで緊張の糸が切れたのか、クロウは両膝ひざをついてしまう。

　まだだ、まだ一休みってわけにはいかないのに──

　クロウはルシェを杖つえ代わりにして、足に力を込める。

「やっぱり、ロウはそれでも立ち上がろうとするのね……」

「まだ面倒をかけてくれる奴やつらがいるからな……まったく、どいつもこいつも……ラーシュもな……」

「ラーシュ……死んだのね……」

　セフィは、ぽつりと独り言のようにつぶやいた。

　クロウが答える前に、彼女は屈かがみ、手を伸ばして頬ほおに触れてきた。

「でも、きっと……悲しむことはないのよ。ラーシュは、心のままに生きて、ロウと斬きり合って……たぶん満足してるわ」

「……俺おれには、もうわからない」

　自分で斬った相手の心を推測したところで、単なる思い込みにしかならない。それが、互いにすべてを知り尽くした兄弟弟子であっても同じだ。

「あたしは、そう思う。だからロウもそう思ってなさい。ねえ、ロウ。あんたはもうこれ以上重荷を背負うことはないのよ」

「……いや」

　クロウは、首を振った。

「師匠が死んで……ラーシュを斬り殺した。俺が背負わなきゃいけねぇんだよ」

「バカね、ロウ……」

　言われるまでもなく、クロウは自分の愚かさを認識している。いったいなにをやっているのかと、不思議になってくる。

　ソーディでもないのに剣に生き、師匠を斬り、幼い頃からともに育った兄弟弟子も殺してしまった。いや、あまりに多くのものを失い続けてきた──

「なにをしてるんだ、俺は。どこなんだ、ここは……」

　頭が混乱していることもクロウはわかっていた。剣神への覚かく醒せいが精神にどれだけの影響を及ぼしているのか……。

「まるで、夢でも見てるみたいだ……」

　身体からだがふわふわして、胸の中にあたたかいなにかが満ちていく。

「そうね、これは夢なのかもしれないわ……」

「セフィは暴走して正気を失ってたはずだもんな。なんで……そんなに優しいんだ？」

「あたし、ずっとロウに優しくしたかった。いつも怒ってばかりで、たぶん可愛かわいくなかったでしょうね」

「……セフィを怒らせていたのは俺だ。でも、楽しかった。セフィに怒られて、追いかけ回されて……それも楽しかったんだ」

　剣の学院にいた頃は、いつもバカなことばかりしていた。シルフィに空爆されて、一度はセフィと離ればなれになってから、再び一緒にいるようになって。

「あたしも楽しかった……修行とかエイジン退治とか、いつも命懸けだったけど、それでもロウやヒナ……みんなと一緒にいた時間は、かけがえのないものだったわ」

「その時間も、もう終わった……」

　クロウは、急速に頭の中がぼやけていくのを感じた。本当に、まるで夢でも見ているような心ここ地ちだった。

「どうせ夢なら、もっといい夢を見たいな。こんな色気のねぇ場所じゃなくて……プールとか風呂とか」

「どんなときでも欲望を忘れないのね……あたし、もう尊敬しちゃいそうだわ……」

　セフィの心から呆あきれたような声が、なつかしく感じられる。いつもの彼女に戻ったのか、それとも本当にこれは夢か──

　リンネ、ヒョウカ、ラーシュを続けて失い、過酷な現実を切り離して、都合のいい幻覚を見ているのかもしれない。

　そんな心の弱さがまだ自分にあるとは──

　思わず笑ってしまいそうになったとき、クロウは気づいた。

　ふわり、といい匂いが漂ってきている。

「これは……」

　いつの間にか、クロウはソファに座っていた。

　その前に置かれたテーブルには、おにぎり、豚肉と野菜たっぷりの豚汁、柔らかく甘そうな卵焼き、それにほうれん草のおひたしが並んでいる。

「……美う味まそうだな」

「不ま味ずいなんて言ったら、あんたも料理しちゃうわ」

「心していただくとしよう」

　隣に座っているセフィが、にっこり微笑ほほえんだ。

　前に置かれているのは、セフィの手料理だ。彼女は四よん将しよう家けのお姫様という身分でありながら、料理を趣味にしている。

「ああ、美味い。やっぱ女の子が握ったおにぎりは最高だな」

「性別と味は関係ないわよ。変なこと言わないで」

　じろり、とセフィが睨にらみつけてくる。今気づいたが、なぜかセフィはスケスケのネグリジェ姿だ。

「セフィ……おまえ、そういう趣味だったのか？」

「これはロウの趣味よ！　あ、あんたがこういうの……好きなんでしょ！」

「一番好きなのは全裸だ！」

「偉そうに言うな！」

　などと、バカな言い争いをしつつ、クロウはすべてぺろりとたいらげて。

「ふー、美味かった。やっぱ、隣にエロい格好の女の子がいるとメシも美味いな」

「あのね、人をオカズにしないでもらえるかしら……」

「なかなか意味深なご発言ですな、お姫様」

「う、うるさいわよ！　あと、お姫様は禁止って何度言ったら──」

　セフィはぴたりと言葉を止め、急にくすくすと笑い出した。

「本当にバカみたい。でも……これがいつものあたしたちよね」

「ああ、バカみたいだが楽しい。あとは、いつものセクハラがあれば」

「……いつまでもセクハラ止まりよね、ロウは」

「セフィ……？」

　セフィは、顔を赤らめながら、ゆっくりと立ち上がって──着ていたネグリジェをするりと脱ぎ捨てた。彼女は下着をつけていなかった。

「あ、あたしはいつでもよかったのに……ロウは肝心なところで勇気がないんだから」

「…………」

　セフィは身体からだを隠すこともせず、真っ白な肌がクロウの前にさらされている。

　一緒に風呂に入ったことすらあるのだから、初めて見るわけではないが──堂々と目の前で一糸まとわぬ姿になるとは……。

　クロウは唖あ然ぜんとしつつも、セフィの肌を食くい入るように見つめてしまう。

「そう……だな。結局、俺おれに勇気がなかったんだ。いろんなことを先送りにして……」

「それでも、あたしはロウのことを……」

　セフィは、すっと前に出てクロウに抱きついてきた。剥むき出だしの胸がクロウにぴったりと密着し、髪からふわりと甘い香りが漂ってくる。

　彼女の身体は驚くほど華きや奢しやで、熱く柔らかくて、手に触れている肌は吸いつくようになめらかだ。

「セフィ、俺は──！」

　言いかけて、クロウは急速に頭の中がクリアになっていくのを感じた。抱きしめていたセフィの身体からだの感触が消えていく。













「……そう、だよな。俺おれには甘い夢を見る資格なんて……ないよな」

　クロウは、また笑ってしまいそうになった。

　感じられるのは柔らかな身体ではなく、手に握った剣の感触と、戦いで負った傷の痛みだ。

「ロウ……夢を見てた？」

　目の前には、制服姿のセフィがいた。優しい笑みを浮かべている。

「いい夢を見られたよ。けど……夢は終わりだな」

「ええ、もう目を覚まさなきゃいけないわ。ロウも……あたしも」

「…………っ！」

　クロウは大きく目を見開いた。

　セフィが顔を寄せてきて、ゆっくりと唇を重ね──押しつけてくる。激しく口づけを交わしながら、セフィの口から熱い吐息がこぼれる。

「んん…………ふぁ。ロウ……お目覚めのキスよ……どう？」

「残念ながら、すっかり目が覚めちまったな……」

　クロウは、頭の混乱も収まっていることを自覚する。

「ええ、あたしも……たぶん夢を見てた。ほんの少しだけ勇気を出せた夢……でも」

「………セフィっ！」

　クロウは、反射的に後ろへと跳んだ。彼をも優しく包み込んでいたプラチナ色の光が、再びセフィの身体だけを包み、周囲を圧倒する強烈な力を放っている。

　扉の巫み女この輝きから外に出れば、空からの雷鳴と、地面の震動──この世の終わりを告げるような不気味な音はまだ鳴り響いていた。

「セフィ、力を止めろ！　これ以上続けたら、世界が──」

「ロウ……たぶん、あなたへの気持ちが少しだけ夢を見させてくれたのね……だけど……もう……」

「セフィ……？」

　クロウが問いかけたそのとき──

「…………っ！」

　クロウは再び後ろに下がりながら、ルシェを一いつ閃せんさせた。澄み切った金属音とともに、プラチナ色の光が飛び散った。

「セ、セフィ……？」

　クロウは、金髪の少女の目を見つめる。

　突如として、彼女が剣を振り、クロウに斬きりつけてきたのだ。

　一切の容赦がなく、ルシェで防がなければ間違いなく死んでいた一撃だった。

「ロウ……あたしは……あたしは……」

「セフィ、いったいおまえは……」

　セフィは、さらにプラチナ色の光を輝かせながら、星ほし崩くずしを構えた。

　それから、ゆっくりと口を開く。

「あたしは、あんたを……斬きるわ……！」






　　　　４章　剣つるぎの恋、永と遠わなる光






　セフィの身体からだを覆うプラチナ色の輝きは、凄すさまじい高密度の『光コウ』となって周囲を押し潰つぶすような圧力を発している。

「セフィ……！」

　クロウは、ルシェを両手で握って中段に構える。

　セフィから放たれる圧力は、剣神と化したヒョウカと同じか、あるいはそれ以上かもしれない。

「どうしたんだ、セフィ！　俺おれがわからないのか!?」

「……わかってるわ。今は……わかってる」

　セフィは、小さく首を振った。

　クロウは彼女の大きな瞳をまっすぐに見据える。その目は正しく焦点が合っていて、一切の濁りを感じなかった。

　目を見る限りでは、確かに彼女は事態を理解しているようにも思える。

　さっきまでの、夢を見ているような目とも違う。

「だったら、剣を下ろせ。なんで俺に──」

「あたしは扉の巫み女こになった。わからなかったことが、わかるように……なったわ」

「なに……？」

　セフィは星ほし崩くずしを構えたまま、さらに圧力を高めていく。

「もう止められないのよ、ロウ！」

　地面を大きくえぐり取る勢いで駆け出したセフィは、あっという間にクロウに肉薄すると、上段から星崩を振り下ろした。

　クロウは瞬時に無想ムソウを発動、古流コリユウの剣で星崩の勢いを受け流す。セフィは体勢を崩すことなく、二太た刀ち目めを放ってくる。クロウは無想を発動したまま、胴を薙なぎにきた斬ざん撃げきも、軽く刃を触れ合わせただけで軌道を逸そらした。

「よせ、セフィ！　なんで俺おれとおまえが戦わなきゃならない！」

「あたしを止められるのは──剣神だけだからよ！」

「…………っ！」

　放たれた三太刀目も受け流しながら、クロウは瞬しゆん絶ぜつの法で一瞬のうちに後ろに下がる。

　腕にはわずかなダメージもない。セフィの豪剣は、七しち剣けんの奥義に匹敵する威力だったというのに。

　クロウはみずからの技量に驚きを感じていた。ほぼ自動で防御できてしまう無想とはいえ、あまりにあっさりとセフィの剣を受け流せている。

「……やっぱり、あんたが剣神に至ったのね。剣神ヒョウカの継承者──」

「まだ自覚はねぇけどな。そういうことらしい……」

　クロウは、再びルシェを中段に構える。その動きもまた、彼の意志ではなくなかば自動で行われている。

　まるで、剣そのものが戦うことを望んでいるかのように。

　これが剣神の力の一端なのかもしれない。あるいは、ヒョウカが弟子と斬きり合い、二人の兄弟弟子が命を懸けて戦ったのも、剣に導かれたのかも──

「剣神クロウ……。あたしを……止めて……」

「セフィ……？　まさか、おまえは……」

　ようやく、クロウはさっきのセフィの言葉の意味を理解し始めていた。

　クロウを斬る──それは〝自分を斬ってほしい〟という意味だったのではないか。

「あたしが本気で斬りかからないと、あんたは絶対に剣を向けてくれないわ。だから──あたしは殺すつもりであんたを斬る。もっとも」

　セフィは、薄く笑った。

「もうあたしは自分を止められない。暴走するエネルギーをぶつけるために、すべてを斬り尽くそうとするわ。まずは、この場でもっとも強いあんたを狙ねらう──」

「止められないって、なんでおまえは──」

　クロウは言いかけて、空を斬り裂く音を聞いた。

「…………っ！」

　セフィが素早く反応し、巨大な星崩を軽く振るって飛んできたもの──矢を払い落とした。

　同時に、星ほし崩くずしに宿っていた光こう刃じんの白い輝きがぱっと弾はじけるように散った。

「……ヒナ。『光コウ』封じを矢に込めたのね……」

　セフィの視線の先、十五メートルほど離れたところで、日ひ奈な子こが弓矢を構えていた。彼女の全身が黄金色に輝いている。

「セフィ……やっぱり、わたしの矢くらいじゃ通じないですか」

「『光』封じも無駄よ。もう、あたしの『光』に太陽の乙おと女めの術は通じないわ」

　セフィと日奈子は穏やかに言葉を交わして──睨にらみ合あう。

　いや、二人の目には戦意は見えない。ただ、まっすぐにお互いの目を見つめている。

「サーラの『光』も封じた術も通じないのですか……」

　日奈子は、矢をつがえていた弦をすっと緩ゆるめ、弓を下ろした。

「既にあたしは死し剣けん使つかいとは次元が違うわ。覚かく醒せいして、暴走している扉の巫み女こ──いえ、これが扉の巫女の本当の姿よ」

「本当の……姿？　セフィ、おまえはなにを言ってるんだ？」

「クロー、セフィが言ってることは本当なのです」

　日奈子が、弓を手にしたままクロウに近づいてくる。

「扉の巫女と、太陽の乙女は対になる存在──二人とも、遠い昔からソーディアとこの世界を繋つないでいた扉を守護する一族の代表だったのです」

「扉を守護……？」

　クロウは、日奈子に問い返す。扉のことというより、なぜそんなことを語り出したのかという問いだ。

「扉は昔の日本人やソーディにとって神聖なものだったのです。守護者がいたのは当たり前なのです。ですが……扉の近くで暮らすうちに、こちらにもソーディアにも特殊な力を持つ者が生まれ始めたのです」

「その話は、桜さくら井い美み月つきもしてたな。術を使える奴やつの中で生まれた天才が、太陽の乙女だったんだろ？　じゃあ、扉の巫女も──」

「はい、そうなのです。ソーディアの扉を守護する一族に生まれた天才──同時に、彼女は有り余る『光』によって最高のソーディになった……」

「それを恐れたのが、太陽の乙女の一族だったのよね」

　セフィは、軽く星崩の先端を揺らす。

「太陽の乙女の扉を操る術や『光』を封じる術……それに、太陽の乙女の切り札でもある〝強制送還〟の術は、万が一扉の巫女が地球でその力を振るうようなことになったときのために生み出したものだった……そうでしょう？」

「はい、そのとおりなのです」

　日奈子は、クロウのすぐそばで立ち止まり、頷うなずいた。

　セフィと日奈子、二人は扉の巫女と太陽の乙女としての力を完全に目覚めさせ、知識まで身につけている。

　それは、二人の遺伝子に刻まれていたものなのか──

「ですが、扉の巫み女この力を恐れたのは太陽の乙おと女めの一族だけではありません。なにより、扉の巫女自身がみずからの力を恐れていた──」

「だから、巫女の力にはリミッターがかかってる。いつの巫女がかけたものかは知らない。太陽の乙女も協力したのかもしれないわね。巫女の力はその血筋に代々受け継がれてる。八やツ首くびの蛇ほどじゃないけど、先代の記憶も継いでいるし──そのリミッターも受け継いできたのよ」

「まさか──剣神の一刀はそのリミッターまで斬きっちまったのか……」

「そうよ……もう取り返しはつかないわ！」

「…………っ！」

　クロウは、素早く身体からだを屈かがめつつ、日ひ奈な子こをかばう。

　セフィの身体からプラチナ色の光が噴き出し、柱となって天へと昇っていく。

「リミッターは破壊された。あたしの扉の巫女の力は、完全に解放されたわ。自分でもう一度力を封じることはできない。封じ方だけは──どうしても思い出せないの」

　セフィは、金色に輝く空の扉を見上げる。

「あたしがいる限り、ヒナの術でも扉は閉じられない。扉の巫女のエネルギーが注がれている限り、術は効果を成さないのよ」

「ええ、それはドアを開けたまま鍵をかけようとするようなものなのです」

「そう、扉はずっと開いたまま。あたしの力は……ほとんど無限。わかるのよ」

　セフィは星ほし崩くずしの剣先を、空へと向ける。

「力が、溢あふれて来て止まらない。きっかけはラーシュへの怒り。でも剣神の一刀──あの神となった剣けん士しの斬ざん撃げきが、あたしの力を完全に呼び覚ましてしまったのよ。もし止められるとしたら──ロウ、同じ剣神になったあんたの剣だけなのよ！」

「セフィ……！　できるわけねぇだろ！」

　クロウには受け入れられる話ではなかった。

　セフィを斬るなど、論外だ。何度か剣を交えてはいても、本気で彼女を斬ろうとしたことなど一度もなかった。

「いいえ、斬らなかったらみんなが死ぬのよ！　扉が開いたままでは、この世界すら終わるわ！　ロウ、あたしが一人で生き延びるか、みんなが死ぬか──二択なのよ！」

「勝手に選択肢を決め込むんじゃねぇよ！」

　クロウは怯ひるまずに言い返す。

「これが、あたしの選んだ選択肢なのよ！」

　セフィは星崩を構え、駆け出しながら大きく振り下ろした。クロウはまた、一瞬で無想ムソウを発動させて、強力な斬撃を受け流す。

「ロウ、これはあたしの望みでもあるの。あたしは、あんたを斬りたい──」

「セフィ……」

　クロウには、まったく理解できなかった。

　セフィを止めるために斬きれ、というのは受け入れられないが、理解はできる。

　しかし、なぜセフィが──クロウを斬ることを望むのか。

　理解できないまま、クロウは戦いの構えを取るしかなかった。







「これは──」

　サーラは、数百メートル先で噴き上がったプラチナ色の光の柱に目を奪われる。

　あの光を、サーラは身をもってよく知っている。

　プラチナ色の輝きを発したセフィに、サーラは一方的に斬りつけられ、危うく命を落とすところだったのだ。

　サーラのほうが圧倒的に力で勝っていたはずが、セフィにいいように翻ほん弄ろうされてしまった。それは屈辱の記憶でもある。

「いったい、どうなってるのかなあ、これは？」

　さきほどから、立て続けに異常が起き続けている。

　もっとも、視覚ではなにが起きているのかわからない。サーラは感覚で、凄すさまじいパワーを持った何者かが次々に現れたことを知覚している。

　おそらく、剣神──ソーディアのおとぎ話が現実のものとなったのだろう。

　しかも、剣神は一人ではない。いったい、誰だれと誰が剣神の領域へとたどり着いたのか。

「リーゼ、君はなにかわからないのかなあ？　君だって、一度は剣神に手をかけた者だったんだろう？」

「私ではありません。女王です。それに……今はそんなことはどうでもいいです」

　リーゼは、リンネの傷口に右手で触れながら術法を発動し続けている。彼女に限らず、術法は少なからず体力を消耗する。

　手て練だれのブレイズ剣けん士しならば術法を乱発することも可能だが、発動し続けるのは身体からだにかなりの負担となるはずだ。

「なるほどね、それはそうだ。ただ……どうでもよくない連中もいるみたいだねえ」

　光の柱が出現したのと同時に、ウィニアとイシュトの姿が消えた。

　二人はリーゼの治療を見守っていたが、遂ついに我慢できなくなったようだ。ウィニアもイシュトも、クロウたちのことが気になって仕方なかったのだろう。

「私も駆けつけたいところですが、リンネさんを託された以上、ここを離れるわけにはいきませんわね」

「私はもうここに住むから～」

　シュナークとリドは、リーゼとリンネのそばに座り込んでいる。

　リンネの経過を確認しつつ、まだリーゼを警戒しているのだろう。

「見ていなくても、リンネは私が救います。傷の修復は、ほとんど──」

「リーゼ！」

　サーラは素早く滑り込むようにして、ふらついたリーゼの身体からだを支えた。

「いくらなんでも術法を使いすぎだよ。君ははっきり覚えてないだろうけど、既に力を使い果たしてるんだしねえ」

「……わかって、ます」

　リーゼは弱々しい声で答えた。

　彼女は女王リーゼベルとして、クロウと激闘を繰り広げている。さらに彼に重傷を負わされて、応急手当てを受けただけだ。

　そもそも、リーゼ自身が一刻も早く治療を受けなくてはいけない状態なのだ。

「ですが、蘇そ生せい処置を急がないと。『光コウ』が生命を維持していても、脳が手遅れに……」

「どうしても続ける気なんだねえ。でも、リーゼ。これ以上は……無む茶ちやすぎるよ」

　もはや、リーゼは女王ではない。サーラに彼女を守る義務はない。それでも、かつては死を捧ささげるべき主であったリーゼが命を懸けようとしているのを看過できなかった。

「私はお兄さんのおかげで命を拾いました。だから、この命はお兄さんの大切な人を救うために使います。死の運命だって……変えてみせます。スイサーラ、あなたこそ……」

「サーラ？　サーラがなにかなあ？」

「あなたも自分で決めてください。自分でもわかってるんでしょう。今、あの光の柱の場所で大きな危機が始まってます。あなたには──状況を変えられる力があるはずです」

「…………」

　サーラは、黙ったままリーゼの顔を見つめる。リーゼのほうは、リンネの処置を続けている。彼女はサーラに決断を迫っているのだ。まるで女王のように。

　そのとおり、サーラには力がある。最強の七しち剣けん、剣けん聖せいヒョウカに匹敵する力量の持ち主であり、ほぼ無傷に近く、体力も充分に残っている。

　その気になれば、なんでもできる──剣神という存在にケンカを売ってみてもいいくらいだ。

　リーゼにも、天てん剣けんや竜りゆう剣けんにもやるべきことがある。ウィニアとイシュトは、自分がやるべきことのために飛び出していった。

　サーラは、ただここにいるだけだ。

　彼女は自分の戦いを終えたつもりだったし、それでもいいのだろうが──まだ考えるべきことがあるようだった。







「ロウ────────────っ！」

　セフィが絶叫を上げつつ、星ほし崩くずしで斬きりかかってくる。

「くっ！」

　クロウは無想ムソウを発動、ルシェで頭を狙ねらってきたセフィの斬ざん撃げきを受け流す。続けて放たれた袈け裟さ懸がけの一撃をかわし、さらに喉のどをめがけてきた突きも刃をぶつけて威力を相そう殺さいしつつ、受け流した。

　セフィの斬撃が通り過ぎるたびに、風圧で身体からだを持って行かれそうになる。

　いずれもあまりに強力すぎる一撃だった。もし、まともにくらっていたら、肉体が粉微み塵じんに砕け散っていただろう。

　覚かく醒せいし、すべてのリミッターが外れた扉の巫み女このパワーは、剣神と同じようにソーディの限界を超えているようだ。

　みずから神の座に昇った剣神と、神に選ばれた扉の巫女。

　二人の間に、大きな力の差などない──

　クロウは、それを実感していた。少なくとも、パワーやスピードではクロウはセフィには遠く及ばない。

　同じ剣神でも、ヒョウカならばセフィのパワーにも対抗できたかもしれないが──

「ロウ！　受けてばかりじゃ死ぬだけよ！」

「おまえの攻めを楽しんでるんだよ！」

　クロウは言い返しながら、セフィの剣を防ぎ続ける。

　ヒョウカとラーシュとの戦いでの消耗も激しかった。幸い、重傷は負っていないが、戦いが長引けばクロウが不利になるばかりだ。

　しかし、攻撃の糸口が掴つかめない。セフィは致命傷を与えるどころか、クロウの肉体をこの世から消滅させる勢いで斬きりつけてくる。ところがクロウのほうは、セフィを傷つけられないのだ。

　少しの傷なら、やむを得ない。だが、多少のダメージではセフィは止まらないだろう。

　今こ年としの春にセフィと再会した直後、彼女に斬りつけられて、そのときは服を斬り裂き、ファーストキスを奪うことで止められたが──

「今はキスくらいじゃ、動じねぇよな！」

「こ、こんなときに……キスの話なんかしないで！」

「…………っ！」

　ひときわ強い斬撃が放たれ、クロウは受け流しつつも後ろに下がってしまう。

　おそらく、ただの無想だったら剣を折られていた。リーゼとの戦闘を経験していなければ、ここで終わっていた──

「…………っ！」

　セフィが、不意に剣を振るい、飛んできていた矢を叩たたき落おとした。さきほどよりも、強烈な黄金の光が弾はじける。

「ヒナ！　あんた、また──！」

「何度でも、射うつのです。セフィ、あなたを止めるのはわたしの役目なのです！」

　日ひ奈な子こは、新たな矢をつがえながら言った。

「何度やっても、あたしの『光コウ』は封印できないわ！　もう太陽の乙おと女めと扉の巫み女こは対になる存在じゃない！　あたしの力は乙女には止められないのよ！」

「試してみないと──わからないのです！」

　日ひ奈な子こは、再び矢を放つ。彼女の力に合わせて、弓の弦はかなり緩ゆるく張ってある。ソーディから見ればあくびが出るほど遅いだろう。

「だから、無駄だと──なっ!?」

　セフィはまた矢を叩たたき落おとそうとして、目を見開いた。星ほし崩くずしと矢が衝突した瞬間、空間に黒い亀き裂れつが走ったのだ。

　バチン、と電気が弾はじけるような音がして、セフィがぐらりと体勢を崩す。

「空の扉!?　ヒナ、こんな小こ細ざい工くを！」

　日奈子は、手のひらサイズの空の扉ならば自在に開閉できるようになっている。矢に開閉する術を込めて、命中と同時に炸さく裂れつするように仕込んでいたらしい。

　しかし──セフィには、一瞬驚かせる程度の効果しかなかったようだ。

「ヒナ、こんなことしかできないなら、さっさと逃げなさい。それとも──」

　セフィは、星崩の切っ先を勢いよく地面に突き刺す。

「あたしを本気で止めたい、というなら〝強制送還〟を使いなさい！」

「…………！」

　次の矢をつがえていた日奈子が、ぎょっとしてその手を止めた。

「太陽の乙女として覚かく醒せいしたのなら、使えるはずよ。いえ、もしかしてもう使ったのかしら？」

「……ヒョウカを送り返しておくべきだったのです。チャンスはあったのに……」

　日奈子は答えた。クロウも彼女が既に強制送還を使ったと聞いてはいたが、ヒョウカ相手に仕掛けていたとは。

「あたしをソーディアに飛ばせば、状況は変わるかもしれない。空の扉を閉じることだって、もしかしたらできるかもしれない。そうすれば──すべてが終わるわ」

「そんな、こと……」

「そんなことできるか！」

　クロウは、日奈子の言葉を引き継いで叫んだ。彼も気持ちは日奈子と同じだった。

「たとえセフィがこの世界を滅ぼすとしても──ソーディアには行かせねぇ！」

「ロウ……ヒナ……あんたたち二人は……わかっていないのよ……」

　セフィは、地面に突き刺していた星崩を引き抜いた。それから、右手一本で軽く横に振るい、中段に構える。

「あたしは、七しち剣けんも死し剣けん使つかいも八やツ首くびの蛇も超える存在になったわ……。自分で自分を制御することもできない」

「セフィ、おまえはちゃんと俺おれたちと話せてるじゃないか。自分を抑えることだって！」

「できないわ！」

　セフィの目から、涙の粒が散った。

「あたしは姉上も……あの人も暴走していたけど、それでも大好きだった姉上まで……」

「シルフィ様は……」

　クロウは言いかけて、言葉に詰まってしまう。

　シルフィは、セフィに吹き飛ばされてどこかへ消えてしまった。セフィの今のパワーを考えれば、生存している可能性は高くない──

「とっくに、あたしは振り切っちゃってるのよ！　まだわからないっていうなら……教えてあげるわ！」

　セフィはまた駆け出し、叩たたきつけるように星ほし崩くずしを振るってくる。クロウは腰を落とし、無想ムソウでその剣を受け流す。ずきり、と腕が砕けるような衝撃が伝わってくる。

「ヒョウカの剣は、扉の巫み女こという存在そのものを、あたしのすべてを斬きり裂いた！　なにもかもよ！　命も剣も──心も！」

「心も……!?」

　セフィは止まらずに剣を振るい続ける。クロウは後ろに下がりながら、豪剣をかろうじて防ぐ。

　ヒョウカともリーゼとも、ラーシュとも違う太た刀ち筋すじ。いや、クロウがよく知るセフィの太刀筋とも微妙に違っている。

　これが、生まれついての最強のソーディ、扉の巫女の太刀筋──ということらしい。

「よせ、セフィ！　俺おれはおまえを──！」

「あたしは斬ると言ってるでしょう！　あんたも斬らないと──死ぬわ！」

　強烈な剣を受け流し、クロウはざざっと後ろに数メートル滑るように下がらされる。

「ぐっ……！　セ、セフィっ……！」

「あたしは、ヒョウカの一刀で心も斬られたわ！　あたしの中にあった、ヒナやみんな、姉上への想おもいもすべて！　だから誰だれが相手でも斬れる！　世界だって滅ぼせる！」

「剣神の剣は──心まで斬るっていうのかよ！」

　望むものすべてを斬るのが、剣神の一刀。

　心などという形のないものまで、斬ってしまうというのか。

「そう、あたしの心は斬られた。この身体からだに湧わき上がる無限の力は、傷は癒いやしてくれたけれど──心までは治してくれない。上う手まくいかないものね！」

「ぐううっ……！」

　セフィの巨大な刃が、凄すさまじい圧力となってクロウに襲いかかってくる。受け流しても、威力をゼロにしても、ダメージを殺しきれない。

　彼女から放たれる圧倒的な『光コウ』の波動は、ただそばにいるだけでクロウの身体を蝕むしばんでいく。

「ロウ、あんたは剣神に至ったんでしょう！　なにをされるがままになってるの！」

「…………っ！」

　斬ざん撃げきを受け流したクロウのルシェが、威力を殺しきれずに高く跳ね上げられる。かろうじて、柄つかから手は離さなかったが──

「くっ……！」

　クロウは後ろに跳んだが、一歩遅かった。セフィの横薙なぎの斬撃が、クロウの腹部を斬きり裂いた。

「うあああああっ！」

　ぱっと真まっ赤かな血が飛び散り、クロウは腹部に燃えるような熱を感じた。傷は浅くない。いや、ほぼかすっただけだったが──それでもセフィの豪剣は、斬撃の圧力だけで内臓に強烈なダメージを与えてきていた。

「くううっ……！」

　たった一撃──ほんのかすり傷で、いきなり状況が悪化してしまう。最悪、と言ってもいいかもしれない。

　やはり、どれだけ鍛えてもクロウは人間。ダメージを負えばたちまち動きが鈍る。光こう身しんが傷を癒いやしてくれるとはいえ、リーゼの術法のように即座に治してくれるわけでもない。

「セフィ！　もうやめるのです！」

「言ったでしょう！　やめさせたければ、あたしをソーディアに──ソーディアに送ってよ！」

「…………っ！」

　日ひ奈な子こは驚いて、つがえていた矢を狙ねらいも定めずに放ってしまう。なにも込められていない矢が、虚こ空くうへと飛んでいく。

「セフィ、あなたは……やっぱりそれを……望んでいるのですか……」

「さっきから……言ってるでしょう。あたしを止めなさいって！　早く……あたしを止めてよっ……！」

「セフィ、心は……消えてなんかいないじゃないのですか……」

「……あたしは、すぐにあたしでいられなくなる。心はもうかけらしか残ってないのよ。なんで、わかってくれないのよ、ロウもヒナも……！」

　セフィの目から、ぽろりと涙がこぼれる。涙は、流れ続けて止まらなかった。

「ヒョウカは、言ったわ。あたしに心のままに剣を振れって。それは……こういうことだったのよ」

「なんだと……？」

　クロウは、なんとかルシェを握り直しながら言った。

「ヒョウカの一刀は、あたしの心を斬った。大事な気持ちを斬り裂き、砕いて──力のリミッターを外したように、心にかかっていた封印も解いてしまったのよ……！」

「心の、封印……？　なんだ、なんのことなんだ……？」

「ロウへの気持ちに決まってるでしょう！」

「…………っ！」

　セフィから、凄すさまじい力の波動が放たれてくる。空気が震え、ソーディアから落ちてきていた岩が数十個、同時に砕け散った。

「ずっと、ずっと抑えてきた──心の奥底にあった気持ち。あたしは自然に抑えつけてて、もう忘れかけてた。ロウ、あたしは──あなたの剣に恋してる」

「剣に……」

　ソーディは、剣に恋する種族。

　強い相手の剣にどうしようもなく惹ひかれてしまう。

「恋した相手と斬きり合いたくなる──それがソーディの習性なのよ。扉の巫み女こだろうと、例外じゃないわ。だから……！」

「剣神の一刀が、セフィが抑え込んでいた気持ちの封印も解いたって……」

「そうよ、ロウ。今のあたしにある気持ちは、あなたと斬り合いたいっていう強い衝動だけ。それだけなのよ……！」

　気がつけば、セフィの目から流れていた涙は止まっていた。

「あたしは、ロウと斬り合いたい。それしかないの。だけど、今のあたしの力が解放され続ければ世界が終わってしまう……」

　セフィは、星ほし崩くずしを無造作に構え、ゆっくりと歩き出した。

「だから、あたしは最後に残った心のままにあなたと斬り合って──終わらせてほしい」

「セフィ……おまえ……」

「剣神クロウ。あたしを斬れるのは、あなただけよ」

「俺おれは……おまえを斬るなんて……！」

「やるのよ、ロウ！」

　セフィは地面を蹴けって、飛びつくようにしてクロウに斬りかかる。腹部を斬られたダメージが残っていて、動きが鈍っている。

　クロウはルシェを振り上げつつも、またもや完全には威力を殺しきれなかった。腕が千切れるような衝撃とともに、ルシェが手から離れて空に舞い上がる。

「あたしは止まれない！　あなたが止めてくれなければ！」

「セフィ──！」

　クロウは、それでもあきらめなかった。古流コリユウには素手で剣と戦う技もある。しかし、それが扉の巫女に通じるか──

「止めてみせる！　少年だけじゃない、私たちみんなで！」

　突然、そんな声とともにクロウとセフィの間に一人の少女が躍り込んできた。

「雷穿ライセン──飛翔空裂閃ヒシヨウクウレツセン……！」

　長いグリーンの髪をなびかせ、少女はクロウに向かって振り下ろされつつあった星崩を、強烈な突きで弾はじき飛とばした。

　勢いあまって着地しきれず、少女──イシュトは地面を滑るように転がっていく。

「イシュト……！　あんた、どうしてここに……！」

「遅れてすまない、少年。扉から出てきたエイジンはあらかた片付けてきたが……これはまた、ややこしいことになってるようじゃないか！」

　イシュトはすぐさま体勢を立て直すと、にやりと笑いながら言った。

「邪魔をしないで、会長！　あたしは──あなたを殺したくない！」

「見くびられたものだな、セフィ様！　これでも私は剣けん将しようだぞ！　それに──」

「…………っ!?」

　高々と星ほし崩くずしを掲げたセフィが、大きく目を見開いた。

　黄金に輝いている空の扉を後ろに背負うようにして、一人の少女がセフィに飛びかかっていく。

「イシュトさんだけ、違います！　私、います！　いつでもクロウ様、お守りします！」

「ウィニアっ……！」

　セフィの星崩と、ウィニアのディースシーズが交錯し、衝突した二人の光こう刃じんが爆発するように輝いた。

　ウィニアは、衝突の勢いで後ろに飛ばされつつも軽やかに着地する。

「遅れました、クロウ様。私、わかります。剣神、なられたのですね！」

「ウィニア、おまえまで……」

　クロウは呆ぼう然ぜんとして、ウィニアとイシュトの顔を順番に見つめる。ただでさえ戦える状態ではなかったのに、エイジンと相当な立ち回りを演じてきたようだ。二人とも、さっき以上に消耗し尽くしてしまっている。

　それでも──彼女たちは来てくれたのだ。クロウのために──

「イシュトも、ウィニアもいるのです。わたしも──！」

　そして、日ひ奈な子こもまた矢をつがえた。その矢の先端が、黄金色に輝いている。

　ウィニアもイシュトもそれぞれの愛剣を構え直す。

「……ははっ、これで戦わなきゃ男じゃねぇよな……！」

　クロウは、ふらりと一歩前に出て、地面に落ちていたルシェを拾い上げ、構える。腹部の痛みは治まっていないが──

「どんな状態だろうと、剣を握っていれば戦える。それが剣けん聖せいヒョウカの弟子だもんな。なあ、師匠、ラーシュ……」

　クロウの顔に笑みが浮かぶ。

　セフィの異常に気け圧おされて忘れかけていたが、クロウはヒョウカの弟子であり、ラーシュの兄弟弟子であり──日奈子とイシュト、ウィニアたち大切な少女のために戦う者だった。

「日奈子、イシュト、ウィニア……下がってろ。俺おれがセフィを……止めてみせる」

「やっとその気になったのね……」

　セフィは、かすかに笑ったようだった。

　だが、彼女から放たれている圧力は弱まるどころか、確実に高まっている──

　クロウは、ソーディでもなければ、結界で身を守れる日ひ奈な子ことも違う。『光コウ』の圧力から身を守るすべは心得ているが、もはやセフィの『光』はそんな技術でどうにかなるレベルではない。

　ただ、彼女のそばに立っているだけで体力を奪われていく。

「あたしは、あなたと斬きり合いたい。斬り合うっていうのは、あたしだけが戦うことじゃないわ。ロウ、あなたも本気で──あたしに剣を向けて」

「セフィ、俺おれも──おまえが好きだ」

「なっ……！」

　セフィは、星ほし崩くずしを片手で構えたまま、一歩後ずさる。顔だけでなく、耳まで真まっ赤かに染まっていた。

「な、なにを言ってるのよ……！　こ、こんなときに……！」

「こんなときだから言うのさ。ああ、俺もセフィが好きだ。だけど、俺はソーディじゃねぇ。師匠の剣に恋したこともあったが……やっぱり、俺は好きな相手と斬り合いたいとは思わないんだ」

「……斬らなければ、あんたを斬るわ。扉を開放したままじゃ、世界も終わる。ヒナも、会長も、ウィニアも……七しち剣けんもブレイズたちも、太たい陽よう教きようの幼なじみも、みんなみんな死ぬのよ……！」

「もう誰だれも死なせない！　剣神の力は──守るために使うこともできるはずだ！」

「都合のいいことを言わないで！」

　セフィは、ぐぐっと身体からだをねじるようにして片手で剣を構えた。

「星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆうか──！」

「扉の巫み女この力で、あたしの全力の奥義──受けてみなさい！」

「受けたくねぇなあ……！」

　クロウは腰を落とし、ルシェを中段に構えた。ゆっくりと意識を心の奥底へと沈めていく。真なる無想ムソウと、剣神の力──

　その二つがあれば──！

「逃げたって死ぬだけよ！　これが神を滅ぼす剣──星爆撃砕流・封ふう神じん斬ざん！」

「…………！」

　セフィが滑るように踏み込みながら、ひねっていた全身を猛烈な速度で回転させ、星崩を鋭く突き出してくる。

　それは剣神の一刀にすら匹敵するほどの、暴風をともなった破壊の嵐──

　人間のクロウにはなすすべもなく、切っ先が届く前に突きの圧力で吹き飛ぶしかなかったはずだった──

「死なせないって言っただろう！　俺自身もな──！」

　クロウは暴風に逆らいながら、剣を振りかぶり、鋭く踏み込んでいく。

　限界を超えて光こう身しんを発動させ、彼の身体がまぶしいほどに白く輝いていき──

「九きゆう天てん聖せい斬ざん──！」

　クロウの目に、九つの白い光の筋が見えた。流星のように走るその輝きは、星せい爆ばく撃げき砕さい流りゆうを打ち砕くための軌跡。

　瞬しゆん絶ぜつの法で踏み込み、無想ムソウで心を消しながら、古流コリユウの奥義を放つ。クロウは九つの筋の一つをルシェでなぞりながら、巨大な暴風に斬きりつけた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおぉぉっ！」

「ああああああっ！」

　クロウとセフィが絶叫を上げ、二人の激突で生じた反発をまともにくらい、弾はじき飛とばされてしまう。

　星爆撃砕流をも斬り裂いた九天聖斬も、セフィには届かなかった。腹部と、ラーシュとの戦いで負った傷に耐たえ難がたい痛みが走る。

「まだ……まだよ！」

　セフィのほうはすぐに体勢を立て直した。凄すさまじいまでの『光コウ』が放たれてくる。それに応えるようにして空気と大地が激しく震動している。

　まるで地球そのものが揺れているかのようだ──

「ロウ──────────────っ！」

「セフィ！」

　弾丸のように飛んでくるセフィに、クロウはカウンターを仕掛けるべく、なんとかルシェを構える。

　だが、遅い──間に合わない！







「リンネ!?」

　その瞬間、リーゼは見た。

　リンネの身体からだに心臓マッサージを続けていたが──突如、そのリンネが目を見開いたのだ。

　リーゼの手に、どくんと心臓が脈打ったのが伝わってきた。

　不意にリンネの全身が『光』の真っ白な輝きに包まれ、目がくらむほどに光った。

「リンネ、あなたは──！」

　リーゼは叫び、リンネの顔を覗のぞき込こむと──







「遅いわ、ロウ！　あんたはこれで──！」

　セフィが大きく振りかぶった星ほし崩くずしを、クロウの頭をめがけて振り下ろしてくる。

　クロウは、理解していた。間違いなく、セフィは本気でクロウを斬り殺そうとしていると。それが、斬り合うということなのだと。

　これが、ソーディという種族。剣に恋する少女が心のままに剣を振るった結果──

「なっ──!?」

　そのとき、セフィが驚きよう愕がくの声を漏らした。

　激しく揺れる地面から、なにかが弾はじかれたように放たれたのだ。それは驚くほどの速度でセフィにまっすぐ飛んでいき──

「銀翼ギンヨク!?」

　セフィは、クロウに向けて振り下ろそうとしていた剣の軌道を力業で無む理り矢や理りにねじ曲げ、飛来してきたそれをかろうじて叩たたき落おとした。

　槍やりの柄つかの両端に刃がついたような、奇妙な武器──それは既にこの世を去ったはずの少女の愛剣、銀翼だった。

　彼女は死の間ま際ぎわに愛剣を取り落とし、そのまま地面に転がっていたはずだった。

　それがまるで意志を持ったかのように、激しすぎる地面の震動で勢いよく弾かれ、絶妙のタイミングで飛ひ翔しようしてクロウを救ったのだ。

　しかも、両端の刃は光こう刃じんの白い輝きを宿している──







「とど、いた……ボクの……」

「リンネ！」

　リーゼが顔を覗のぞき込こんだときには、再びリンネの目は閉じられていた。

　確かに、リーゼはリンネの目が開いたのを見た。リンネの『光コウ』が輝き、彼女が言葉を発したのを聞いた。

　しかし、今は──

「リンネ、リンネ！」

　リーゼは、再び眠りに落ちた少女の名前を呼び続けた。

　もう一度、彼女を眠りから覚まさせるために──







「リンネ──また、おまえに救われたな！」

　クロウは、少女の名を叫びながら体勢を立て直し、ルシェを構える。

　いや、まだ救われてはいない。セフィもまた体勢を立て直して、再び星ほし崩くずしを振るおうとしている。

　これが正真正銘、最後の一撃──クロウは心を決めていた。

　日ひ奈な子こ、ウィニア、イシュト、それにリンネ──少女たちの助けがあったからこそ、この最後の一撃が放てる。

　彼女たちを守るための剣を振るっていたつもりが、クロウもまた守られていた。

「セフィ、俺おれも──救ってみせる！」

　クロウの周囲の景け色しきが消え、世界が真っ白に染まっていく。

　剣神の世界。剣の頂点にたどり着いた者だけが見られる、自分と剣だけの世界。

　そして、孤独な世界──

「剣神の一刀は、望むものすべてを斬きる、か。そうだな、そういうことだ」

　クロウは、なにもない正面を見据えながら小さくつぶやいた。

　ここはすべてが失われている。セフィもいない、日ひ奈な子こたちの姿もない。

　なにもない世界で、クロウは戦いから切り離されてようやく気づいた。

　望むものすべてを斬れる、とヒョウカは教えてくれていたのだ。

　そのための力を、ラーシュとの戦いで身につけていたのだ。

「師匠、あんたのおかげでここまで来られた。ラーシュ、おまえの斬流ザンリユウが俺おれの力を目覚めさせてくれた……！」

　クロウはルシェをゆっくりと上段に構えた。

　白い世界の向こうには、確かな現実がある。今まさに剣を振り下ろそうとしているセフィがいる。

　クロウが斬るべきは、ただ一つ。

「セフィ……」

　白い世界に、突如としてセフィが現れた。間合いを詰めて、星ほし崩くずしを振り下ろしている。

　九つの光ではない、クロウに見えているのはただセフィのみ。

　クロウもまた踏み込みながら、剣神の力をもって剣を振り下ろしていく。

「究きゆう天てん神しん斬ざん──！」

「ロウっ……！」

　クロウが磨き上げてきた、古流コリユウと瞬しゆん絶ぜつの法、そして無想ムソウ。

　それらすべてをあわせて、剣神の一刀とともに放つ──！

　クロウの刃とセフィの剣が衝突し、真っ白な世界にガラスのようにヒビが入り、砕け散っていく。

　真っ白な破片がクロウとセフィの周りを舞い、飛び散り、そして消えてしまう。

　剣神と最強のソーディの最後の一刀は、すべてを終わらせていく──







　クロウの手から滑るように、ルシェの柄つかが落ちてしまう。

　地面に落下するとともに、ルシェの刀身に亀き裂れつが幾筋も走り、バラバラに砕けた。

「ばあさん……ありがとうな」

　クロウは、笑え顔がおで今は亡き偉大なる剣けん士しに感謝を告げた。

　大だい剣けん聖せいジルンシェードがみずから打ち、研ぎ上げた剣──ルシェは失われた。クロウは、惜しいとは思わなかった。

　あの偉大な剣士が最後に握った剣は、その役割を終えて眠りについたのだ。ただ感謝すればいい、とそれだけを思った。

　剣神の一刀、すべてを込めた究きゆう天てん神しん斬ざんは──

「ロウ……」

　クロウの正面、手が届くほどの距離にセフィは立っている。

　彼女は星ほし崩くずしを高く掲げ、一歩前に出た。

　そして、にっこりと微笑ほほえむと──

「やっぱり、あんたの剣は……あたしが愛した剣は……」

　星崩にも大きな亀き裂れつが走り、一気に砕け散った。柄つかまでもが粉々になり、風に舞っていく。

「え……これは……？」

　セフィは、目を大きく開いて自分の身体からだをじっと見つめている。その身体には、かすり傷一つない。

「俺おれが斬きったのは星崩と──」

「ああっ……!?」

　セフィの全身から、プラチナ色の光が弾はじけながら飛び出す。光は、滝が逆流するようにして上空へと昇っていく。

「扉の巫み女この力が……消える……？」

「そうだ、師匠は空の扉の封印、セフィの心なんていう見えないものまでも斬った。だったら、斬れるはずだ。おまえの力の源──扉の巫女の『光コウ』も」

　クロウは、ゆっくりとセフィに近づいて彼女の身体を抱きしめる。

「ロウ……」

「これでおまえは、もう扉の巫女じゃない。巫女の力は俺が斬って、打ち砕いた。望むものを斬る剣神の一刀で──」

　クロウは、さらに強くセフィの身体を抱く。こうして抱いているだけで、彼女の中から力が失われているのが実感できた。

　さっき彼女の身体から飛び出したプラチナ色の輝きは、クロウが斬り裂いて砕いた巫女の力。その最後の残ざん滓しだったのだろう。

「セフィ、おまえの心は失われてない。剣に恋する気持ちが残っていたんだ。生きていれば──斬られた感情も戻ってくる。身体の傷が癒いえるみたいに、心だってきっと」

「でも、あたしは……あんたを殺そうとしたのよ……」

「さっきのが初めてじゃねぇだろ？」

「……うっ……」

　クロウが冗談めかして言うと、セフィはショックを受けたように絶句する。

「いいんだよ、セフィ。それに──俺の勝ちだ」

「……あたしは負けたのね。やっぱり、ロウには勝てなかった……」

　セフィは身体の力を抜いて、クロウに身体を預けてくる。

　クロウもまた、ただ彼女を抱いていた。金色の髪に顔を埋め、その甘い香りを嗅かぐ。

　これでいい。剣神の一刀で『光コウ』を斬きるのはいちかばちかだったが、ヒョウカという前例がいたために、分の悪い賭かけでもなかった。

　それでも──剣を振り切ってしまったのは、クロウが剣神という存在だからか。

「ごめんなさい……ヒョウカのせいじゃないわ」

「セフィ？」

「結局、ロウと斬り合いたいと望んだのはあたしの心。ヒョウカの剣は、あたしの本心を目覚めさせただけ。あたしはあなたを斬りたかったのよ……」

「俺おれも、セフィとの戦いを望んでなかったとは言えない。俺には剣神の力がある。師匠と同じ、神に選ばれたソーディを超えたいって想おもいも……あったんだろう」

　クロウは、セフィの両肩を掴つかんでそっと彼女の身体からだを離す。

「俺は確かに剣神の境地にたどり着いて、すべての剣けん士しを超えた。俺は人間だが、剣に生きてきた。剣神の力を手に入れたって証明したかったんだろうな……」

「……そうね。力を暴走させたあたしの剣は、最強の扉の巫み女こを超えていたわ。だけど、ロウはそのあたしも超えた。あなたが最強よ、ロウ」

　セフィは柔らかく微笑ほほえんで──クロウの胸にとんと額ひたいを当ててきた。

　剣神と最強のソーディの戦いも、ここに終わったのだ──

「少年！　まだ終わってないぞ！」

　突然、イシュトの鋭い声が飛んできた。

　クロウとセフィは、瞬時に反応して身構える。二人とも、激戦のあとだろうと気を抜いていなかった。

　まだ落雷と地面の震動、空の扉から落ちてくる光は止まっていない。クロウはなにが起きているのか周りを見て──すぐに気づいた。

「日ひ奈な子こ!?」

　クロウたちからほんの十メートルほど離れたところで、岩が大きく盛り上がっている。高さは二メートルほどだろうか。さっきまで、あんなものはなかったはずだ。突然に地面が隆起してできたものらしい。

　岩場の上に、黄金の光をまとった日奈子が立っていた。シスター服の上に羽織ったロングコートの裾すそが揺れている。

　そこはまるで、生いけ贄にえを捧ささげる祭壇のようだった。

「ヒナ、あんたまさか──！」

　セフィも叫んだ。彼女が先ほど身体から放ったプラチナ色の光が、日奈子の周囲に集まりつつある。

　扉の巫女のパワーは、日奈子の周囲を包む黄金の輝きに触れると、光の中に浸透するようにして消えていった。

「扉の巫女の力のかけら──無限の力の一部だけでも充分なのです。これで、なんとかしてみるのです」

　日ひ奈な子こはそう言うと、弓にゆっくりと矢をつがえていく。

　矢や尻じりに黄金の光が宿り、矢全体が輝き始める。

「そんな……ヒナ、死ぬ気なの!?」

「セフィ、今日きようまでずっと楽しかったのです。わたしは十五年、外に出ることもできずに生きてきましたけど……その十五年なんかどうでもよくなるくらい、クローとセフィ、みんなとの数すうヶか月げつは楽しかったのです……」

　日奈子は、柔らかく微笑ほほえむ。

「ありがとう、クロー、セフィ、みんな……わたしはみんながいるこの世界を守りたいのです。そのために扉を閉じなければ。わたしにしか、それはできないのです……」

「で、でも！　ヒナ、あんたが犠牲になるなんて……！」

　セフィは涙を流し、駆け出そうとしている。

　しかし、彼女は扉の巫み女この力を失い、消耗も激しい。まともに歩くこともできないようだった。

「大丈夫です、セフィ。わたしには、力を貸してくれる人たちも──いるのです」

　日奈子は天を見上げながら、ギリギリと弦をいっぱいまで引き絞る。

　確かに、クロウは日奈子自身とセフィ、それ以外の力も感じた。剣神に届いた彼の感覚は研ぎ澄まされており、エネルギーの質の違いまでわかるようになっている。

「日奈子に力って……まさか……」

　クロウは、不意に思い出していた。第一の扉が開いたときのことを。

　日奈子に力を注いでいるのは、おそらく──







　東京ソーディア、外層人類区ダウンタウン。

　太たい陽よう教きよう教団本部はその外れにあり、一見すると巨大な農場のようだ。

　本部の一番奥には巨大な石造りの神殿があり、そこに数百人の信徒たちが集まっていた。

　神殿内にあるステージのように一段高くなっているところに、一人の少女がいた。

「クロウ……太陽の乙おと女め……」

　シスター服の少女──木き戸ど明あか里りはきっちりと正座し、胸の前で手を組んで、わずかに上を見る太陽教の祈りの姿勢を取っている。

　神殿に集まってきた信徒たちは、誰だれに言われるでもなくここに現れたのだ。

　ただ、祈らなければならないという想おもいに駆られているらしい。明里自身は、特になにも思うところはない。なにも感じられない。おそらく、第一の扉が開放されたときの祈りに参加していなかったせいだろう。

　それでも、明里は今や太陽教を束ねる木戸祐ゆう司じの娘として、信徒たちを導く立場にある。

　だから彼女は信徒たちとともに、祈りに入っている。

「アカリ」

「スノウ……どうだった？」

　音もなく、灰色の髪の小柄な少女──スノウホワイトが明あか里りのそばに現れる。彼女もまたシスター服姿ではあるが、正体はダイナストのサイボーグである。

　二ヶか月げつ前の戦闘で〝強制停止プログラム〟を受け、その副作用ですべての記憶を消されてしまった。それからは明里が保護して、太たい陽よう教きようのシスター見習いとなっている。

「他の支部でも同じことが起きてる。みんな、祈ってる……」

「そう……」

　五万人の信徒が祈り、それをエネルギー源として第一の扉が開いた。同じことが起きようとしているのか、それとも……。

「どうなってるかわからないけど……私も、祈るわ」

「うん」

　スノウホワイトは頷うなずき、明里の隣に同じ姿勢で座って祈り始める。

　彼女はなにを祈ってるのだろう、と明里は思った。いや、祈りには中身などなくてもいい。

　だが、明里には祈るべきことがあった。

　ただ一つの祈り──それは幼なじみの少年、クロウの無事だった。







　岩がつくり上げた祭壇の上で、桜さくら井い日ひ奈な子この黄金の輝きはさらに増しつつあった。

　既に疑いようもなく、どこからか日奈子にエネルギーが注がれている。

「日奈子……！」

　クロウは、ぐっと拳こぶしを握り締めた。剣神へとたどり着いた身だ。その気になれば、今なら日奈子を包む黄金の結界も斬きり裂けるだろう。

　しかし、日奈子はそれを望んでいない。そして──

「空から、大地が落ちてくる……」

　クロウの隣で、セフィが空を見上げながらつぶやいた。

　黄金の扉を引き裂くようにして、巨大な岩盤がゆっくりと姿を現している。既に、大地のかけらではなく、ソーディアという世界そのものが落ちてきているようだ。

　落ちつつある大地は、次第に黄金の光に包まれていく。そして黄金の光は、どういうわけか、まるで竜の顔のような形に変わりつつある。

　あの竜が落ちてきたとき──この世界は、終わってしまう。

　日奈子は、それをわかっていたのだろう。だから、扉を閉じるために一人で立ち向かおうとしている。

「もう、俺おれは止めない」

「ロウ？」

「扉を閉じるには、日ひ奈な子この力が必要だ。だから、あいつにはこのまま続けてもらう」

「バカを言わないで！」

　セフィは顔色を変えて、クロウに掴つかみかかってくる。

「ロウ、忘れたの!?　扉を閉じれば太陽の乙おと女めは死ぬのよ！　いえ、あんなとんでもない扉を閉じるのは無理だわ！　術に失敗すれば無駄死によ！」

「死なせない」

　クロウは、セフィに答えつつ思考を巡らせていた。

　もし、日奈子の術が奇跡的に扉を閉じることができても──彼女は間違いなく死ぬ。普通の空の扉を閉じただけで、先代の太陽の乙女は肉体が砕けて死んだのだ。封印を解かれた扉を閉じて、無事でいられるなど奇跡が起きても不可能だ。

　もしも日奈子が身を犠牲にして、扉が閉じたところで──そんな結末は認められない。

「認めるものか……！」

　だが、事態は切迫している。のんびり策を考えている時間などない。

　ならば、強引でも無む茶ちやでも、できる手を打つしかない。決して犠牲を出すことなく。

「ウィニア！　イシュト！　残った力を全部日奈子に渡せ！」

「え？　なにを言ってる、少年？」

「力、渡す？　クロウ様、言うこと、なんでもしますが……」

　ウィニアとイシュトは、それぞれの愛剣を構えたまま戸惑っているようだ。当然、彼女たちのほうから力を渡すことなどできないだろう。

「日奈子！　もうやめろとは言わない！　だけど──やるなら確実にやるんだ！　今なら桜さくら井い美み月つきがやったみたいに、人の力を集められるな!?」

「いきなりいろいろ無茶を言うのです……でも、たぶんできます」

　日奈子は珍しく苦笑を浮かべ、彼女がつがえている矢の先端から黄金の糸のようなものが、二本伸びていく。

　その金色の糸はウィニアとイシュトの愛剣に接触すると、強く輝き始めた。

「くっ……こ、これは……!?」

「力、持って行かれます……!?」

　イシュトとウィニアが驚きの声を上げた。五万人の祈りを力に変えた桜井美月とは手法が異なるようだが、日奈子は他者の力を集める術も見事に使いこなしている。

　剣けん将しようイシュトと、ソーディアの剣けん聖せいであり力を大きく上げているウィニア。かなり消耗していても、二人の力ならばかなりのエネルギーになるはずだ。

「グオオオオオオオッ！」

「ちぃっ！」

　突然の咆ほう哮こうに、クロウは舌打ちする。突然、波打っている地面を高速で這はうようにして、エイジンが襲いかかってくる。標的は──日奈子だ。

　中型、いや大型といっていいサイズだ。エイジンの数は百や二百ではなかったのだから、ウィニアたちの討ち漏らしもあって当然だ。しかし、これほどの大型サイズがまだいたとは──

「天てん爆ばく撃げき砕さい弾だん！」

　竜巻のような風を巻き起こし、轟ごう音おんを上げながら、突然一人の剣けん士しが大型エイジンの頭を打ち砕いた。技の威力は凄すさまじく、脳どころか、巨大な頭部が丸ごと消滅するほどだった。

「ソーシャ……！」

「クロウさん、私を忘れてもらっては困ります……よ」

　ごふっ、とソーシャは激しく咳せき込こみ始めた。クロウも、ソーシャの存在を忘れていたわけではない。

　彼女がすぐ近くにいることはわかっていたが──彼女の身体からだが限界であることも容易に察することができたのだ。

　まさか、あの身体で奥義を繰り出すとは……。

「これでも七しち剣けんの一人、天てん剣けんの称号をいただいた身です。どんなときでも戦えるのが、剣けん聖せいの専売特許と思わないでほしいですね」

「ああ、助かったよ、ソーシャ」

　クロウは苦笑いを浮かべる。助かったのは事実だが、明らかにソーシャは無理をしすぎだった。今度こそ、最後の力を振り絞った一撃だったのだろう。ソーシャの力もほしいところだが、これ以上無理をさせれば彼女は死ぬ。

「行くぞ、セフィ。そろそろ、俺おれたちの出番だ」

「ロウ、あたしはもう……」

「わかってる。けど、やるしかねぇんだ」

　クロウはゆっくりと数メートル歩き──そこに突き刺さっていた剣の柄つかを握った。

　久遠クオン彼方カナタ。ソーディアの剣聖が代々受け継いできた名剣である。本来ならば、剣聖の称号を得たラーシュが手にするべき剣だ。

「悪いな、ラーシュ。使わせてもらうぞ」

　クロウは久遠彼方を引き抜き、片手で構えてみた。ルシェほどではないが、手によく馴な染じむ。日本刀に形状も似ており、重さも充分扱えるレベルだ。これなら──

「ロウ、今さらなにをする気なの……？」

「まともじゃねぇことだよ」

　クロウは笑って言い、セフィの手を掴つかんで日ひ奈な子こが立っている岩場へと向かう。

　二メートルほどの岩場を素早く登り、日奈子のそばに立った。

「クロー、セフィ。なにをする気なのです……？」

　日奈子は結界に使っていたエネルギーも矢に集中させているようで、無防備になっている。

「扉を閉じるのはダメだ、日奈子。それはどうやっても結末が見えてる。上う手まくいっても、いかなくてもおまえは死ぬ」

「……やってみなければわからないのです」

「やらせない！」

　クロウは、片手で日ひ奈な子この肩を掴つかんで言った。

「おまえが死ぬくらいなら、世界なんて滅んでもいい！」

「クロー……！」

　日奈子は、大きく目を見開いて絶句した。その大きな目から涙がぽろぽろとこぼれ出す。

　クロウも恐ろしく勝手なことを言っているのはわかっている。日奈子の決意の邪魔をしていることも。それでも、死ぬことだけは許せなかった。

「さっき、おまえは楽しかったって言ったな。まだまだ楽しいことなんていくらでもある。十五年、閉じ込められてきたおまえにはもっともっと人生を楽しむ権利がある。いや、権利なんてどうでもいい。俺おれは日奈子に──もっと笑ってほしいんだよ」

「……クロー」

　日奈子は引き絞っていた弦をゆっくりと緩ゆるめる。

「わたしも、死にたくない……です……」

「そうだ、それでいい。けど……日奈子にはやってもらうことがある」

「なんでしょうか……？」

　クロウは、黄金に輝く空の扉を見上げる。

「もちろん、あれをなんとかするんだよ。もう時間がねぇ」

　扉からこぼれ出したソーディアの大地は、今にも地面に落下してきそうだ。あれほどの巨大な岩のかたまりが地表に落下したら、どれほどの被害が出るかわかったものではない。おそらく、人間はもちろん、ソーディたちですらひとたまりもないだろう。

「日奈子、扉を閉じられるだけの力はたまっているのか？」

　クロウは、まだ金色に輝いている矢を見つめる。

「……正直、足りないのです。せめて、あと二人分の七しち剣けんクラスの『光コウ』がないと」

「二人、か。そいつは厳しいな」

　シュナークとリドを呼び戻すくらいしか方法はない。あの二人もかなり消耗しているはずだから、二人分になるかどうかも怪しいが。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオンッ！」

「またかよっ！」

　クロウは素早く反応する。

　今度は、上空から落下してくる岩にまぎれて大型のエイジンが飛んでくる。

　ソーシャはもう剣を振れる身体からだではない。日奈子に力を渡してしまったウィニアとイシュトにも無理だろう。

　クロウは腰を落とし、久遠クオン彼方カナタの柄つかに手をやった。ならば、剣神の一刀で──

「だったら、それはサーラがあげようかあ！」

「なっ……!?」

　突然現れたサーラが、両袖そでから飛び出した二本の剣を胸の前で交差させ、エイジンへと向かっていく。

「神しん鳴めい爆ばく天てん破は！」

　サーラが二本の剣を振るうと同時に、凄すさまじい爆発が起こり、エイジンを吹き飛ばす。大型エイジンの頭どころか上半身が丸ごと消滅していた。

「あはははーっ！　暴れ足りなかったからねえ！　もっと派手にいきたいところだけど、残りの力は太陽の乙おと女めに進呈しようかあ！」

　サーラの全身が『光コウ』の白い輝きに包まれ──背中から溢あふれ出だした『光』が翼の形を取った。

　クロウも、その翼を以前に目撃していた。死し剣けん使つかいだけが使える秘法。サーラのそれは、『光』を爆発的に増大させるというもの──

「日ひ奈な子こ！　くれるって言うんだ、遠慮なくもらっておけ！」

「クローの教えは、無む垢くなわたしによろしくない影響があるのです」

　軽口を叩たたきながら、日奈子は再び矢をつがえてそこから黄金の糸を伸ばす。サーラの神鳴刃シンメイハに巻きついた糸は、強烈な光を放ち始める。

「うっ……ちょっと……多すぎるくらいなのです……！」

「ずーっと欲求不満だったからねえ！　クロウは子作りさせてくれないし、斬きらせてもくれないし！　たまりにたまったサーラの欲望だと思って、ありがたく受け取ってほしいなあ！」

「……なんだか、お返ししたくなってきたのです」

「気持ちはわかるが、受け取っておけ。次は……セフィ！」

「え、あたし？」

　岩場の上で、セフィがびくりとする。

「日奈子が集めたその力は……おまえが受け取るんだ」

「う、受け取るってどうやって……」

「扉の巫み女こと太陽の乙女は対になる存在。巫女の力を乙女に注いで、扉を開けたんだ。逆だってできるはずだ」

「そ、そんな無む茶ちやな……！」

　セフィは困惑しているようだ。それも当然だが、クロウは他に手が思いつかなかった。これができなければ──すべてが終わる。

「こ、この力をあたしの中に……？」

　セフィは、日奈子がつがえている矢の先を見つめながらつぶやいた。そこには、とてつもない密度の力が集まっている。

「……やってみましょう。目覚めたわたしたちなら、もしかすると……」

　日奈子もつぶやくように言うと、また弓の弦を緩ゆるめた。それから、黄金の光を放つ矢や尻じりに両手で触れて──その光が日ひ奈な子この手の中に吸い込まれていく。

　クロウは不意に思い出す。以前、日奈子はマナカが術法で放った炎の龍りゆうを体内に吸収したことがあった。

　やはり、日奈子はソーディの『光コウ』やその産物を操ることができるのだ。

「この力をそのまま使えば……きっと、わたしの身体からだは跡形もなく砕けるのでしょう。でも……セフィなら」

「ヒ、ヒナ……!?」

　日奈子は、そっとセフィに抱きついた。

　そして、セフィの手を握りながら──ゆっくりと唇を重ねる。

「んんっ……んんん……！」

　セフィと日奈子の唇が重なって──二人の身体が金色に輝き始める。

「こ、これは……ヒナの力があたしの中に……！」

　唇が離れると、セフィは呆ぼう然ぜんとしながら言った。

　前例もなく、あまりにも無理がありすぎる方法だったが、ここまでは上う手まくいっている。クロウは、久遠クオン彼方カナタの柄つかを強く握り、セフィのそばへと歩み寄る。

「よし！　日奈子、よくやってくれた。セフィ、あとは──」

「ロウ、どうする気なの……？　この力を、いったい……？」

　クロウは、片手で久遠彼方を握り、いつもの中段の構えを取った。黄金の扉を見上げ、睨にらみつける。













「やるぞ、セフィ！　俺おれと一緒に久遠クオン彼方カナタを握れ！」

「あたしも──？」

　戸惑いながらも、セフィはクロウに寄り添うようにして片手で久遠彼方の柄つかを握る。

「日ひ奈な子こから受け取った力を光こう刃じんにして、久遠彼方に伝えろ！　そのとんでもねぇ量の『光コウ』のコントロールはこの世でセフィにしかできない！　一度は、最強のソーディになって戦ったおまえじゃなければ！」

「そう……そうなのね、ロウ！　わかったわ！」

　セフィはこくりと頷うなずき、強く久遠彼方を握り締め──

　久遠彼方の片刃の刃が黄金の輝きを宿し始める。

「剣神の一刀で二つの世界は繋つながれた。あの扉は、太陽の乙おと女めの術じゃ閉じられないだろう。だけどな、太陽の乙女が集めたみんなの力、扉の巫み女この力、それに──剣神の一刀があれば！　できないことなんて──ない！」

　クロウは、剣をゆっくりと後ろに引いて力をため込んだ。周囲が白い世界と化し、それでもセフィと日奈子の姿は消えていない。

　クロウを支えるように、二人の存在はすぐそばにいてくれる。

「黄金の扉を、みんなの力と剣神の一刀でぶち壊す！」

　クロウはセフィとともに久遠彼方を大きく振るった。すべてを込め、すべてを斬きり裂くために。

　ここまで歩いてきた日々に、最後のケリをつけるために。

「俺はこの世界を守る！　みんなが生きてるこの世界を守るために、最後の剣を──！」

　剣を振りきるとともに、クロウとセフィ、日奈子が立っていた岩場が崩れ、三人は地面へと落ちていく。

　クロウが振るった剣は金色の輝きとともに飛んでいき──落下してきていた竜を砕き、黄金の扉へと衝突し、天が破やぶれたかのような轟ごう音おんが鳴り響いた。

　巨大な黄金の扉は、すべてを込めた剣神の一刀によって砕かれ、まぶしい金色の輝きが飛び散っていく。

　そして──







「綺き麗れい……」

　セフィが、ぽつりとつぶやいた。

　粉々に砕かれた黄金の扉から、雨のように金色の光の粒が降ってくる。

　金色の光は、クロウたちの身体からだや地面に当たると、音もなく消えてしまう。

「扉が……消えていくのです……」

　砕かれた扉のかけらは、まだ空にある。しかし、ゆっくりとではあるが確かに扉は消えていっている。

　扉から飛び出しつつあったソーディアの大地も、剣神の一刀によって跡形もなくなっている。

「セフィ、日ひ奈な子こ……大丈夫か？」

　二人の少女は、クロウのすぐそばで折り重なるような体勢になっていた。制服のミニスカートや、丈の短いシスター服の裾すそが乱れている。

「ええ、あたしは……大丈夫……」

「わたしもなんとか……セフィがクッションになってくれたのです」

「そうか……」

　クロウは、自分も一緒に折り重なりたいところだったが、まだ冗談を言える状況でもない。

「……そうだ、ウィニア！　ソーシャ！」

　クロウは慌てて立ち上がった。まだ、黄金の扉からは光が差し込んできている。しかし、砕けた空の扉は今にも消えそうだ。あの光が消えるということは、ソーディアへの道が消えるということだ。

　空にいくつも浮かんでいた空の扉も、次々に閉じつつあるようだ。このままでは──「大丈夫、です、クロウ様」

「あなたに心配されるほど落ちぶれてはいませんよ……」

「ウィニア……！　ソーシャ！」

　クロウは大きく目を見開いた。数メートル先、地面に差してきている黄金の光の中で、ウィニアとソーシャが肩を支え合うようにして立っていた。

「寂しくなります、から……お別れ、言わないつもりでした……」

「ウィニア……」

　クロウは、ウィニアと向き合う。彼女はディースシーズを握り、にっこりと微笑ほほえんでいる。

「でも、大丈夫です」

「なに……？」

「私も、いつか剣神、なります。クロウ様の剣神の一刀、二度も見ました。私も、きっとその剣、振るえるようになります」

　ウィニアは、軽くディースシーズを振りながら言った。彼女の表情は、あくまで穏やかだった。

「剣神なって、ソーディアのエイジン、倒して世界救います。こちらでもエイジン、たくさん倒しました。残り、たぶん少ないです。だから……世界救って、いつかまたこっち、来ます」

「一度扉を閉じちまったら……もう、扉の巫み女この力もないんだぞ……」

「ヒョウカは扉が閉じて、乙おと女め、巫女、関係なく、こっち来ました。私にも、同じこと、できないはず、ありません」

「……そうか」

　クロウは、ウィニアの目を見つめながら笑った。

「そうだな、俺おれたちはどんな無む茶ちやもやってきた。ウィニア、おまえもきっとできるさ。また会いに来てくれ。俺も……待ってる」

「はい……クロウ様。絶対に、来ます」

　ウィニアもまた笑い返して──彼女の身体からだは黄金の光の中に消えていった。

　ソーシャもまた、手を軽く振った。

「さよなら、ソーシャ……」

「ええ、姫君。いつか……ウィニアさんにおともしてまた来ますよ……」

　セフィが手を振り返し、そしてソーシャの姿も消えていく。

　ウィニアは故郷に帰り、ソーシャは彼女がまともに生きられる大気のもとへと旅立ったのだ。

「終わった、か……」

　イシュトが、どかりと地面に座り込んだ。彼女もまた、精根尽き果てたようだった。

「ああ、終わったよ、イシュト。全部……終わったんだ」

　クロウは久遠クオン彼方カナタを握った右手を、だらりと下げた。

　天空にある黄金の扉はもうほとんど消失しつつある。もう、エイジンがあそこから現れることもないだろう。

「終わったのね、ロウ……」

「クロー、終わりなのです……」

　セフィと日ひ奈な子こが、クロウの左右に立つ。二人ともボロボロだが、生きている。

　そう、二人もイシュトも生きている。ウィニアも生きて故郷へと戻った。

「空が……青いな」

　クロウは空を見上げ、小さく息を吐いた。

　黄金の光は消えつつあり、雲も晴れて二ヶか月げつぶりの青空が見えてきている。

　クロウは、真紅のコートのポケットに手を入れ、そこにあるものの感触を探った。

　羽の形をしたヘアピンだ。

　終わったぞ、リンネ──

　クロウは、かすかに笑い──意識が遠のいていくのを感じた。

「ちょっと、ロウ!?」

「クロー、どうしたのですか!?」

「なんでもない……大丈夫、さ……」

　クロウは笑いながら答えた。久遠彼方を握っている手に、感覚がない。

　いや、手だけでなく、なにも感じない。全身が麻ま痺ひしたように感覚が消えている。

　剣神の一刀──いくらギリギリのところで生きていたとはいえ、ヒョウカが二度しか放てなかった斬ざん撃げき。

　それをクロウは人間の身で二度も放ってしまったのだ。

　そうだ、無事でいられるはずがない。クロウは全員の生存を望みながらも、自分の命のことをすっかり忘れてしまっていた。

「ロウっ！」

「クロー！」

　二人の少女の声を聞きながら、クロウは意識が遠ざかっていくのに任せた。

　長かった戦いは終わったのだ。

　もう、眠ってもいい。

　せめて、いい夢を見られることを望みながら──

　クロウの意識は、ゆっくりと消えていった。






　　　　エピローグ






　剣けん将しようイシュトは、剣の聖堂の廊下を歩いている。

　七しち剣けんの正装に身を包み、堂々たる姿だ。すれ違う聖堂の剣けん士したちは、心からの敬意をもって彼女を見つめている。

　イシュトは長い廊下をしばらく進み、目的の扉を開けて部へ屋やに入った。

「なんだ、私が最後か。すまなかったな」

「いえいえ、問題ございませんわ。なにしろ、イシュトさんは七剣の代表ですもの」

　そこは、剣の聖堂の会議室だった。

　中央に長テーブルが置かれ、一番奥、議長が座るべき席に盲目の剣士、絶ぜつ剣けんシュナークの姿があった。

「……そこが私の席だったと思うが、誰だれが代表なのかもう一度言ってもらえるかな？」

「あら、失礼しましたわ。なにしろ、目が見えないもので」

「……まあ、席は替わらなくてもいい。それより、リド」

　イシュトは、ばんとテーブルを叩たたいた。堂々とテーブルの上で横になっていたリドが、寝たままぴょんと跳び上がる。

　今日きようも彼女はネコミミの形をしたフードがついたパーカー、それにホットパンツという格好だ。相変わらず七しち剣けんにふさわしくない軽装である。

「あまりだらだらしないように。仮にも君は、聖堂の師範マスターだろう」

「……私が頼んだわけじゃない～」

　リドは、テーブルの上で手足をじたばたさせる。

「私は、たった一ヶか月げつここの生徒だっただけなのに～。なんでソーシャ姉ねえの跡を継がされるの～」

「君も七剣なんだから、仕事をしてもらう。聖堂の師範は七剣が務めるならわしだからな。リドもわかってるだろう。大変なんだぞ、七剣が三人しかいないままなんだから」

　イシュトは椅い子すを引いて、腰を下ろす。

「そうですわ。だから、私もやりたくもないのに自由剣けん士し団の団長をやらされてるんですわ。ジーネルさんは、私にいろいろ面倒を押しつけすぎですわね」

　シュナークは、心から嫌そうだった。彼女は、組織の長にはまったく興味がないのだ。

「あなたまでそんなことを言っては困る」

　イシュトは、シュナークを睨にらみつけるが、もちろん彼女は見えないので気にもしない。

「人手不足は深刻だ。空の扉の事件から三年──三年も経たってるのに、まだ剣けん聖せい、剣けん王おう、剣けん帝てい、天てん剣けんが空位のままなんだぞ」

「ぶ～、早く誰だれか七剣になって師範やってほしい～」

「七剣にふさわしい者がいないなら、空位のままでけっこうなのでは。元々、七人揃そろってた時期でも、ヒョウカさんやアミラルさんは公式行事も余裕でぶっちぎっていらしたわ」

「あの人たちが異常なんだ……」

　イシュトは、大きなため息をついて言った。

　三年前、空の扉の開放と完全閉鎖の直後は日本のみならず世界が大混乱に陥おちいった。扉は日本だけでなく、世界中で開いたからだ。

　だが、被害がもっとも大きかったのは、一番多くの扉が開いた日本だった。

　イシュトは七剣の代表として、混乱の収拾の最前線に立ち、仕事に忙殺された。扉の事件から数すうヶか月げつ後に剣の学院を卒業したが、卒業式に出る暇すらなかった。

「とにかく、その空位の話だ。リド、聖堂の子だったな？」

「あ～、そっか～、あいつの話だった～」

　リドはテーブルの上に寝転がったまま、そばに置いていたタブレット端末を操作する。

　画面に、おでこが出るほどのショートカットにした少女──いや、少女ではなく大人になりつつある女性の写真が表示された。

「扉の事件の直後に、剣けん姫きの資格を取って、飛び級で聖堂に入ってきた子～。リマっていう名前～。ちょっと私に名前似てるけど～」

「ふむ……」

　イシュトは、タブレット端末の画面を覗のぞき込こむ。リマの顔には見覚えがあった。彼女は剣の学院の後輩でもあるので当然だ。

「聖堂で凄すごい速さで腕を上げた～。もう私以外、誰だれも勝てない～。ちょこっとオマケする必要あるけど、天てん剣けんあげてもいいかも～」

「そうか。じゃあ、あとで手合わせしてみよう。シュナークも」

「はいはい、仕方ないですわね。ですが、特別手当てがほしいところですわ」

　シュナークは、頬ほお杖づえをついてにやりと笑う。

「なにしろ私、全財産を使い果たしてしまいましたので」

「……それは、私は知らない。手当てについては申請しておく」

　どうせ自分の財布から出すわけではないので、イシュトは気前よく言った。リドに比べれば金銭で操れるシュナークはまだマシだった。

　七しち剣けんの代表といっても、要するに面倒な二人の七剣の世話係といったところだ。リマが天剣になった暁には、世話係を押しつけようとイシュトは固く心に誓う。

「リマのほうは我々の権限で決めていいだろう。聖堂の子たちも、ソーシャの後継として認めてるんだな？」

「揉もめるのめんどいから、反対しちゃダメってみんなに言ってある～」

「……とんだ職権乱用だな。ではリマはいいとして……こっちはどうだ？」

　イシュトは、タブレットを操作して別のデータを呼び出す。

「こちらは、七剣だけでは決められないが……私は以前から言ってるとおり、問題ないと思う。シュナークの意見は？」

「私はけっこうですわ。この方は、実力はまったく文句ありませんし」

「じゃあ、リドは……って、いない!?」

　ついさっきまで長テーブルの上でうだうだしていたはずのリドが消えていた。会議室の窓が一つ開き、カーテンが風に揺れている。

「私にも気づかれずに逃げるとは、リドさん腕を上げましたわね」

「そんな腕ばかり上げられてもな……また、あそこへ行ったのか」

　イシュトは呆あきれてため息をついた。リドの脱走にはこの三年でもう慣れている。引きこもりが外に出るようになっただけマシだと思うようになったほどだ。

「イシュトさんも行きたいんじゃないですか？　いいですわよ、行っても」

「なっ、なにを言ってるんだ！」

　イシュトは顔を真まっ赤かにしてスマホを取り出した。

「そ、そうだ。こっちの決定をお伝えしておかないと。えーと……」

「ふふ、無理をなさらなくてもいいのに」

　シュナークはくすくすと笑っている。

　イシュトはスマホの操作を何度も間違えながら、なんとか目当ての番号を呼び出した。リドの行き先は、イシュトもよく知っている。

　いずれ、七剣を引退したら自分もそこに行く決意はとっくにできていた。

　だが、今はまだ行けない。

　新たな七しち剣けんたちを選び出し、剣けん将しようの継承者を見つけるまでは。







「ああ、わかったよ、剣将殿。こちらでも問題ない。決定ということで進めてくれ」

　アルーシュは、スマホを操作して通話を切った。

　四よん将しようの一人である彼は、多忙を極めている。三年前の事件の傷跡はまだ癒いえていない。破壊された東京ソーディアの復興は進んでいるが、問題は山積みだ。

　最近になってようやく、ダイナストとの交渉がまとまった。あの会社はソーディ政府への敵意を隠し持っているようだが、最終的には今後も一部の兵器をダイナストから購入する契約が成立した。憎しみがあっても、金銭で繋つながることはできる。

　ようやく一つ大仕事が片付き、アルーシュは元老院近くにある総合病院を訪れていた。この病院の中庭は、ソーディが好む緑が溢あふれている。

　中庭の中心あたり、ひときわ立派な木の下に車椅い子すの女性の姿があった。

「やあ、シルフィちゃん」

「……おじ様」

　車椅子に座る女性は、アルーシュに気づくと顔を上げ、微笑ほほえんだ。

　三年前まではショートにしていた髪は長く伸び、後ろで無造作に束ねている。パジャマを着て、上にカーディガンを羽織っただけの格好だ。

　もはや、三年前に独裁者となった稀き代たいの政治家の面影はない。それでもアルーシュは彼女を美しいと思った。目は穏やかではあるが、輝きは失われていない。

「調子はどうかな？　来月には退院できるって聞いたよ」

「ええ、足もだいぶよくなって。走るのは無理でも、歩けるようにはなるそうです」

「そうか……本当によかった」

「はい。記憶のほうはあきらめてますけど……これから人生のやり直しです」

「うん、そうだね。賢い君なら、これからなんでもできるさ」

　アルーシュは屈かがみ込こみ、シルフィと目線を合わせる。

　彼女は黄金の扉の閉鎖後に、周辺を捜索した自衛軍によって発見された。重傷を負っており、長い間生死の境をさまようこととなった。

　その後、なんとか回復したものの身体からだは不自由になり──失われていた記憶は元には戻らなかった。

　彼女はすべてを忘れてしまっていた。自分が四よん将しよう家けの後継者であることも、負傷は暴走した妹に攻撃されたせいだということも。

　それでいい、とアルーシュは思っている。たとえすべてを覚えていても、彼女がセフィを憎むことはなかっただろう。だがきっと、忘れてしまってよかったのだ。

「君の計画のいくつかは、私が引き継いだ。どれほどのことができるかわからないが、できる限りのことはするよ」

「……すみません、なにも覚えていなくて」

「いいのさ。私も、仕事くらいしかやることがないからね」

　アルーシュは微笑ほほえんだ。

　三年前の事件で失った息むす子ことの縁は薄かった。それでもラーシュの死は、アルーシュの心に大きな穴を開けた。

　その穴を埋めるために、シルフィの不死鳥計画を引き継ぎ、必死に進めているのだ。

　そして、シルフィを気にかけているのは、行き場をなくした息子への愛情を向けているだけかもしれない。

　息子の命を奪った者を憎めればまだよかったかもしれない。しかし、アルーシュにはどうしてもそれができなかった。

　ラーシュは、剣けん士しとして生き、最強の剣神にたどり着くために戦ったのだ。ソーディとしてこれほど誇らしい生き方があるだろうか。

　その結果が死であったが、息子を誇りに思う以外の気持ちは湧わいてこなかった。

「おじ様……退院したら、おじ様のお手伝いをしていいでしょうか？」

「私の？　君の母上も私と同じ仕事だよ？」

「なんでしょうか……おじ様の仕事をお手伝いしなくてはいけない気がするんです」

「そうか……」

　アルーシュの仕事の一つは、政治制度の改革だ。

　現行の四よん将しよう制度を廃止し、元老院を国会へと切り替え、議院内閣制の成立を目指している。これはシルフィが描いた夢だ。

　記憶が失われても、シルフィの高い知能はそのままだ。彼女に助けてもらえれば、大きな力となるだろう。

　それに、もう一つの大きな仕事──これも困難だがシルフィの手助けがあれば早期に実現できるかもしれない。

　シルフィが描いた途方もない夢が、他でもない彼女自身の手で成されるならば──これ以上のことはないだろう。







　太たい陽よう教きよう教団本部──

　明あか里りは、朝から忙しく本部内を走り回っていた。

　既に彼女自身が教団の幹部であり、この三年、太陽教の立て直しのために働いている。

「アカリ！」

「あ、スノウ」

　事務棟の廊下を走っていたところで、呼び止められた。

　灰色の髪を長く伸ばしたシスター服の少女が、駆け寄ってくる。

「お義と父うさんが呼んでる。神殿に来てくれって」

「今、神殿からこっちに来たとこなのに……ああ、もうわかったわよ！」

　明あか里りはぽんとシスター服の少女の頭に手を置いた。かつてスノウホワイトと呼ばれた少女は、今は〝木き戸どスノウ〟と名乗っている。

　木戸祐ゆう司じが養子として引き取り、明里の妹になったのだ。

「じゃあ、私は掃除に行ってくる」

「ええ、行ってらっしゃい」

　明里は笑って、去っていく妹の背中を見つめる。

　教団本部内には、幹みき原はら条じよう一いち郎ろうという、太たい陽よう教きようの戦闘部隊のリーダーだった男の墓がある。

　スノウは誰だれに教えられたわけでもなく、いつからかその墓の掃除をするようになった。すべての記憶を失ったはずだが、ともに行動した男のことをどこかで覚えているようだ。

　明里にとって、スノウは忙しい仕事の支えになってくれている。スノウにとって、幹原条一郎が同じような存在なのかもしれない。

　太陽教は、多くの人々の支えになっていくことを目指している。信徒がそれぞれ、誰かの支えになっていければ──明里は心からそう願った。







「リーゼ！」

　突然名前を呼ばれ、リーゼは後ろを振り向いた。

　黒髪をショートカットにして、紺色のスーツを着た長身の女性が歩いてくる。

「ああ、女王。お久しぶりですね」

　リーゼは微笑ほほえみを浮かべて言った。彼女のほうは、ピンクのワンピースの上に白衣をまとった格好だ。

　ここは、小さな病院の待合室である。患者の数は少なく、リーゼはたまたまここを通りかかったところだった。

「女王はよせ。まったく……なにもしてないのに、女王に奉たてまつられてもな」

　スーツの女性──ネッサは本当に困った笑みを浮かべて言った。

「三年前、戦いたがってたブレイズたちをあなたが抑えてくれたから、みんな生き残れたんですよ。もし、扉の要よう塞さいに攻め込んでたら何人が死んでたか……」

　リーゼは、三年前を思い出す。扉の要塞に出陣したのは女王リーゼベルと、死し剣けん使つかいだけだった。ブレイズの大半は墜おちたる宮殿で、襲ってくるエイジンを相手に戦い、防衛に徹したおかげでほとんど犠牲者は出なかった。

　扉の事件ののち、政府との交渉をまとめて、ブレイズを守ってくれたのもネッサだ。

「いや……みんな、あんたの女王としての姿を覚えてる。記憶も戦う力もなくしても、まだリーゼを尊敬してる連中は多い」

「あはは、私はただの医学生ですよ。病院のお手伝いもありますし、女王なんてやってる暇はありません」

「……そうだな。あんたは、ブレイズ自治区の希望だからな」

　リーゼは今、正式な医師免許を取るために大学に通っている。

　三年前の戦いのあと、ソーディ政府によるブレイズや人間への差別の撤廃が始まった。他でもない、ブレイズと激戦を繰り広げたシルフィの立案だという。

　アルーシュが計画を引き継いで、撤廃を進めている。最初に中央特別区センターと外層人類区ダウンタウンという区分けがなくなり、その後も少しずつだが計画は進んでいる。

　ブレイズが住む居留地は〝自治区〟と名を変えた。厳しい監視体制は消滅し、ソーディと同等の権利が与えられることとなった。

　もちろん、まだ法の整備は完全にはほど遠い。だが、リーゼは多くの障害を乗り越え、医大への進学が認められた。

「希望なんかじゃないですよ。これが当たり前のことになってほしいです」

「ああ……そうだな。どうもまだ、新しい環境になじめてないな」

「と、女王。その話じゃないでしょう。あなたも、あの子を見に来たのでは？」

「あ！」

　ネッサは、はっとした顔になる。

　そのとき、一人の看護師が赤ん坊を抱いて、リーゼたちのところへ来た。

「リーゼ先生、お待たせしました」

「ああ、ありがとうございます。この子……なんですね」

　リーゼは、看護師から赤ん坊を受け取ってだっこする。年齢は二歳くらい。灰色の髪が肩のあたりまで伸びている。

「ええ、今日きようの検査で確認されました。この子が……新しい死剣使いです」

　看護師の言葉に、リーゼは頷うなずく。ネッサも赤ん坊の顔を覗のぞき込こんだ。

　赤ん坊は不思議そうな顔で、リーゼとネッサを見ている。

「偶然でしょうけど……名前は、カスミといいます」

「カスミ……」

　リーゼは腕の中の赤ん坊を凝視する。強い目で見られてびっくりしたのか、赤ん坊は火がついたように泣き出した。

「あ、ああ、ごめんなさい、ごめんなさい。はーいはいはい、怖くないですよー」

　リーゼは、カスミを揺すりながら笑いかけた。死し剣けん使つかいは死の直後に、新しい死剣使いとして生まれ変わる。数すうヶか月げつのタイムラグはあるものの、一度たりとも死剣使いが途絶えたことはない。

　三年前の戦いで命を落とした、死剣使いであり最強の術法使いだった八やツ首くびの蛇。この赤ん坊は、間違いなく彼女の後継者だ。

「大事に育てなきゃな。この子は、新世代の死剣使いだ」

　ネッサは、表情を緩ゆるめて赤ん坊の頬ほおをつついた。カスミも、きゃっきゃと笑う。

「ええ、そうですね。リーゼ、私はリーゼですよ、カスミ」

「りーぜ」

　カスミもにっこり笑って繰り返す。賢そうな子だった。八やツ首くびの蛇の能力までは受け継いでいないだろうが、将来が楽しみだ。

「新しい死し剣けん使つかい。ゆっくり大きくなってください。その頃には、ブレイズが幸せになれる世の中になってますから」

「そうだ、私たちが必ずそうする。ん？　そういえば……」

「なんですか、女王？」

　ネッサは、リーゼをじっと見つめて──

「リーゼ、少し背が伸びたんじゃないか？」

「……ええ」

　リーゼは、ちょっと恥ずかしそうに笑って言った。

　十代前半で成長が止まり、それから同じ姿のままで九十歳を越える今日きようまで生きてきた。だが、なにが起きたのか再び成長が始まっている。

　ブレイズは変わろうとしている。リーゼもまた、変わりつつあるようだった。

　変わるために、生きていくのだ──







　リーゼたちがいる病院の屋上。

　そこに、長い赤毛をなびかせている女性がいた。ジャージの上着に、グレーのミニスカートという服装だ。

「はあ～、参ったなあ……」

　死剣使いの一人、サーラは深いため息をついた。

　確認されたという新たな死剣使いに会いに来たのだが、それどころではなくなっていた。

　サーラは手にしていたスマホの画面に目を落とす。

「ていうか、普通こんな大事な連絡、メッセージでよこすかあ!?　イシュトも常識人ぶってるけど、ムチャクチャだよなあ！」

　サーラは屋上の鉄てつ柵さくにつっぷすようにしながら、ばたばたと足を動かした。

　ついさっき、イシュトから送られてきたメッセージには──

「なにを一人で騒いでるんですか、スイサーラ」

「あー、リーゼ……もうえらいことだよ」

　サーラは振り返り、そこに立っていたリーゼに情けない顔を向けた。

「ほら、これ……」

　それから、スマホの画面をリーゼに見せる。

「本日をもってスイサーラに〝剣けん帝てい〟の称号を授ける。四よん将しよう全員の承認完了……剣帝!?」

「そうらしいなあ。ラーシュのお父上がやってるブレイズの差別撤廃……の一環なんだろうなあ。これまでずっと、ブレイズは七しち剣けんにはなれなかったのに」

「凄すごいお話じゃないですか。ずいぶん嫌そうですけど」

「当たり前だよ！」

　サーラは泣きそうになっている。

「自治区の運営が落ち着いたら、あそこに行くつもりだったのに！　剣けん帝ていなんかになったら面倒ばかりじゃないかあ！」

「あなたは、束縛されるくらいがちょうどいいですよ」

「さらっとひどいことを言うなあ、リーゼ……」

　文句を言いつつも、サーラは断れないことがわかっていた。

　これはブレイズにとって大きなチャンスなのだ。差別の撤廃など、建前だけだろうと疑っている仲間も多い。

　ここで、ブレイズが七しち剣けんの一人になれば差別撤廃を大きく進めることになるだろう。

「は～あ、普通に死し剣けん使つかいやってた頃のほうが自由だったなあ。そういえば、あいつは今日きよう行ったんだっけ？」

「ええ、今頃は船上の人かと。飛び出すようにして行ってしまいましたよ」

「そうかあ……いいなあ。サーラも自由になりたい……」

「だから、あなたはこれまでが自由気まますぎたんですよ」

「ぐう……」

　まったくもって反論もできなかった。

　サーラは、空を見上げた。黒い亀き裂れつも、黄金の扉もない、澄み切った青空。

　この空の下で──サーラもまた新しい生き方を選ばなければならないようだった。







「ああ、空が高いですね」

　ソーシャが、目を細めて空を見上げている。

　数日かけて深い森を抜け、ようやく見晴らしのいい草原に出たところだった。

「この時期、空気澄んでます。これから、過ごしやすいです」

　ウィニアは、ソーシャと同じように空を見ながら答えた。

　ソーディアへと帰ってきた彼女は、三年間ひたすらエイジンを駆除する旅を続けている。

　特にソーシャが付き合う必要もないのだが、彼女が常にウィニアと行動をともにしてくれているのはありがたかった。

　数すうヶか月げつぶりに帰還したソーディアは、さらに状況が悪化していた。エイジンの侵攻を受けて文字どおり滅亡寸前だった。

　さらに、三年前に大地の扉が開いた影響はこちらにもあり、多くの被害が出ていた。

　だが、その大地の扉からエイジンの大群が地球へなだれ込み、そのまま戻って来なかった。

　それになにより、超大型エイジンが地球で滅んだことが大きい。エイジンの群れは統率を失い、散発的な攻撃を仕掛けてきては、ソーディたちに撃退されている。

　ウィニアとソーシャは、数少ない〝進撃組〟だ。積極的に打って出て、エイジンたちを駆除し続けている。

「もう少し行くと、村あります。そこで一休みです」

　ウィニアはソーシャと話すときは日本語を使っている。ソーシャもソーディアの言葉を既に覚えているが、ウィニアが希望して日本語で会話してもらっているのだ。

「私は休みなしでもいいですよ。一気に、この辺りのエイジンを片付けてしまっても」

　ソーシャは不敵に笑って言った。地球に適応できなかった彼女の肺は、ソーディアの大気のもとで急激な回復を見せた。

　ソーディアに来たばかりの頃は歩くこともかなわなかったが、半年も経たたずに肺の機能が回復し、剣のキレもはるかに増した。

「ソーシャ、あまり調子乗る、ダメです。超大型エイジンもういないですが、まだ大型いっぱいです。油断したら、危険です」

「ウィニアさんは慎重ですね」

「エイジン全部駆除して、そしたらまた地球行って、クロウ様会います」

　ウィニアは、にこにこと笑いながら言った。

「前から訊ききたかったんですが、クロウさんに会って……どうするんです？」

「もちろん、クロウ様の子、産みます。たぶんクロウ様、子作り大好きです」

「……まあ、お好きでしょうね」

　ソーシャは呆あきれているようだが、ウィニアはもちろん本気だ。

　望めば必ず扉が開くと信じている。そうしたら、迷わずにクロウのもとへ行って、今度こそ身も心も捧ささげるつもりだ。

「でも、クロウさんのそばには姫君と桜さくら井い日ひ奈な子こさんがいますよ」

「かまいません。お二人からクロウ様、奪います」

　ウィニアはさらりと言い切った。これも本気だった。それくらいのつもりでなければ、三年も離れてしまった不利を覆くつがえせないだろう。

「あなたはいい人ですが、男性の趣味だけはわからな──っと、来ましたよ」

　ソーシャは不意に表情を引き締めて、愛剣の閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルを抜いた。見えない刀身に光こう刃じんが伝わっていく。

　果てしなく広がる草原の向こう、五キロ以上先にエイジンの群れが現れている。既にこちらを捕ほ捉そくしているらしく、突き刺さるような殺気が向けられてくる。

「このあたりのエイジン、一掃すること、なりそうです。まあ……いいです」

　ウィニアもディースシーズを構え、光刃を発動させる。

　未いまだ、ウィニアは剣神の領域には届いていない。三年前のあの日に見たクロウの剣神の一刀を再現することはまだ夢でしかないが──

「私、クロウ様、ラーシュ、二人の剣、知ってます。私こそが──剣神の継承者です！」

　ウィニアはディースシーズを構えたまま走り出した。

　エイジンを斬きり続け、いつか必ずクロウに追いつき、彼に再会する日を夢見ている。日本語を使っているのも、また日本に行くためだ。

　クロウと再び会うその日まで、ウィニアの戦いは終わらない──

　走りながら、ウィニアはふと気づいた。クロウを奪うというのは本気だ。だが、相手はセフィと日ひ奈な子こだけではない。

　きっと、もう一人いる──







　東京湾を出港した大型客船は、穏やかな海をゆっくりと南下していく。

　目的地までは、約十時間。長い船旅になる。

「はー、気持ちいいーっ！」

　甲かん板ぱんを歩く少女の姿があった。

　今日きようは少し肌寒いからか、甲板に出ている人は少ない。少女は、ふらふらと意味もなく歩き回る。

　ピンク色の髪を肩より少し長いくらいに伸ばしている。クリーム色の長なが袖そでセーターにチェックのミニスカートという、女子高生のような服装だ。

「でも、ちょっと寒いですよね。あまりここにいたら、風か邪ぜ引きそうです」

「あー、うん。だよね」

　突然、同じように甲板を散歩していた、十代前半くらいの黒髪の少女に声をかけられた。ピンク髪の少女はにっこり笑って答える。

「実はボク、病み上がりなんだよね。つい最近まで長いこと入院してたから、外が恋しくて」

「あ、そうなんですか。それなら、やっぱり風に当たらないほうがいいんじゃ？」

「もう平気だよ。入院する前より頑丈になったくらいだから」

　ピンク髪の少女は、ぐっと拳こぶしを握り締めて力説する。

「あ、もしかして……あなたも例の学校に行くんですか？」

「学校？　ううん、あの島に学校があるんだ。それは知らなかったよ」

「ええ、有名な学校ですよ。私もそこに通おうと思って。あの人もそうなのかも？」

　黒髪の少女は、甲板に置かれているデッキチェアの一つを指差した。ネコミミのようなフードがついたパーカーを着た少女がだるそうに寝転がっている。

「なんか、どっかで見たような……まあいいや。学校じゃないよ。ボクはね──」

　少女は、風になびくピンクの髪をさっと撫なでる。

「お気に入りのヘアピンを人に預けちゃってて。それを返してもらいに行くんだよ」

　少女の髪をなびかせた風は、遠くへと吹き抜けていく。

　風の向かっていく先、船の航路の終点にある島は──まだ遠すぎて見えない。







　東京ソーディアから百六十キロほど南に下ったところに、その島はあった。

　ごくごく小さな島で、人口は二千人にも満たない。

　住民の大半はソーディで、全員が剣を捨てた者たちだった。

　剣を持たない理由はそれぞれで、生まれついて剣を学ぶ意欲が持てなかった者、あるいは自分の剣の才に見切りをつけた者たちが多い。

　ここは、ソーディの隠れ里のような場所なのだ。

　島の南、海を臨む丘の上に木造二階建ての学校があった。

　この島に学校が建てられたのは、ほんの二年ほど前のことだ。

　校舎の一階に、教員室がある。向かい合わせに並んだ机はたった四つ。学校は生徒も少なければ教師も少ない。

　しかも今、机の一つに向かっている男は、教員免許を持っていない。

「クロー、まだやっていたのですか」

「おお、日ひ奈な子こか」

　机に向かい、ノートをめくっていた男──[image: ]かつら城ぎクロウは顔を上げた。ぼさぼさの黒髪に、白いＴシャツと紺のズボンというラフな格好だ。

　桜さくら井い日奈子は、ブラウスにベスト、ミニスカートという制服姿だ。剣の学院の制服である。彼女はこの服装を気に入っていて、今でも着ているのだ。

　二人は三年前の戦いのあと、この島へと移住してきた。以前、大だい剣けん聖せいに教えられていた島である。

　クロウは、ちらりと机の上を見た。積まれた書類の山にまじって、ケースに収められた羽の形をしたヘアピンが置かれている。

　この島へ来たのは、彼女の最後の予知どおりにしたかったからというのもある。

　人間であるクロウと日奈子は、ソーディの島民たちに疎うとまれるかとも思ったが、大剣聖が生前に話を通していてくれたため、すんなりと受け入れられた。

　クロウが立ち上げた、人間とソーディがともに学ぶ学園の創設にも大きな反対はなかった。大剣聖は「クロウはろくでもないことを言い出すだろうが長い目で見守ってやってくれ」などと、島民に話してあったらしい。

　あの偉大な剣けん士しは、多くを見抜いていたようだ。

　学校をつくったのは、ごく自然ななりゆきだった。人間でありながらソーディの中で生きてきたクロウが、人とソーディの本当の意味での共存を考えるのは当然であったとも言える。学校創設は、共存の第一歩だ。

　生徒はソーディがほとんどで、人間はごくわずか。まだまだ二つの種族には大きな隔たりがある。それでも、ソーディと人間の学校に通うために島に移住してくる者たちがいる。少しずつでも増えていけばいいのだ。

「まだ全然まとまらねぇからな。ま、のんびりやるさ」

　クロウは、ノートを閉じてぽんと表紙を叩たたいた。

　彼は普段は学校で教師の手伝いをしつつ、かつて戦った七しち剣けんやブレイズたちの剣についての記録をまとめ、研究をしている。

　学者だった父親の跡を継いでいるというわけだ。

「わたしも言われるまでもなく、のんびりやっているのです」

「……だよな」

　日ひ奈な子こは、この学校の生徒だ。十五年間、まともな教育を受けてこなかった彼女には学ぶことがたくさんある。今こ年とし十九歳になるが、ようやく年齢にふさわしい学力を身につけつつあった。

「あ、そうでした。呼んでいるのですよ」

「っと、忘れてた。今日きようはあれだったな」

　クロウは慌てて、そばに立てかけてあった一振りの剣を手に取った。

　久遠クオン彼方カナタ──代々剣けん聖せいに受け継がれてきた名剣は、七剣と四よん将しようの決定によってクロウに与えられた。

　剣神の領域にたどり着いた最強の剣けん士しへの褒ほう美びというわけだ。

　だがこの島では剣を持つことは許されない。例外扱いされているのは、古くから受け継がれてきた最強の名剣であるためと、それに──

「よっ、と……」

　クロウは久遠彼方を杖つえにして立ち上がった。それから、日奈子と並んでゆっくりと歩いて行く。

　剣神の一刀を二度も放ったクロウの肉体はボロボロになり、両腕の筋力は大きく落ち、右足はほとんど使い物にならなくなっている。

　久遠彼方を杖として使い、なんとか歩行は可能だが、剣を振ることはできない。おそらく、久遠彼方を抜くことはないだろう。

　名剣を杖にするなど言語道断だろうが、クロウは自分がもらったものなのだから好きに使ってかまわないと思っている。杖だからこそ、島での所有も認められている。

　杖が必要な身体からだになっても、クロウに不満はない。セフィを救い、黄金の扉を破壊するほどの力を使って命があっただけで充分だった。

　クロウは日奈子とともに、校舎を出た。日奈子のほうは元気いっぱいで、足取りも確かだ。結局、空の扉を閉じる術を使わなかったため、彼女のダメージは最小限で済んだのだ。

「うっ、もう冬なのに今日も暑いのです……」

「おまえもそろそろ慣れろよ」

　クロウは苦笑して、顔の前に手をかざしている日奈子を見た。

　彼女の左手薬指には銀色の指輪があり、太陽の光を浴びてきらりと光った。







　クロウと日ひ奈な子こは学校を出て数分歩き、砂浜へと出た。

　波打ち際には、長い金色の髪を結んだ女の子が立っている。

「遅い！」

　クロウたちに気づくと、女の子──セフィはにやりと笑いながら言った。

　セフィは胸元もあらわなワンピースの上に、薄い上着を羽織っている。

「今日きようはまた生徒が一人来るんだから。港までお迎えに行くんでしょ！」

「はいはい、学園長は元気だな」

　そう、セフィは学園長を務めてくれている。彼女は四よん将しようを継ぐ気はないが、一族の名前を使って出資者を集め、宣伝までしてくれたのだ。

　名の知られた彼女が学園長を務めること自体が宣伝とも言える。おかげで、学校の規模の割に出資金はかなりの額が集まっていた。

　もっとも、最大の出資者は、なにを血迷ったのか全財産を投じてくれたシュナークなのだが。

「ロウ、そういうあんたも元気でしょ」

「ん？　なんのことだ？」

　セフィが、引きつったような笑みを浮かべる。

「また、ロウにセクハラされたってクレームが来たの！　これで何度目よ！」

「い、いや、生徒には手を出してねぇぞ」

「教師にも島民にも手を出しちゃダメ！　なに考えて生きてんの、あんたは！」

「なんだろうな！」

「きゃーっ！」

「わっ」

　クロウは、久遠クオン彼方カナタから手を離すと、両手を伸ばしてセフィと日奈子の胸を同時に揉もんだ。二人の、ボリュームたっぷりの柔らかなふくらみの感触が伝わってくる。

「ロウっ、いきなりなにしてんの！」

　セフィの本気の殺意に、クロウは倒れかけていた久遠彼方を素早く掴つかみ、身を翻して逃げ出した。杖つえをついているとは思えないスピードだった。

「相変わらず、無駄に速いのです……」

「あいつ、『もう剣は振れない……』とかしみじみ言ってるけど、絶対振れるわよね。セクハラしてから逃げるまでのスピードもとんでもないし」

　クロウは、セフィと日奈子から距離を取り、さっと振り向く。

「いや、剣とセクハラは違う。これからもセクハラは進化させていく！」

「させるな、そんなもの！」

　セフィは怒鳴りながら、拳こぶしを振り上げる。その左手薬指にも、銀色の指輪がはまっている。

「まったく、ロウはいつまでもいつまでも！　その悪いクセ、いつになったら直るの！」

「でもセフィもいつまでもセクハラされて喜んでるのです」

「なっ……!?　だ、だから喜んでなんか……って、いいから行くわよ！　ロウ、今日きようのところは見逃してあげるから来なさい！」

「ああ──セフィ、日ひ奈な子こ」

　クロウは久遠クオン彼方カナタを杖つえにして、セフィと日奈子のほうへと歩き出す。

　師や兄弟弟子、剣を交えてきた強敵から受け継いだものを燃やし尽くしたクロウの戦いの日々は終わり、優しい平和が続いている。

　きっと、これからも長く続いていくだろう。

　愛する少女たちとともに。

　そして、クロウたちの心を誰だれかが受け継いでいくのだろう。

　時間は流れていき、決して途絶えることはない。

　想おもいは必ず誰かに伝わり、剣神すらきっと誰かが継いでくれる。

　クロウは確かな予感を胸に抱き、二人の少女と並んで砂浜を歩いて行く──





終


















あとがき




　どうも、鏡かがみ遊ゆうです。

　長い道のりでした。こんなに長く付き合った作品はありませんでした。いろいろなことがありましたが、無事にクロウ君たちの物語がゴールにたどり着いて安心しています。

　というわけで『剣神の継承者サクシード』、今巻をもって完結です。




　企画時の構想から変わった部分も多々ありますが、おおむね書きたかったことは書ききれたと思います。まあ、予定よりちょこっと長くなりましたけど……。

　この作品では、多くのキャラたちが去っていきました。それでも、いなくなった者たちも少なからず物語に影響を残しています。生き残った者も、去った者も、みんながいたからたどり着けた結末だと思っています。

　セクハララブコメバトルという、無む茶ちやなジャンルも最後まで通せたかな、と。クロウ君とヒロインたちのキャラがあってこそでしょうね。みんな、大好きなキャラたちです。彼らが今後も幸せに生きていくことを祈ります。

　まあ、祈るまでもなく、みんなたくましく楽しくやっていくでしょう。




　それでは謝辞です。

　みけおう先生、ありがとうございました。デザインも絵も素晴らしく、毎回イラストが上がってくるのが楽しみでした。容赦なく肌色多めの絵も、嬉うれしかったです！

　立ち上げから完結まで担当してくださったＫ様。内容のことで衝突したことも何度かありましたが、だからこそいい作品になったと思います。ホントですよ（笑）。

　また、もう一人の担当Ｋ様。若い力で頑張ってくださって感謝しております。

　コミカライズを担当してくださった神楽かぐら武たけ志し先生。

　イメージソング、ドラマＣＤの作成に関かかわってくださった皆様。

　そして、本の作成、流通、販売に関わってくださった皆様。感謝の言葉しかありません。

　なにより読者の皆様に最大の感謝を。

　本当に、本当にありがとうございました！




　現在、『エンジェル・フェスタ！』というシリーズが動いてますが、それとは別で新作を立ち上げる予定です。こちらも楽しみにしていただければ嬉しいです。




　それでは、またどこかでお会いいたしましょう。


二〇一五年二月　鏡遊











　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。

　　主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　そして、『剣神の継承者』シリーズも

　　ここまで長く続いてきました。

　　さあ、いよいよ12巻です。

　　読者の皆様に楽しんでいただけたら、最高に幸せです。







　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身、札幌在住のイラストレーター。

　　一番苦手な冬、真っ最中です。

　　北海道に住んでいるのにそれじゃダメだ！と

　　雪まつりに行ってきたのですが

　　結局買い食いメインで楽しんできました。

　　雪像は関係なかった１日です。







　　ＨＰ　「PINK　CHUCHU」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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